
昭
和
五
十
五
年
大
蔵
省
令
第
四
十
四
号

外
国
為
替
に
関
す
る
省
令

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
六
十
九
条
の
四
並
び
に
外
国
為
替
管
理
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
二
百
六
十
号
）
第
二
条
、
第
六
条
か
ら
第
八
条
ま
で
、

第
十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
八
条
及
び
第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
及
び
同
令
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
外
国
為
替
の
管
理
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条―

第
四
条
）

第
二
章
　
許
可
の
申
請
手
続
等
（
第
五
条―

第
十
五
条
の
二
）

第
三
章
　
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
の
承
認
の
申
請
手
続
等
（
第
十
六
条―

第
二
十
条
）

第
四
章
　
対
外
直
接
投
資
の
届
出
の
手
続
等
（
第
二
十
一
条―

第
二
十
六
条
）

第
五
章
　
雑
則
（
第
二
十
七
条
・
第
二
十
八
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
趣
旨
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
一
章
、
第
三
章
及
び
第
四
章
に
規
定
す
る
支
払
等
、
資
本
取
引
そ
の
他
の
取
引
又
は
行
為
に
つ
い
て
、
許
可
又
は
承
認
の
申
請
手
続
、
届
出
の
手
続

そ
の
他
の
事
項
を
定
め
る
ほ
か
、
居
住
性
の
認
定
の
申
請
手
続
等
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
外
国
為
替
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
証
券
又
は
証
書
は
、
次
に
掲
げ
る
証
券
又
は
証
書
と
す
る
。

一
　
譲
渡
性
預
金
（
払
戻
し
に
つ
い
て
期
限
の
定
め
が
あ
る
預
金
で
、
譲
渡
禁
止
の
特
約
の
な
い
も
の
を
い
い
、
指
名
債
権
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
預
金
証
書

二
　
コ
マ
ー
シ
ヤ
ル
・
ペ
ー
パ
ー

三
　
法
第
六
条
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
証
券
に
関
す
る
権
利
を
与
え
る
証
券
又
は
証
書
（
公
債
又
は
株
式
に
関
す
る
権
利
を
与
え
る
証
書
及
び
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

四
　
法
第
六
条
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
証
券
に
関
す
る
権
利
を
与
え
る
証
券
又
は
証
書
（
当
事
者
の
一
方
の
意
思
表
示
に
よ
り
当
事
者
間
に
お
い
て
証
券
の
取
得
又
は
譲
渡
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
を
相
手
方
が

当
事
者
の
一
方
に
付
与
し
、
当
事
者
の
一
方
が
こ
れ
に
対
し
て
対
価
を
支
払
う
こ
と
を
約
す
る
取
引
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

２
　
令
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
取
引
は
、
次
に
掲
げ
る
取
引
又
は
こ
れ
に
類
す
る
取
引
と
す
る
。

一
　
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
二
十
一
条
第
四
項
第
十
八
号
に
規
定
す
る
金
融
等
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
（
経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内
閣
府
関
係
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施

行
規
則
（
平
成
二
十
年
内
閣
府
・
財
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
一
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
取
引
に
限
る
。
）

二
　
農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
十
条
第
六
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
金
融
等
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
（
農
業
協
同
組
合
及
び
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
信
用
事
業
に
関
す
る
命
令
（
平
成
五
年
大
蔵

省
・
農
林
水
産
省
令
第
一
号
）
第
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
取
引
に
限
る
。
）

三
　
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
一
号
）
第
九
条
の
八
第
二
項
第
十
七
号
に
規
定
す
る
金
融
等
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
（
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
に
よ
る
信
用
協
同
組
合
及
び
信
用
協
同
組
合
連
合
会

の
事
業
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
五
年
大
蔵
省
令
第
九
号
）
第
一
条
の
三
第
八
項
第
一
号
イ
又
は
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
取
引
に
限
る
も
の
と
し
、
同
条
第
十
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

四
　
信
用
金
庫
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
第
五
十
三
条
第
三
項
第
十
三
号
又
は
第
五
十
四
条
第
四
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
金
融
等
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
（
信
用
金
庫
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令

第
十
五
号
）
第
五
十
条
第
七
項
第
一
号
イ
又
は
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
取
引
に
限
る
。
）

五
　
長
期
信
用
銀
行
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
第
六
条
第
三
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
金
融
等
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
（
長
期
信
用
銀
行
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
十
三
号
）
第
四
条
の
二
の
三
第

一
項
第
一
号
イ
又
は
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
取
引
に
限
る
。
）

六
　
労
働
金
庫
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
二
十
七
号
）
第
五
十
八
条
第
二
項
第
十
八
号
又
は
第
五
十
八
条
の
二
第
一
項
第
十
六
号
に
規
定
す
る
金
融
等
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
（
労
働
金
庫
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵

省
・
労
働
省
令
第
一
号
）
第
四
十
二
条
第
六
項
第
一
号
イ
又
は
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
取
引
に
限
る
。
）

七
　
銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
十
条
第
二
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
金
融
等
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
（
銀
行
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
十
号
）
第
十
三
条
の
二
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
第

二
号
イ
に
掲
げ
る
取
引
に
限
る
。
）

八
　
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
九
十
八
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
金
融
等
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
（
保
険
業
法
施
行
規
則
（
平
成
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）
第
五
十
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
第
二
号
イ

に
掲
げ
る
取
引
に
限
る
。
）

九
　
農
林
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
五
十
四
条
第
四
項
第
十
六
号
に
規
定
す
る
金
融
等
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
（
農
林
中
央
金
庫
法
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
内
閣
府
・
農
林
水
産
省
令
第
十
六
号
）
第
五
十

八
条
第
五
項
第
一
号
イ
又
は
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
取
引
に
限
る
。
）

十
　
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
三
十
五
条
第
二
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
取
引
で
あ
つ
て
、
当
事
者
が
数
量
を
定
め
た
商
品
に
つ
い
て
当
該
当
事
者
間
で
取
り
決
め
た
商
品
の

相
場
に
基
づ
き
金
銭
の
支
払
を
相
互
に
約
す
る
取
引
そ
の
他
こ
れ
に
類
似
す
る
取
引
又
は
金
融
商
品
取
引
業
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
九
年
内
閣
府
令
第
五
十
二
号
）
第
六
十
八
条
第
十
七
号
イ
に
掲
げ
る
取
引
（
差
金
の

授
受
に
よ
つ
て
決
済
さ
れ
る
取
引
に
限
る
。
）

（
居
住
性
の
認
定
の
申
請
手
続
）

第
三
条
　
居
住
者
又
は
非
居
住
者
の
区
別
に
つ
い
て
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
財
務
大
臣
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
紙
様
式
第
一
に
よ
る
認
定
申
請
書
二
通
を
財
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
財
務
大
臣
は
、
前
項
の
申
請
に
基
づ
き
居
住
性
を
認
定
し
た
と
き
は
、
認
定
申
請
書
に
そ
の
旨
を
記
入
し
、
そ
の
う
ち
一
通
を
認
定
証
と
し
て
申
請
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

1



（
取
引
の
非
常
停
止
の
対
象
と
な
る
者
の
範
囲
等
）

第
四
条
　
令
第
三
条
第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
適
切
な
方
法
は
、
財
務
省
及
び
日
本
銀
行
に
お
い
て
掲
示
す
る
方
法
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
方
法
そ
の
他
の
方
法
（
第
二

十
八
条
第
一
号
に
お
い
て
「
掲
示
等
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。

２
　
次
項
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
店
頭
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
　
令
第
三
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
店
頭
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
を
い
う
。

二
　
市
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
等
　
令
第
三
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
市
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
等
を
い
う
。

三
　
対
外
支
払
手
段
等
　
令
第
三
条
第
一
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
対
外
支
払
手
段
等
を
い
う
。

四
　
対
外
支
払
手
段
等
の
売
買
取
引
等
　
令
第
三
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
対
外
支
払
手
段
等
の
売
買
取
引
等
を
い
う
。

五
　
通
貨
オ
プ
シ
ョ
ン
取
引
　
当
事
者
の
一
方
の
意
思
表
示
に
よ
り
当
事
者
間
に
お
い
て
対
外
支
払
手
段
等
の
売
買
取
引
（
市
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
等
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
権
利
を
相
手
方

が
当
事
者
の
一
方
に
付
与
し
、
当
事
者
の
一
方
が
こ
れ
に
対
し
て
対
価
を
支
払
う
こ
と
を
約
す
る
取
引
を
い
う
。

３
　
令
第
三
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
財
務
大
臣
が
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
対
外
支
払
手
段
等
の
売
買
取
引
等
に
係
る
取
引
の
停
止
を
命
ず
る
日
の
属
す
る
四
半
期
の
前
四
半
期
（
当
該
取
引
の
停
止

を
命
ず
る
日
の
属
す
る
月
が
一
月
、
四
月
、
七
月
又
は
十
月
に
あ
つ
て
は
、
前
々
四
半
期
と
す
る
。
）
中
に
お
け
る
対
外
支
払
手
段
等
の
売
買
取
引
（
店
頭
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
、
市
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
等
及
び
通
貨
オ
プ
シ
ョ
ン

取
引
を
除
く
。
）
の
合
計
額
を
三
で
除
し
て
得
た
額
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
通
貨
二
億
ド
ル
に
相
当
す
る
額
を
超
え
る
者
と
す
る
。

４
　
前
項
に
規
定
す
る
対
外
支
払
手
段
等
の
売
買
取
引
の
合
計
額
を
算
出
す
る
場
合
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
通
貨
以
外
の
通
貨
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
通
貨
と
の
間
の
換
算
は
、
外
国
為
替
の
取
引
等
の
報
告
に
関
す
る
省
令
（
平
成

十
年
大
蔵
省
令
第
二
十
九
号
。
以
下
「
報
告
省
令
」
と
い
う
。
）
第
三
十
五
条
第
二
号
に
規
定
す
る
方
法
を
用
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

５
　
令
第
三
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
　
銀
行
等
（
法
第
十
六
条
の
二
に
規
定
す
る
銀
行
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
金
融
商
品
取
引
業
者
（
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
金
融
商
品
取
引
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
投
資
信
託
委
託
会
社
（
投
資
信
託

及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
第
二
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
投
資
信
託
委
託
会
社
を
い
う
。
）
、
資
産
運
用
会
社
（
同
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
資
産
運
用
会
社
を
い
う
。
）
及
び
保
険

会
社
（
保
険
業
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
険
会
社
及
び
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
外
国
保
険
会
社
等
を
い
う
。
）

二
　
銀
行
等
及
び
金
融
商
品
取
引
業
者
の
媒
介
又
は
代
理
に
よ
り
、
令
第
三
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
資
本
取
引
を
行
う
者

第
二
章
　
許
可
の
申
請
手
続
等

（
支
払
等
の
許
可
の
申
請
手
続
等
）

第
五
条
　
居
住
者
若
し
く
は
非
居
住
者
が
令
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
財
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
又
は
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
財
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
る
に
際
し
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
十
六
条

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
の
う
ち
二
以
上
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
を
併
せ
て
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
居
住
者
若
し
く
は
非
居
住
者
は
、
別
紙
様
式
第
二
に
よ
る
許
可
申
請
書
三
通
を
、
日
本
銀
行
を
経
由
し
て
財

務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
令
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
大
臣
が
定
め
る
支
払
等
（
支
払
又
は
支
払
の
受
領
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
預
金
契
約
（
法
第
二
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
預
金
契
約
を
い
い
、
法
第
二
十
条
の
二
第
一
号
に
規
定
す

る
電
子
決
済
手
段
等
の
管
理
に
関
す
る
契
約
を
含
む
。
第
十
二
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
金
銭
の
貸
借
契
約
（
法
第
二
十
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
電
子
決
済
手
段
等
の
貸
借
契
約
を
含
む
。
）
又
は
役
務
取
引
（
労
務
又
は
便
益
の
提

供
を
目
的
と
す
る
取
引
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
契
約
に
基
づ
い
て
さ
れ
る
支
払
等
（
当
該
支
払
等
に
係
る
支
払
及
び
そ
の
支
払
の
受
領
の
い
ず
れ
も
が
本
邦
に
お
い
て
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
。

３
　
令
第
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
等
に
つ
い
て
許
可
を
受
け
る
義
務
を
課
さ
れ
た
者
が
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
財
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
義
務
を
課
さ
れ
た
者
は
、
別
紙
様
式
第
二

に
よ
る
許
可
申
請
書
三
通
を
、
日
本
銀
行
を
経
由
し
て
財
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
財
務
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
申
請
に
基
づ
き
許
可
し
た
と
き
は
、
許
可
申
請
書
に
そ
の
旨
を
記
入
し
、
そ
の
う
ち
一
通
を
許
可
証
と
し
て
申
請
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
銀
行
等
、
資
金
移
動
業
者
又
は
電
子
決
済
手
段
等
取
引
業
者
等
の
確
認
事
務
の
実
施
手
続
）

第
六
条
　
銀
行
等
、
資
金
移
動
業
者
（
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
資
金
移
動
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
電
子
決
済
手
段
等
取
引
業
者
等
（
法
第
十
六
条
の
二

に
規
定
す
る
電
子
決
済
手
段
等
取
引
業
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
そ
の
顧
客
の
支
払
等
が
法
第
十
七
条
第
一
号
に
掲
げ
る
支
払
等
若
し
く
は
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
資
本
取
引
に
係
る
支
払
等
又
は
同
条
第
三
号
の
規
定
に
基

づ
く
令
第
七
条
第
二
号
に
定
め
る
役
務
取
引
等
（
法
第
二
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
役
務
取
引
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
支
払
等
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
顧

客
か
ら
こ
の
省
令
に
基
づ
く
当
該
資
本
取
引
若
し
く
は
役
務
取
引
等
又
は
支
払
等
に
係
る
許
可
証
若
し
く
は
変
更
許
可
証
（
原
許
可
証
が
添
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
許
可
証
等
」
と
い

う
。
）
の
提
示
を
求
め
、
当
該
許
可
証
等
に
よ
り
法
第
十
七
条
各
号
に
定
め
る
そ
れ
ぞ
れ
の
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
の
上
、
当
該
顧
客
と
当
該
支
払
等
に
係
る
為
替
取
引
又
は
当
該
顧
客
の
当
該
支
払
等
に
係
る
電
子
決
済
手

段
等
の
移
転
等
（
法
第
十
六
条
の
二
に
規
定
す
る
電
子
決
済
手
段
等
の
移
転
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
銀
行
等
、
資
金
移
動
業
者
又
は
電
子
決
済
手
段
等
取
引
業
者
等
は
、
そ
の
顧
客
の
支
払
等
が
法
第
十
七
条
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
く
令
第
七
条
第
三
号
に
定
め
る
対
内
直
接
投
資
等
に
係
る
支
払
等
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
当
該
顧
客
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
書
類
（
第
一
号
に
あ
つ
て
は
、
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
含
む
。
）
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
届
出
受
理
証
等
」
と
い
う
。
）
の
提
示
を
求
め
、
当
該
届
出
受

理
証
等
に
よ
り
法
第
十
七
条
第
三
号
に
定
め
る
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
の
上
、
当
該
顧
客
と
当
該
支
払
等
に
係
る
為
替
取
引
又
は
当
該
顧
客
の
当
該
支
払
等
に
係
る
電
子
決
済
手
段
等
の
移
転
等
を
行
う
も
の
と
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
号
に
規
定
す
る
期
間
を
短
縮
し
た
旨
公
示
さ
れ
た
場
合
は
、
当
該
顧
客
か
ら
の
同
号
に
掲
げ
る
電
磁
的
記
録
の
提
示
に
代
え
て
、
当
該
銀
行
等
、
資
金
移
動
業
者
又
は
電
子
決
済
手
段
等
取
引
業
者
等
は
当

該
期
間
を
短
縮
し
た
旨
公
示
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
自
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
法
第
二
十
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
対
内
直
接
投
資
等
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
期
間
を
短
縮
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
対
内
直
接
投
資
等
に
関
す
る
命
令
（
昭
和
五
十
五
年
総
理
府
・
大
蔵
省
・
文
部
省
・

厚
生
省
・
農
林
水
産
省
・
通
商
産
業
省
・
運
輸
省
・
郵
政
省
・
労
働
省
・
建
設
省
令
第
一
号
）
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
当
該
期
間
を
短
縮
し
た
旨
が
公
示
さ
れ
た
場
合

2



　
届
出
受
理
証
（
同
令
第
三
条
第
八
項
に
規
定
す
る
届
出
受
理
証
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
当
該
期
間
を
短
縮
し
た
旨
公
示
さ
れ
た
も
の
を
書
面
に
出
力
し
た
も
の
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表

示
し
た
も
の

二
　
法
第
二
十
七
条
第
二
項
本
文
に
規
定
す
る
対
内
直
接
投
資
等
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
期
間
を
経
過
し
た
場
合
（
同
条
第
三
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
期
間
を
延
長
し
た
場
合
を
除
く
。
）
　
届
出
受
理
証

三
　
法
第
二
十
七
条
第
三
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
対
内
直
接
投
資
等
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
期
間
を
延
長
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
応
諾
す
る
旨
の
通
知
又
は
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
る

命
令
が
行
わ
れ
る
こ
と
な
く
当
該
延
長
の
期
間
を
経
過
し
た
場
合
　
届
出
受
理
証
及
び
期
間
の
延
長
通
知
書
（
対
内
直
接
投
資
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
二
百
六
十
一
号
）
第
三
条
第
七
項
に
規
定
す
る
延
長
の

期
間
を
記
載
し
た
文
書
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

四
　
法
第
二
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
対
内
直
接
投
資
等
に
係
る
内
容
の
変
更
の
勧
告
が
行
わ
れ
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
勧
告
を
応
諾
す
る
旨
の
通
知
を
し
た
場
合
（
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
　
届
出
受
理

証
及
び
変
更
勧
告
書
（
対
内
直
接
投
資
等
に
関
す
る
政
令
第
三
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
勧
告
の
内
容
を
記
載
し
た
文
書
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

五
　
法
第
二
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
対
内
直
接
投
資
等
に
係
る
内
容
の
変
更
の
勧
告
が
行
わ
れ
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
勧
告
を
応
諾
す
る
旨
の
通
知
を
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
同
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
当

該
勧
告
の
全
部
又
は
一
部
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
　
届
出
受
理
証
、
変
更
勧
告
書
及
び
取
消
通
知
書
（
対
内
直
接
投
資
等
に
関
す
る
命
令
第
九
条
に
規
定
す
る
通
知
書
を
い
う
。
第
八
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

六
　
法
第
二
十
七
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
対
内
直
接
投
資
等
に
係
る
内
容
の
変
更
が
命
じ
ら
れ
た
場
合
（
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
　
届
出
受
理
証
、
期
間
の
延
長
通
知
書
及
び
変
更
命
令
書
（
対
内
直
接
投
資
等
に
関
す
る

政
令
第
三
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
命
令
の
内
容
を
記
載
し
た
文
書
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

七
　
法
第
二
十
七
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
対
内
直
接
投
資
等
に
係
る
内
容
の
変
更
が
命
じ
ら
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
同
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
命
令
の
全
部
又
は
一
部
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
　
届
出
受
理
証
、
期
間
の

延
長
通
知
書
、
変
更
命
令
書
及
び
取
消
通
知
書

３
　
銀
行
等
、
資
金
移
動
業
者
又
は
電
子
決
済
手
段
等
取
引
業
者
等
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
等
に
係
る
為
替
取
引
又
は
電
子
決
済
手
段
等
の
移
転
等
を
行
つ
た
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
顧
客
か
ら
提
示
を
受
け
た
許
可

証
又
は
届
出
受
理
証
の
「
銀
行
等
、
資
金
移
動
業
者
又
は
電
子
決
済
手
段
等
取
引
業
者
等
の
記
入
欄
」
に
当
該
支
払
等
に
係
る
為
替
取
引
又
は
電
子
決
済
手
段
等
の
移
転
等
を
行
つ
た
年
月
日
、
金
額
及
び
確
認
を
行
つ
た
者
を
記
入

の
上
、
許
可
証
等
又
は
届
出
受
理
証
等
を
当
該
顧
客
に
返
還
す
る
も
の
と
す
る
。

（
確
認
の
た
め
の
是
正
措
置
の
手
続
）

第
七
条
　
財
務
大
臣
は
、
法
第
十
七
条
の
二
第
二
項
（
法
第
十
七
条
の
三
、
第
十
七
条
の
四
第
一
項
及
び
第
五
十
五
条
の
九
の
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
法
第
十
七
条
（
法
第
十
七
条
の
三
及
び
第

十
七
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
そ
の
顧
客
の
支
払
等
に
係
る
為
替
取
引
又
は
電
子
決
済
手
段
等
の
移
転
等
を
行
つ
た
銀
行
等
、
資
金
移
動
業
者
又
は
電
子
決
済
手
段
等
取
引
業
者
等
に

対
し
、
外
国
為
替
取
引
又
は
電
子
決
済
手
段
等
の
移
転
等
に
係
る
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
、
又
は
当
該
銀
行
等
、
資
金
移
動
業
者
若
し
く
は
電
子
決
済
手
段
等
取
引
業
者
等
の
当
該
業
務
の
内
容
を
制
限
す
る
場

合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
銀
行
等
、
資
金
移
動
業
者
又
は
電
子
決
済
手
段
等
取
引
業
者
等
に
対
す
る
通
知
に
よ
り
、
そ
の
停
止
を
命
じ
る
業
務
又
は
制
限
す
る
業
務
の
内
容
を
指
定
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
財
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
為
替
取
引
又
は
電
子
決
済
手
段
等
の
移
転
等
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
そ
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
停
止
し
、
又
は
そ
の
業
務
の
内
容
を
制
限
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
停
止
を
し
、
又

は
制
限
す
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
停
止
を
し
、
又
は
制
限
し
た
銀
行
等
、
資
金
移
動
業
者
又
は
電
子
決
済
手
段
等
取
引
業
者
等
に
対
す
る
通
知
に
よ
り
、
速
や
か
に
そ
の
停
止
又
は
制
限
を
解
除
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
本
人
確
認
方
法
）

第
八
条
　
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
顧
客
（
法
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
顧
客
と
み
な
さ
れ
る
自
然
人
を
含
み
、
資
本
取
引
に
係
る
契
約
締
結
等
行
為
（
法
第
二
十

二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
資
本
取
引
に
係
る
契
約
締
結
等
行
為
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
、
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
顧
客
等
と
す
る
。
第
十
一
条
、
第
十
二
条
の
三
及
び
第
十
二
条
の
七
を
除
き
、

以
下
同
じ
。
）
又
は
代
表
者
等
（
法
第
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
代
表
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
と
す
る
。

一
　
自
然
人
で
あ
る
顧
客
又
は
代
表
者
等
（
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
　
次
に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か

イ
　
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
か
ら
本
人
確
認
書
類
（
別
表
に
規
定
す
る
書
類
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
同
表
第
一
号
又
は
第
四
号
に
定
め
る
も
の
（
同
表
第
一
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
「
写
真

付
き
本
人
確
認
書
類
」
と
い
う
。
）
の
提
示
（
当
該
顧
客
の
同
表
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
書
類
（
一
を
限
り
発
行
又
は
発
給
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
ロ
及
び
ハ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
代
表
者
等
か
ら
の
提
示
を
除
く
。
）
を
受
け
る

方
法

ロ
　
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
か
ら
本
人
確
認
書
類
（
別
表
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
提
示
（
同
号
ロ
に
掲
げ
る
書
類
の
提
示
に
あ
つ
て
は
、
当
該
顧
客
の
当
該
書
類
の
代
表
者
等
か
ら
の
提
示
に
限
る
。
）
を
受
け

る
と
と
も
に
、
当
該
本
人
確
認
書
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
住
所
又
は
居
所
に
宛
て
て
、
預
金
通
帳
そ
の
他
の
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
と
の
取
引
又
は
行
為
に
係
る
文
書
（
以
下
「
取
引
又
は
行
為

に
係
る
文
書
」
と
い
う
。
）
を
書
留
郵
便
若
し
く
は
そ
の
取
扱
い
に
お
い
て
引
受
け
及
び
配
達
の
記
録
を
す
る
郵
便
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
書
留
郵
便
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
そ
の
取
扱
い

に
お
い
て
転
送
を
し
な
い
郵
便
物
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
転
送
不
要
郵
便
物
等
」
と
い
う
。
）
と
し
て
送
付
す
る
方
法

ハ
　
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
か
ら
本
人
確
認
書
類
の
う
ち
別
表
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
も
の
の
い
ず
れ
か
二
の
書
類
の
提
示
を
受
け
る
方
法
又
は
同
号
ハ
に
掲
げ
る
書
類
及
び
同
号
ロ
、
ニ
若
し
く
は
ホ
に
掲
げ
る
書
類
若
し
く
は

当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
現
在
の
住
所
又
は
居
所
の
記
載
が
あ
る
補
完
書
類
（
次
項
に
規
定
す
る
補
完
書
類
を
い
う
。
ニ
及
び
リ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
提
示
（
同
号
ロ
に
掲
げ
る
書
類
の
提
示
に
あ
つ
て
は
、
当
該
書
類
の
代

表
者
等
か
ら
の
提
示
に
限
る
。
）
を
受
け
る
方
法

ニ
　
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
か
ら
本
人
確
認
書
類
の
う
ち
別
表
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
も
の
の
提
示
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
本
人
確
認
書
類
以
外
の
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
現
在
の
住
所
又
は
居
所

の
記
載
が
あ
る
補
完
書
類
又
は
そ
の
写
し
の
送
付
を
受
け
る
方
法

ホ
　
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
か
ら
、
銀
行
等
（
資
本
取
引
に
係
る
契
約
締
結
等
行
為
に
あ
つ
て
は
、
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
等
（
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
等
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
と
す
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
提
供
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
て
、
本
人
確
認
用
画
像
情
報
（
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
に
当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
て
撮
影
を
さ
せ
た
当
該
顧
客
又
は
代
表

者
等
の
容
貌
及
び
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類
の
画
像
情
報
で
あ
つ
て
、
当
該
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類
に
係
る
画
像
情
報
が
、
当
該
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日
、
当

該
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
写
真
並
び
に
当
該
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類
の
厚
み
そ
の
他
の
特
徴
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
い
う
。
）
の
送
信
を
受
け
る
方
法

ヘ
　
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
か
ら
、
銀
行
等
が
提
供
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
て
、
本
人
確
認
用
画
像
情
報
（
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
に
当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
て
撮
影
を
さ
せ
た
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の

容
貌
の
画
像
情
報
を
い
う
。
）
の
送
信
を
受
け
る
と
と
も
に
、
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類
（
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
、
生
年
月
日
及
び
写
真
の
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
半
導
体
集
積
回
路
（
半
導
体
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集
積
回
路
の
回
路
配
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
半
導
体
集
積
回
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
組
み
込
ま
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
組
み
込
ま
れ
た
半
導
体
集
積
回
路
に

記
録
さ
れ
た
当
該
情
報
の
送
信
を
受
け
る
方
法

ト
　
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
か
ら
、
銀
行
等
が
提
供
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
て
、
本
人
確
認
用
画
像
情
報
（
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
に
当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
て
撮
影
を
さ
せ
た
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の

本
人
確
認
書
類
の
う
ち
別
表
第
一
号
又
は
第
四
号
に
定
め
る
も
の
（
同
表
第
一
号
ニ
及
び
ホ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
き
、
一
を
限
り
発
行
又
は
発
給
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
以
下
ト
に
お
い
て
単
に
「
本
人
確
認
書
類
」
と
い
う
。
）

の
画
像
情
報
で
あ
つ
て
、
当
該
本
人
確
認
書
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日
並
び
に
当
該
本
人
確
認
書
類
の
厚
み
そ
の
他
の
特
徴
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
い
う
。
）
の
送
信
を
受
け
、

又
は
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
に
当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
て
読
み
取
り
を
さ
せ
た
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
本
人
確
認
書
類
（
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日
の
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
半
導
体
集
積
回
路

が
組
み
込
ま
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
組
み
込
ま
れ
た
半
導
体
集
積
回
路
に
記
録
さ
れ
た
当
該
情
報
の
送
信
を
受
け
る
と
と
も
に
、
次
に
掲
げ
る
行
為
の
い
ず
れ
か
を
行
う
方
法
（
取
引
の
相
手
方
が
次
の
（
１
）
又
は
（
２
）
に

規
定
す
る
本
人
確
認
（
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
本
人
確
認
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
顧
客
又
は
代
表
者
等
に
な
り
す
ま
し
て
い
る
疑
い
が
あ
る
取
引
又
は
当
該
本
人
確
認
が
行

わ
れ
た
際
に
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日
を
偽
つ
て
い
た
疑
い
が
あ
る
顧
客
又
は
代
表
者
等
と
の
間
に
お
け
る
取
引
を
行
う
場
合
を
除
く
。
）

（１）
　
他
の
特
定
事
業
者
（
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
者
を
い
う
。
）
が
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
預
金
契
約
の

締
結
又
は
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
二
十
号
）
第
七
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
契
約
の
締
結
を
行
う
際
に
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
本
人
確
認

を
行
い
、
当
該
本
人
確
認
に
係
る
本
人
確
認
記
録
（
法
第
十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
本
人
確
認
記
録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
保
存
し
、
か
つ
、
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
か
ら
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
し
か
知
り

得
な
い
事
項
そ
の
他
の
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
が
当
該
本
人
確
認
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
顧
客
又
は
代
表
者
等
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
示
す
事
項
の
申
告
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
が
当
該
本
人

確
認
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
顧
客
又
は
代
表
者
等
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

（２）
　
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
預
金
口
座
（
当
該
預
金
口
座
に
係
る
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
預
金
契
約
の
締
結
の
際
に
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
本
人
確
認
を
行
い
、
か
つ
、
当
該
本
人
確
認
に
係
る

本
人
確
認
記
録
を
保
存
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
に
金
銭
の
振
込
み
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
か
ら
当
該
振
込
み
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
が
記
載
さ
れ
た
預
貯
金
通
帳
の
写
し
又
は
こ
れ
に
準

ず
る
も
の
の
送
付
を
受
け
る
こ
と
。

チ
　
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
か
ら
本
人
確
認
書
類
の
う
ち
別
表
第
一
号
若
し
く
は
第
四
号
に
定
め
る
も
の
（
以
下
チ
並
び
に
リ
及
び
ヌ
に
お
い
て
単
に
「
本
人
確
認
書
類
」
と
い
う
。
）
の
送
付
を
受
け
、
又
は
本
人
確
認
書
類

（
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日
の
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
半
導
体
集
積
回
路
が
組
み
込
ま
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
組
み
込
ま
れ
た
半
導
体
集
積
回
路
に
記
録
さ
れ
た
当
該
情
報
若
し
く
は
本
人
確
認
用
画
像
情
報
（
当

該
顧
客
又
は
代
表
者
等
に
銀
行
等
が
提
供
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
て
撮
影
を
さ
せ
た
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
本
人
確
認
書
類
（
別
表
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
一
を
限
り
発
行
又
は
発
給
さ
れ

た
も
の
に
限
る
。
）
の
画
像
情
報
で
あ
つ
て
、
当
該
本
人
確
認
書
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日
並
び
に
当
該
本
人
確
認
書
類
の
厚
み
そ
の
他
の
特
徴
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
い
う
。
）

の
送
信
（
当
該
本
人
確
認
用
画
像
情
報
に
あ
つ
て
は
、
当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
た
送
信
に
限
る
。
）
を
受
け
る
と
と
も
に
、
当
該
本
人
確
認
書
類
に
記
載
さ
れ
、
又
は
当
該
情
報
に
記
録
さ
れ
て
い
る
当
該
顧
客
又
は
代
表

者
等
の
住
所
又
は
居
所
に
宛
て
て
、
取
引
又
は
行
為
に
係
る
文
書
を
書
留
郵
便
等
に
よ
り
、
転
送
不
要
郵
便
物
等
と
し
て
送
付
す
る
方
法

リ
　
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
か
ら
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
現
在
の
住
所
若
し
く
は
居
所
の
記
載
が
あ
る
本
人
確
認
書
類
の
い
ず
れ
か
二
の
書
類
の
写
し
の
送
付
を
受
け
、
又
は
本
人
確
認
書
類
の
写
し
及
び
当
該
顧
客
又
は

代
表
者
等
の
現
在
の
住
所
若
し
く
は
居
所
の
記
載
が
あ
る
補
完
書
類
（
次
項
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
に
あ
つ
て
は
、
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
と
同
居
す
る
者
の
も
の
を
含
み
、
当
該
本
人
確
認
書
類
に
当
該
顧
客
又
は
代
表
者

等
の
現
在
の
住
所
又
は
居
所
の
記
載
が
な
い
と
き
は
、
当
該
補
完
書
類
及
び
他
の
補
完
書
類
（
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
。
）
若
し
く
は
そ
の
写
し
の
送
付
を
受
け
る
と
と
も
に
、
当
該
本
人
確
認
書

類
の
写
し
又
は
当
該
補
完
書
類
若
し
く
は
そ
の
写
し
に
記
載
さ
れ
て
い
る
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
住
所
又
は
居
所
（
当
該
本
人
確
認
書
類
の
写
し
に
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
現
在
の
住
所
又
は
居
所
の
記
載
が
な
い
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
補
完
書
類
又
は
そ
の
写
し
に
記
載
さ
れ
て
い
る
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
住
所
又
は
居
所
）
に
宛
て
て
、
取
引
又
は
行
為
に
係
る
文
書
を
書
留
郵
便
等
に
よ
り
、
転
送
不
要
郵
便
物
等
と
し
て
送
付
す

る
方
法

ヌ
　
次
の
（
１
）
又
は
（
２
）
に
掲
げ
る
取
引
を
行
う
際
に
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
か
ら
当
該
顧
客
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し
の
送
付
を
受
け
る
と
と
も
に
、
当
該
本
人
確
認
書
類
の
写
し
に
記
載
さ
れ
て
い
る
当
該
顧
客
の
住

所
又
は
居
所
に
宛
て
て
、
取
引
又
は
行
為
に
係
る
文
書
を
書
留
郵
便
等
に
よ
り
、
転
送
不
要
郵
便
物
等
と
し
て
送
付
す
る
方
法

（１）
　
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
取
引
の
う
ち
、
法
人
（
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
年
内
閣
府
・
総
務
省
・
法
務
省
・
財
務
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経

済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）
第
六
条
第
一
項
第
一
号
ヌ
（
１
）
の
法
人
を
い
う
。
）
の
被
用
者
と
の
間
で
行
う
も
の
（
当
該
法
人
の
主
た
る
事
務
所
、
支
店
（
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
九
百
三

十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
支
店
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
若
し
く
は
日
本
に
営
業
所
を
設
け
て
い
な
い
外
国
会
社
（
同
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
外
国
会
社
を
い
う
。
）
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
住
所
若

し
く
は
居
所
（
以
下
「
主
た
る
事
務
所
等
」
と
い
う
。
）
又
は
営
業
所
に
電
話
を
か
け
る
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
給
与
そ
の
他
の
当
該
法
人
が
当
該
被
用
者
に
支
払
う
金
銭
の
振
込
み
を
受
け
る
預
金
口
座
に

係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）

（２）
　
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
六
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
取
引
（
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
等
が
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十

七
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
顧
客
か
ら
同
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
の
提
供
を
受
け
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

ル
　
そ
の
取
扱
い
に
お
い
て
名
宛
人
本
人
若
し
く
は
差
出
人
の
指
定
し
た
名
宛
人
に
代
わ
つ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
限
り
交
付
す
る
郵
便
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
（
銀
行
等
に
代
わ
つ
て
住
所
又
は
居
所
を
確
認
し
、

写
真
付
き
本
人
確
認
書
類
の
提
示
を
受
け
、
並
び
に
第
八
条
の
四
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
十
五
号
に
掲
げ
る
事
項
を
当
該
銀
行
等
に
伝
達
す
る
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
り
、
当
該
顧
客
又
は
代
表

者
等
に
対
し
て
、
取
引
又
は
行
為
に
係
る
文
書
を
送
付
す
る
方
法

ヲ
　
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
か
ら
、
電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
電
子
署
名
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
を
受
け
た
者
が
発
行

し
、
か
つ
、
そ
の
認
定
に
係
る
業
務
の
用
に
供
す
る
電
子
証
明
書
（
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日
の
記
録
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
当
該
電
子
証
明
書
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
電
子
署
名

法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
署
名
が
行
わ
れ
た
取
引
又
は
行
為
に
関
す
る
情
報
の
送
信
を
受
け
る
方
法

4



ワ
　
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
か
ら
、
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
三
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
公
的
個
人
認
証
法
」
と
い
う
。
）
第

三
条
第
六
項
又
は
第
十
六
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
が
発
行
し
た
署
名
用
電
子
証
明
書
及
び
当
該
署
名
用
電
子
証
明
書
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
公
的
個
人
認
証
法
第
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
電
子
署
名
が
行
わ
れ
た
取
引
又
は
行
為
に
関
す
る
情
報
の
送
信
を
受
け
る
方
法
（
銀
行
等
が
公
的
個
人
認
証
法
第
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
署
名
検
証
者
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

カ
　
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
か
ら
、
公
的
個
人
認
証
法
第
十
七
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
内
閣
総
理
大
臣
及
び
総
務
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
署
名
検
証
者
で
あ
る
者
が
発
行
し
、
か

つ
、
当
該
認
定
を
受
け
た
者
が
行
う
特
定
認
証
業
務
（
電
子
署
名
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
認
証
業
務
を
い
う
。
）
の
用
に
供
す
る
電
子
証
明
書
（
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日

の
記
録
の
あ
る
も
の
に
限
り
、
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
に
係
る
利
用
者
（
電
子
署
名
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
利
用
者
を
い
う
。
）
の
真
偽
の
確
認
が
、
電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
三

年
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
二
号
）
第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
て
発
行
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
当
該
電
子
証
明
書
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
電
子
署
名
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電

子
署
名
が
行
わ
れ
た
取
引
又
は
行
為
に
関
す
る
情
報
の
送
信
を
受
け
る
方
法

ヨ
　
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
行
為
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
二
十
条
の
二
第
一
号
に
規
定
す
る
電
子
決
済
手
段
等
の
管
理
に
関
す
る
契
約
の
締
結
に
限
る
。
タ
に
お
い
て
同

じ
。
）
及
び
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
一
号
の
二
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
の
う
ち
、
特
定
の
預
金
口
座
に
お
け
る
口
座
振
替
の
方
法
に
よ
り
決
済
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
預
金
口
座
が
開
設
さ
れ
て
い
る
銀

行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
等
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
取
扱
い
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
等
」
と
い
う
。
）
が
当
該
預
金
口
座
に
係
る
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
契
約
を
締
結
す
る
際
に
当
該
顧
客
又
は

代
表
者
等
の
本
人
確
認
を
行
い
、
か
つ
、
当
該
本
人
確
認
に
つ
い
て
本
人
確
認
記
録
を
保
存
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
方
法
（
こ
の
方
法
を
用
い
よ
う
と
す
る
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
等
と
取
扱
い
銀
行
等
そ
の
他
の
金

融
機
関
等
が
、
あ
ら
か
じ
め
、
こ
の
方
法
を
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
を
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

タ
　
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
行
為
及
び
同
項
第
一
号
の
二
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
の
う
ち
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
に
規
定
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
等
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
決
済
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
を
交
付
し
、
又
は
付
与
し
た
者
が
当
該
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
に
係
る
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令

第
七
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
取
引
を
行
う
際
に
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
本
人
確
認
（
ヨ
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
行
い
、
か
つ
、
当
該
本
人
確
認
に
つ
い
て
本
人
確
認
記
録
を
保
存
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
方
法
（
こ
の
方
法
を
用
い
よ
う
と
す
る
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
等
と
当
該
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
を
交
付
し
、
又
は
付
与
し
た
者
が
、
あ
ら
か
じ
め
、
こ
の
方
法
を
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
を
し
て
い
る

場
合
に
限
る
。
）

二
　
法
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
外
国
人
で
あ
る
顧
客
（
第
八
条
の
二
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
に
係
る
者
に
限
る
。
）
　
当
該
顧
客
か
ら
別
表
第
二
号
に
定
め
る
書
類
（
第
八
条
の
二
の
二
第
一
号
に
定
め

る
事
項
の
記
載
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
提
示
を
受
け
る
方
法

三
　
法
人
で
あ
る
顧
客
　
次
に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か

イ
　
当
該
法
人
の
代
表
者
等
か
ら
本
人
確
認
書
類
の
う
ち
別
表
第
三
号
又
は
第
四
号
に
定
め
る
も
の
の
提
示
を
受
け
る
方
法

ロ
　
当
該
法
人
の
代
表
者
等
か
ら
当
該
顧
客
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
申
告
を
受
け
、
か
つ
、
電
気
通
信
回
線
に
よ
る
登
記
情
報
の
提
供
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
三
条
第
二
項

に
規
定
す
る
指
定
法
人
か
ら
登
記
情
報
（
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
記
情
報
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
送
信
を
受
け
る
方
法
（
当
該
法
人
の
代
表
者
等
（
当
該
顧
客
を
代
表
す
る
権
限
を
有
す
る
役
員
と
し
て
登
記
さ

れ
て
い
な
い
法
人
の
代
表
者
等
に
限
る
。
）
と
対
面
し
な
い
で
当
該
申
告
を
受
け
る
と
き
は
、
当
該
方
法
に
加
え
、
当
該
顧
客
の
主
た
る
事
務
所
等
に
宛
て
て
、
取
引
又
は
行
為
に
係
る
文
書
を
書
留
郵
便
等
に
よ
り
、
転
送
不
要

郵
便
物
等
と
し
て
送
付
す
る
方
法
）

ハ
　
当
該
法
人
の
代
表
者
等
か
ら
当
該
顧
客
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
申
告
を
受
け
る
と
と
も
に
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
三
十
九
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
て
い
る
当
該
顧
客
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
（
以
下
「
公
表
事
項
」
と
い
う
。
）
を
確
認
す
る
方
法
（
当
該
法
人
の
代
表
者
等
と
対
面
し
な
い
で
当
該
申
告
を
受
け
る
と
き
は
、
当
該
方
法
に

加
え
、
当
該
顧
客
の
主
た
る
事
務
所
等
に
宛
て
て
、
取
引
又
は
行
為
に
係
る
文
書
を
書
留
郵
便
等
に
よ
り
、
転
送
不
要
郵
便
物
等
と
し
て
送
付
す
る
方
法
）

ニ
　
当
該
法
人
の
代
表
者
等
か
ら
本
人
確
認
書
類
の
う
ち
別
表
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
定
め
る
も
の
又
は
そ
の
写
し
の
送
付
を
受
け
る
と
と
も
に
、
当
該
本
人
確
認
書
類
又
は
そ
の
写
し
に
記
載
さ
れ
て
い
る
顧
客
の
主
た
る

事
務
所
等
に
宛
て
て
、
取
引
又
は
行
為
に
係
る
文
書
を
書
留
郵
便
等
に
よ
り
、
転
送
不
要
郵
便
物
等
と
し
て
送
付
す
る
方
法

ホ
　
当
該
法
人
の
代
表
者
等
か
ら
、
商
業
登
記
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
登
記
官
が
作
成
し
た
電
子
証
明
書
並
び
に
当
該
電
子
証
明
書
に
よ
り
確
認
さ
れ

る
電
子
署
名
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
署
名
が
行
わ
れ
た
取
引
又
は
行
為
に
関
す
る
情
報
の
送
信
を
受
け
る
方
法

ヘ
　
第
一
号
ヨ
又
は
タ
に
掲
げ
る
方
法

２
　
銀
行
等
は
、
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
チ
ま
で
若
し
く
は
ヌ
又
は
第
三
号
イ
若
し
く
は
ニ
に
掲
げ
る
方
法
（
同
項
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
方
法
に
あ
つ
て
は
、
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
現
在
の
住
所
又
は
居
所
が
記
載
さ
れ
た
次
の

各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
い
ず
れ
か
（
本
人
確
認
書
類
を
除
き
、
有
効
期
間
又
は
有
効
期
限
の
あ
る
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
書
類
に
あ
つ
て
は
特
定
事
業
者
が
提
示
又
は
送
付
を
受
け
る
日
に
お
い
て
有
効
な
も
の
に
、
そ
の
他

の
書
類
に
あ
つ
て
は
領
収
日
付
の
押
印
又
は
発
行
年
月
日
の
記
載
が
あ
る
も
の
で
、
そ
の
日
が
銀
行
等
が
提
示
又
は
送
付
を
受
け
る
日
前
六
月
以
内
の
も
の
に
限
る
。
以
下
「
補
完
書
類
」
と
い
う
。
）
の
提
示
を
受
け
る
場
合
を
、
同

号
ニ
に
掲
げ
る
方
法
に
あ
つ
て
は
、
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
現
在
の
住
所
又
は
居
所
が
記
載
さ
れ
た
補
完
書
類
又
は
そ
の
写
し
の
送
付
を
受
け
る
場
合
を
除
く
。
）
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
本
人
確
認
書

類
若
し
く
は
そ
の
写
し
に
当
該
顧
客
若
し
く
は
代
表
者
等
の
現
在
の
住
所
若
し
く
は
居
所
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
記
載
が
な
い
と
き
又
は
当
該
本
人
確
認
書
類
に
組
み
込
ま
れ
た
半
導
体
集
積
回
路
に
当
該
顧
客
若
し

く
は
代
表
者
等
の
現
在
の
住
所
若
し
く
は
居
所
の
情
報
の
記
録
が
な
い
と
き
は
、
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
か
ら
、
当
該
記
載
が
あ
る
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
補
完
書
類
の
提
示
を
受
け
、
又
は
当
該

本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
そ
の
写
し
若
し
く
は
当
該
補
完
書
類
若
し
く
は
そ
の
写
し
の
送
付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
現
在
の
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
一
号
ロ
、
チ
若
し
く
は
ヌ
又
は
第
三
号
ニ
に
規
定
す
る
取
引
又
は
行
為
に
係
る
文
書
は
、
当
該
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
当
該
補
完
書
類
又
は
そ
の
写
し

に
記
載
さ
れ
て
い
る
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
主
た
る
事
務
所
等
に
宛
て
て
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
国
税
又
は
地
方
税
の
領
収
証
書
又
は
納
税
証
明
書

二
　
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
七
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
社
会
保
険
料
の
領
収
証
書

三
　
公
共
料
金
（
日
本
国
内
に
お
い
て
供
給
さ
れ
る
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
水
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
に
係
る
料
金
を
い
う
。
）
の
領
収
証
書

5



四
　
顧
客
又
は
代
表
者
等
が
自
然
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
官
公
庁
か
ら
発
行
さ
れ
、
又
は
発
給
さ
れ
た
書
類
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
、
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
氏
名
及
び
住
所

又
は
居
所
の
記
載
の
あ
る
も
の
（
財
務
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）

五
　
日
本
国
政
府
の
承
認
し
た
外
国
政
府
又
は
権
限
あ
る
国
際
機
関
の
発
行
し
た
書
類
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
、
本
人
確
認
書
類
の
う
ち
別
表
第
一
号
及
び
第
三
号
に
定
め
る
も
の
に
準
ず
る
も
の
（
当
該
顧
客
又
は
代
表
者

等
が
自
然
人
の
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
の
記
載
の
あ
る
も
の
に
、
法
人
の
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
記
載
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

３
　
銀
行
等
は
、
第
一
項
第
三
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
方
法
（
同
号
ロ
及
び
ハ
に
あ
つ
て
は
、
括
弧
書
に
規
定
す
る
方
法
に
限
る
。
）
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
顧
客
の
主
た
る
事
務
所
等
に
代
え
て
、
当
該
顧

客
の
代
表
者
等
か
ら
、
当
該
顧
客
の
営
業
所
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
所
の
記
載
が
あ
る
当
該
顧
客
の
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
補
完
書
類
の
提
示
を
受
け
、
又
は
当
該
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
そ
の
写
し
若
し
く
は
当
該
補
完
書

類
若
し
く
は
そ
の
写
し
の
送
付
を
受
け
る
と
と
も
に
、
当
該
場
所
に
宛
て
て
取
引
又
は
行
為
に
係
る
文
書
を
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
銀
行
等
は
、
令
第
七
条
の
三
に
掲
げ
る
も
の
（
同
条
第
三
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
も
の
並
び
に
第
八
条
の
七
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
き
、
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
人
格
の
な
い
社
団
又
は
財
団
等
を
除

く
国
等
」
と
い
う
。
）
の
た
め
に
当
該
銀
行
等
と
の
間
で
現
に
特
定
為
替
取
引
（
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
為
替
取
引
を
い
い
、
法
第
十
八
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
電

子
決
済
手
段
等
移
転
等
取
引
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
資
本
取
引
に
係
る
契
約
締
結
等
行
為
の
任
に
当
た
つ
て
い
る
自
然
人
に
つ
い
て
、
第
一
項
第
一
号
ロ
、
チ
、
リ
又
は
ル
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
う
場
合
に
お

い
て
は
、
当
該
自
然
人
の
住
所
又
は
居
所
に
代
え
て
、
当
該
自
然
人
か
ら
、
当
該
人
格
の
な
い
社
団
又
は
財
団
等
を
除
く
国
等
の
主
た
る
事
務
所
等
若
し
く
は
営
業
所
若
し
く
は
当
該
自
然
人
が
所
属
す
る
官
公
署
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
場
所
の
記
載
が
あ
る
当
該
人
格
の
な
い
社
団
又
は
財
団
等
を
除
く
国
等
若
し
く
は
当
該
自
然
人
の
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
補
完
書
類
の
提
示
を
受
け
、
又
は
当
該
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
そ
の
写
し
若
し
く
は
当
該
補
完
書

類
若
し
く
は
そ
の
写
し
の
送
付
を
受
け
る
と
と
も
に
、
当
該
場
所
に
宛
て
て
取
引
又
は
行
為
に
係
る
文
書
を
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
銀
行
等
は
、
第
一
項
第
一
号
ロ
若
し
く
は
チ
か
ら
ヌ
ま
で
若
し
く
は
第
三
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
方
法
（
同
項
第
一
号
ヌ
に
掲
げ
る
方
法
に
あ
つ
て
は
、
顧
客
に
行
う
も
の
に
限
り
、
同
項
第
三
号
ロ
及
び
ハ
に
あ
つ
て
は
、

括
弧
書
に
規
定
す
る
方
法
に
限
る
。
）
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
取
引
又
は
行
為
に
係
る
文
書
を
書
留
郵
便
等
に
よ
り
転
送
不
要
郵
便
物
等
と
し
て
送
付
す
る
方
法
に
代
え
て
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
当
該
銀
行
等
の
役
職
員
が
、
当
該
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
そ
の
写
し
に
記
載
さ
れ
、
当
該
登
記
情
報
に
記
録
さ
れ
、
又
は
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
三
十
九
条

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
て
い
る
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
主
た
る
事
務
所
等
に
赴
い
て
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
に
取
引
又
は
行
為
に
関
す
る
文
書
を
交
付
す
る
方
法
（
次
号
に
規
定
す
る
場
合

を
除
く
。
）
（
代
表
者
等
に
行
う
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
本
人
確
認
書
類
又
は
そ
の
写
し
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
又
は
居
所
に
赴
い
て
当
該
代
表
者
等
に
取
引
又
は
行
為
に
関
す
る
文
書
を
交
付
す
る
方
法
に
限
る
。
）

二
　
当
該
銀
行
等
の
役
職
員
が
、
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
補
完
書
類
又
は
そ
の
写
し
に
記
載
さ
れ
て
い
る
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
主
た
る
事
務
所
等
に
赴
い
て
当
該
顧

客
又
は
代
表
者
等
に
取
引
又
は
行
為
に
関
す
る
文
書
を
交
付
す
る
方
法
（
当
該
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
補
完
書
類
又
は
そ
の
写
し
を
用
い
て
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
現
在
の
住
所
若
し
く
は
居
所
又

は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
確
認
し
た
場
合
に
限
る
。
）

三
　
当
該
銀
行
等
の
役
職
員
が
、
当
該
顧
客
の
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
補
完
書
類
又
は
そ
の
写
し
に
記
載
さ
れ
て
い
る
当
該
顧
客
の
営
業
所
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
所
に
赴
い
て
当
該
顧
客
の
代
表
者
等
に
取
引
又
は
行
為
に
関

す
る
文
書
を
交
付
す
る
方
法
（
当
該
顧
客
の
代
表
者
等
か
ら
、
当
該
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
補
完
書
類
の
提
示
を
受
け
、
又
は
当
該
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
そ
の
写
し
若
し
く
は
当
該
補
完
書
類
若
し
く
は
そ
の
写
し
の
送
付

を
受
け
る
場
合
に
限
る
。
）

６
　
銀
行
等
は
、
本
人
確
認
に
相
当
す
る
確
認
（
当
該
確
認
に
つ
い
て
本
人
確
認
記
録
に
相
当
す
る
記
録
の
作
成
及
び
保
存
を
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
つ
て
い
る
顧
客
又
は
代
表
者
等
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条

の
四
に
定
め
る
方
法
に
相
当
す
る
方
法
に
よ
り
既
に
当
該
確
認
を
行
つ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
当
該
記
録
を
本
人
確
認
記
録
と
し
て
保
存
す
る
方
法
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

７
　
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
銀
行
等
は
、
法
人
で
あ
る
顧
客
と
の
取
引
を
行
う
に
際
し
て
は
、
当
該
法
人
の
代
表
者
等
か
ら
当
該
代
表
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し
（
当
該
本
人
確
認
書
類
の
写
し
に
当
該
代

表
者
等
の
現
在
の
住
所
又
は
居
所
の
記
載
が
な
い
と
き
は
、
当
該
本
人
確
認
書
類
の
写
し
及
び
当
該
記
載
が
あ
る
補
完
書
類
又
は
そ
の
写
し
）
の
送
付
を
受
け
る
と
と
も
に
、
当
該
本
人
確
認
書
類
の
写
し
又
は
当
該
補
完
書
類
若
し

く
は
そ
の
写
し
に
記
載
さ
れ
て
い
る
当
該
代
表
者
等
の
現
在
の
住
所
又
は
居
所
に
宛
て
て
、
取
引
又
は
行
為
に
係
る
文
書
を
書
留
郵
便
等
に
よ
り
、
転
送
不
要
郵
便
物
等
と
し
て
送
付
す
る
方
法
に
よ
り
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
口
座
振
替
の
方
法
等
に
よ
り
行
わ
れ
る
特
定
為
替
取
引
）

第
八
条
の
二
　
銀
行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
が
行
う
特
定
為
替
取
引
が
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
銀
行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
は
、
当
該
特
定
為
替
取
引
に
つ
い
て
、
本
人
確
認
を
行
う
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
銀
行
等
が
行
う
特
定
為
替
取
引
が
、
顧
客
の
次
に
掲
げ
る
預
金
口
座
に
お
け
る
振
替
に
よ
り
な
さ
れ
る
場
合
（
当
該
銀
行
等
が
第
十
二
条
の
四
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
当
該
顧
客
に
つ
い
て
既
に
本
人
確
認
を
行
つ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
た
も
の
に
限
る
。
）

イ
　
当
該
預
金
口
座
の
開
設
に
つ
い
て
、
本
人
確
認
等
（
本
人
確
認
及
び
本
人
確
認
に
相
当
す
る
確
認
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
つ
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
本
人
確
認
等
に
つ
い
て
本
人
確
認
記
録
等
（
本
人
確
認
記
録
及
び
本

人
確
認
記
録
に
相
当
す
る
記
録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
保
存
し
て
い
る
も
の

ロ
　
当
該
顧
客
の
預
金
口
座
の
開
設
が
、
令
第
十
一
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
本
人
確
認
済
み
の
顧
客
等
と
の
間
の
行
為
又
は
本
人
確
認
に
相
当
す
る
確
認
に
よ
り
当
該
本
人
確
認
済
み
の
顧
客
等
と
の
間
の
行
為
に
相
当
す
る

こ
と
と
な
る
行
為
で
あ
つ
た
場
合
の
当
該
預
金
口
座

ハ
　
当
該
預
金
口
座
の
開
設
が
第
十
二
条
の
三
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
つ
た
場
合
の
当
該
口
座

二
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
銀
行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
が
行
う
特
定
為
替
取
引
が
、
令
第
十
一
条
の
五
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
又
は
本
人
確
認
に
相
当
す
る
確
認
に
よ
り
こ
の
場
合
に
相
当
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
に

お
け
る
顧
客
と
の
間
の
特
定
為
替
取
引
で
あ
つ
て
、
当
該
銀
行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
が
第
十
二
条
の
四
で
定
め
る
方
法
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
、
当
該
顧
客
に
つ
い
て
既
に
本
人
確
認
等
を
行
つ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
も
の

で
あ
る
場
合

三
　
銀
行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
が
他
の
銀
行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
に
委
託
し
て
顧
客
と
特
定
為
替
取
引
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
他
の
銀
行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
が
当
該
顧
客
に
つ
い
て
既
に
本
人
確
認
等
を
行
つ
て
お

り
、
か
つ
、
当
該
本
人
確
認
等
に
つ
い
て
本
人
確
認
記
録
等
を
保
存
し
て
い
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
他
の
銀
行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
が
第
十
二
条
の
四
で
定
め
る
方
法
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
当
該
顧
客
に
つ
い
て
既
に
本
人

確
認
等
を
行
つ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
場
合

四
　
銀
行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
が
他
の
銀
行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
に
委
託
し
て
顧
客
（
令
第
七
条
の
三
に
掲
げ
る
も
の
（
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
と
特
定
為
替
取
引
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該

他
の
銀
行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
が
当
該
顧
客
と
既
に
取
引
又
は
行
為
を
行
つ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
際
に
法
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
法
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
顧
客
と
み
な
さ
れ
る
自
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然
人
に
つ
い
て
本
人
確
認
等
を
行
つ
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
本
人
確
認
等
に
つ
い
て
本
人
確
認
記
録
等
を
保
存
し
て
い
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
他
の
銀
行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
が
第
十
二
条
の
四
で
定
め
る
方
法
に
準
ず
る
方

法
に
よ
り
当
該
顧
客
と
み
な
さ
れ
る
自
然
人
に
つ
い
て
既
に
本
人
確
認
等
を
行
つ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
場
合

五
　
日
本
銀
行
が
行
う
特
定
為
替
取
引
が
、
日
本
銀
行
に
開
設
さ
れ
て
い
る
預
金
口
座
に
お
け
る
振
替
に
よ
り
な
さ
れ
る
場
合

２
　
前
項
の
規
定
（
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
電
子
決
済
手
段
等
取
引
業
者
等
が
そ
の
顧
客
の
支
払
等
に
係
る
電
子
決
済
手
段
等
の
移
転
等
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
（
第
五
号
を

除
く
。
）
中
「
銀
行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
」
又
は
「
銀
行
等
」
と
あ
る
の
は
「
電
子
決
済
手
段
等
取
引
業
者
等
」
と
、
「
特
定
為
替
取
引
」
と
あ
る
の
は
「
電
子
決
済
手
段
等
移
転
等
取
引
」
と
、
「
預
金
口
座
」
と
あ
る
の
は
「
電
子

決
済
手
段
等
の
管
理
口
座
」
と
、
「
振
替
」
と
あ
る
の
は
「
電
子
決
済
手
段
等
の
移
転
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
本
邦
内
に
住
所
又
は
居
所
を
有
し
な
い
外
国
人
の
住
所
又
は
居
所
に
代
わ
る
本
人
特
定
事
項
）

第
八
条
の
二
の
二
　
法
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

一
　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
の
規
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
在
留
又
は
上
陸
に
係
る
旅
券
又
は
許
可
書
に
記
載
さ
れ
た
期
間
（
以
下
「
在
留
期
間
等
」
と
い
う
。
）
が
九
十
日
を
超
え
な

い
と
認
め
ら
れ
る
者
が
顧
客
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
、
特
定
為
替
取
引
、
両
替
（
法
第
二
十
二
条
の
三
に
規
定
す
る
両
替
を
い
う
。
第
十
二
条
の
七
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
行
為
　
国

籍
及
び
旅
券
等
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
旅
券
及
び
同
条
第
六
号
に
規
定
す
る
乗
員
手
帳
（
当
該
自
然
人
の
氏
名
及
び
生
年
月
日
の
記
載
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。
）
の
番
号

二
　
前
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
以
外
の
取
引
又
は
行
為
　
住
所
又
は
居
所

（
本
人
確
認
記
録
の
作
成
方
法
）

第
八
条
の
三
　
法
第
十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
方
法
と
す
る
。

一
　
本
人
確
認
記
録
（
次
号
に
規
定
す
る
添
付
資
料
を
含
む
。
第
十
二
条
の
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
文
書
、
電
磁
的
記
録
又
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
用
い
て
作
成
す
る
方
法

二
　
次
の
イ
か
ら
ワ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
イ
か
ら
ワ
ま
で
に
定
め
る
も
の
（
以
下
「
添
付
資
料
」
と
い
う
。
）
を
文
書
、
電
磁
的
記
録
又
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
チ
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
電
磁
的

記
録
に
限
る
。
）
を
用
い
て
本
人
確
認
記
録
に
添
付
す
る
方
法

イ
　
第
八
条
第
一
項
第
一
号
ニ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
つ
た
と
き
　
当
該
送
付
を
受
け
た
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
補
完
書
類
（
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
補
完
書
類
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
又
は
そ
の
写
し

ロ
　
第
八
条
第
一
項
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
つ
た
と
き
　
当
該
本
人
確
認
用
画
像
情
報
又
は
そ
の
写
し

ハ
　
第
八
条
第
一
項
第
一
号
ヘ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
つ
た
と
き
　
当
該
本
人
確
認
用
画
像
情
報
並
び
に
当
該
半
導
体
集
積
回
路
に
記
録
さ
れ
た
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
、
生
年
月
日
及
び
写
真
の
情
報
又
は
そ
の

写
し

ニ
　
第
八
条
第
一
項
第
一
号
ト
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
つ
た
と
き
　
当
該
本
人
確
認
用
画
像
情
報
又
は
当
該
半
導
体
集
積
回
路
に
記
録
さ
れ
た
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日
の
情
報
又
は
そ
の
写
し

ホ
　
第
八
条
第
一
項
第
一
号
チ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
つ
た
と
き
　
当
該
資
料
若
し
く
は
そ
の
写
し
、
当
該
半
導
体
集
積
回
路
に
記
録
さ
れ
た
氏
名
、
住
所
若
し
く
は
居
所
及
び
生
年
月
日
の
情
報
又
は
当
該
本
人

確
認
用
画
像
情
報
若
し
く
は
そ
の
写
し

ヘ
　
第
八
条
第
一
項
第
一
号
リ
に
掲
げ
る
方
法
又
は
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
つ
た
と
き
　
当
該
本
人
確
認
書
類
の
写
し
又
は
当
該
補
完
書
類
若
し
く
は
そ
の
写
し

ト
　
第
八
条
第
一
項
第
一
号
ヌ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
つ
た
と
き
　
当
該
本
人
確
認
書
類
の
写
し

チ
　
第
八
条
第
一
項
第
一
号
ヲ
か
ら
カ
ま
で
又
は
第
三
号
ホ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
つ
た
と
き
　
当
該
方
法
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
つ
た
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
電
磁
的
記
録

リ
　
第
八
条
第
一
項
第
三
号
ニ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
つ
た
と
き
　
当
該
本
人
確
認
書
類
又
は
そ
の
写
し

ヌ
　
第
八
条
第
一
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
つ
た
と
き
　
当
該
登
記
情
報
又
は
そ
の
写
し

ル
　
第
八
条
第
一
項
第
三
号
ハ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
つ
た
と
き
　
当
該
公
表
事
項
又
は
そ
の
写
し

ヲ
　
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
補
完
書
類
又
は
そ
の
写
し
の
送
付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
現
在
の
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
確
認
を
行
つ
た

と
き
　
当
該
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
補
完
書
類
又
は
そ
の
写
し

ワ
　
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
補
完
書
類
又
は
そ
の
写
し
の
送
付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
第
八
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
各
項
に
規
定
す
る
場
所
に
宛
て
て
取
引
又
は
行
為
に
関
す
る
文
書
を
送
付
し
た

と
き
又
は
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
場
所
に
赴
い
て
取
引
又
は
行
為
に
関
す
る
文
書
を
交
付
し
た
と
き
　
当
該
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
補
完
書
類
又
は
そ
の
写
し

２
　
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
方
法
に
お
い
て
本
人
確
認
記
録
に
添
付
し
た
添
付
資
料
は
、
当
該
本
人
確
認
記
録
の
一
部
と
み
な
す
。

（
本
人
確
認
記
録
の
記
録
事
項
）

第
八
条
の
四
　
法
第
十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
本
人
確
認
を
行
つ
た
者
の
氏
名
そ
の
他
の
当
該
者
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項

二
　
本
人
確
認
記
録
の
作
成
者
の
氏
名
そ
の
他
の
当
該
者
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項

三
　
本
人
確
認
の
た
め
に
本
人
確
認
書
類
又
は
補
完
書
類
の
提
示
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
提
示
を
受
け
た
日
付
及
び
時
刻
（
当
該
提
示
を
受
け
た
本
人
確
認
書
類
又
は
補
完
書
類
の
写
し
を
本
人
確
認
記
録
に
添
付
し
、
本
人
確
認

記
録
と
と
も
に
次
条
又
は
第
十
二
条
の
六
第
一
項
に
定
め
る
日
か
ら
七
年
間
保
存
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
日
付
に
限
る
。
）

四
　
本
人
確
認
の
た
め
に
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
補
完
書
類
又
は
そ
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
送
付
を
受
け
た
日
付

五
　
第
八
条
第
一
項
第
一
号
ロ
若
し
く
は
チ
か
ら
ル
ま
で
若
し
く
は
第
三
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
方
法
（
同
項
第
一
号
ヌ
に
掲
げ
る
方
法
に
あ
つ
て
は
、
顧
客
に
行
う
も
の
に
限
り
、
同
項
第
三
号
ロ
及
び
ハ
に
あ
つ
て
は
、
括

弧
書
に
規
定
す
る
方
法
に
限
る
。
）
又
は
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
つ
た
と
き
は
、
銀
行
等
が
取
引
又
は
行
為
に
係
る
文
書
を
送
付
し
た
日
付

六
　
第
八
条
第
一
項
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
つ
た
と
き
は
、
銀
行
等
が
本
人
確
認
用
画
像
情
報
の
送
信
を
受
け
た
日
付
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七
　
第
八
条
第
一
項
第
一
号
ヘ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
つ
た
と
き
は
、
銀
行
等
が
本
人
確
認
用
画
像
情
報
の
送
信
を
受
け
た
日
付
並
び
に
半
導
体
集
積
回
路
に
記
録
さ
れ
た
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
、
生
年
月
日
及
び

写
真
の
情
報
の
送
信
を
受
け
た
日
付

八
　
第
八
条
第
一
項
第
一
号
ト
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
つ
た
と
き
は
、
銀
行
等
が
本
人
確
認
用
画
像
情
報
の
送
信
を
受
け
た
日
付
又
は
半
導
体
集
積
回
路
に
記
録
さ
れ
た
氏
名
、
住
所
若
し
く
は
居
所
及
び
生
年
月
日

の
情
報
の
送
信
を
受
け
た
日
付
並
び
に
同
号
ト
（
１
）
又
は
（
２
）
に
掲
げ
る
行
為
を
行
つ
た
日
付

九
　
第
八
条
第
一
項
第
一
号
チ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
つ
た
と
き
は
、
銀
行
等
が
資
料
の
送
付
又
は
半
導
体
集
積
回
路
に
記
録
さ
れ
た
氏
名
、
住
所
若
し
く
は
居
所
及
び
生
年
月
日
の
情
報
若
し
く
は
本
人
確
認
用
画

像
情
報
の
送
信
を
受
け
た
日
付

十
　
第
八
条
第
一
項
第
三
号
ロ
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
つ
た
と
き
は
、
銀
行
等
が
登
記
情
報
の
送
信
を
受
け
た
日
付

十
一
　
第
八
条
第
一
項
第
三
号
ハ
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
つ
た
と
き
は
、
銀
行
等
が
公
表
事
項
を
確
認
し
た
日
付

十
二
　
第
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
つ
た
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
交
付
を
行
つ
た
日
付

十
三
　
本
人
確
認
を
行
つ
た
取
引
の
内
容

十
四
　
本
人
確
認
を
行
つ
た
方
法

十
五
　
本
人
確
認
の
た
め
に
本
人
確
認
書
類
又
は
補
完
書
類
の
提
示
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
本
人
確
認
書
類
又
は
補
完
書
類
の
名
称
、
記
号
番
号
そ
の
他
の
当
該
本
人
確
認
書
類
又
は
補
完
書
類
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項

十
六
　
本
人
確
認
書
類
又
は
補
完
書
類
の
提
示
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
顧
客
又
は
代
表
者
等
の
現
在
の
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
確
認
を
行
つ
た
と
き
は
、
当
該
本
人
確

認
書
類
又
は
補
完
書
類
の
名
称
、
記
号
番
号
そ
の
他
の
当
該
本
人
確
認
書
類
又
は
補
完
書
類
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項

十
七
　
本
人
確
認
書
類
又
は
補
完
書
類
の
提
示
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
第
八
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
各
項
に
規
定
す
る
場
所
に
宛
て
て
取
引
又
は
行
為
に
係
る
文
書
を
送
付
し
た
と
き
又
は
同
条
第
五
項
の
規

定
に
よ
り
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
場
所
に
赴
い
て
取
引
又
は
行
為
に
関
す
る
文
書
を
交
付
し
た
と
き
は
、
営
業
所
の
名
称
、
所
在
地
そ
の
他
の
当
該
場
所
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項
及
び
当
該
本
人
確
認
書
類
又
は
補
完
書
類

の
名
称
、
記
号
番
号
そ
の
他
の
当
該
本
人
確
認
書
類
又
は
補
完
書
類
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項

十
八
　
顧
客
（
法
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
顧
客
と
み
な
さ
れ
る
自
然
人
を
除
く
。
）
の
本
人
特
定
事
項
（
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
本
人
特
定
事
項
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

十
九
　
代
表
者
等
に
よ
る
取
引
の
と
き
は
、
当
該
代
表
者
等
の
本
人
特
定
事
項
及
び
当
該
代
表
者
等
と
顧
客
と
の
関
係

二
十
　
法
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
第
七
条
の
三
に
掲
げ
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
国
等
」
と
い
う
。
）
の
た
め
に
現
に
特
定
為
替
取
引
の
任
に
当
た
つ
て
い
る
自
然
人
に
つ
い
て
本
人
確
認
を
行
つ
た
と
き

は
、
当
該
自
然
人
の
本
人
特
定
事
項
、
当
該
国
等
の
名
称
そ
の
他
の
当
該
国
等
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項
及
び
当
該
自
然
人
と
当
該
国
等
と
の
関
係

二
十
一
　
顧
客
が
自
己
の
氏
名
又
は
名
称
と
異
な
る
名
義
を
取
引
に
用
い
る
と
き
は
、
当
該
名
義
及
び
顧
客
が
自
己
の
氏
名
又
は
名
称
と
異
な
る
名
義
を
用
い
る
理
由

二
十
二
　
第
八
条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
つ
た
と
き
は
、
第
八
条
の
二
の
二
第
一
号
に
規
定
す
る
在
留
期
間
等
に
係
る
旅
券
又
は
許
可
書
の
名
称
、
日
付
、
記
号
番
号
そ
の
他
の
当
該
旅
券
又
は
許
可

書
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項

２
　
銀
行
等
は
、
添
付
資
料
を
本
人
確
認
記
録
に
添
付
す
る
と
き
又
は
前
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
補
完
書
類
の
写
し
を
本
人
確
認
記
録
に
添
付
す
る
と
き
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
当
該
添
付

資
料
又
は
当
該
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
補
完
書
類
の
写
し
に
記
載
が
あ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
人
確
認
記
録
に
記
録
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
銀
行
等
は
、
第
一
項
第
十
八
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
又
は
追
加
が
あ
る
こ
と
を
知
つ
た
場
合
は
、
当
該
変
更
又
は
追
加
に
係
る
内
容
を
本
人
確
認
記
録
に
付
記
す
る
も
の
と
し
、
既
に
本
人
確
認
記
録
又

は
同
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
添
付
し
た
本
人
確
認
書
類
若
し
く
は
補
完
書
類
の
写
し
若
し
く
は
添
付
資
料
に
記
録
さ
れ
、
又
は
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
（
過
去
に
行
わ
れ
た
当
該
変
更
又
は
追
加
に
係
る
内
容
を
除
く
。
）
を
消
去
し

て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
銀
行
等
は
、
本
人
確
認
記
録
に
付
記
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
当
該
変
更
又
は
追
加
に
係
る
内
容
の
記
録
を
別
途
作
成
し
、
当
該
記
録
を
本
人
確
認
記
録
と
と
も
に
保
存
す
る
こ
と
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
本
人
確
認
記
録
の
保
存
期
間
の
起
算
日
）

第
八
条
の
五
　
法
第
十
八
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
日
は
、
特
定
為
替
取
引
が
終
了
し
た
日
と
す
る
。

第
八
条
の
六
　
削
除

（
国
等
に
準
ず
る
者
）

第
八
条
の
七
　
令
第
七
条
の
三
第
九
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
勤
労
者
財
産
形
成
基
金

二
　
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
三
号
。
第
十
二
条
の
二
第
八
号
に
お
い
て
「
平
成
二
十
五
年
厚
生
年
金
等
改
正
法
」
と

い
う
。
）
附
則
第
三
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
存
続
厚
生
年
金
基
金
（
第
十
二
条
の
二
第
八
号
に
お
い
て
「
存
続
厚
生
年
金
基
金
」
と
い
う
。
）

三
　
国
民
年
金
基
金

四
　
国
民
年
金
基
金
連
合
会

五
　
企
業
年
金
基
金

六
　
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
契
約
の
う
ち
、
被
用
者
（
法
人
の
役
員
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
二
条
の
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
給
与
等
（
所
得
税
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
等
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
二
条
の
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
控
除
さ
れ
る
金
銭
を
預
金
若
し
く
は
貯
金
又
は
定
期
積
金
等
と
す
る
も
の
を
締
結
す
る
被
用
者

七
　
第
十
二
条
の
二
第
四
号
に
規
定
す
る
信
託
契
約
を
締
結
す
る
被
用
者

八
　
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
契
約
の
う
ち
、
被
用
者
の
給
与
等
か
ら
控
除
さ
れ
る
金
銭
に
よ
り
返
済
が
な
さ
れ
る
も
の
を
締
結
す
る
被
用
者

九
　
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
六
号
又
は
第
七
号
に
規
定
す
る
契
約
の
う
ち
、
被
用
者
の
給
与
等
か
ら
控
除
さ
れ
る
金
銭
を
当
該
行
為
の
対
価
と
す
る
も
の
を
締
結
す
る
被
用
者

十
　
有
価
証
券
の
売
買
を
行
う
外
国
（
財
務
大
臣
が
指
定
す
る
国
又
は
地
域
に
限
る
。
）
の
市
場
に
上
場
又
は
登
録
し
て
い
る
会
社
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（
支
払
手
段
等
の
輸
出
入
の
許
可
の
申
請
手
続
）

第
九
条
　
居
住
者
又
は
非
居
住
者
が
令
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
財
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
居
住
者
又
は
非
居
住
者
は
、
別
紙
様
式
第
三
に
よ
る
許
可
申
請
書
二
通
を
、
税
関
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
　
税
関
長
は
、
前
項
の
申
請
に
基
づ
き
許
可
し
た
と
き
は
、
許
可
申
請
書
に
そ
の
旨
を
記
入
し
、
そ
の
う
ち
一
通
を
許
可
証
と
し
て
申
請
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
支
払
手
段
等
の
輸
出
入
の
届
出
の
手
続
等
）

第
十
条
　
令
第
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
支
払
手
段
、
証
券
又
は
貴
金
属
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
支
払
手
段
、
証
券
又
は
貴
金
属
と
す
る
。

一
　
支
払
手
段
　
銀
行
券
、
政
府
紙
幣
、
小
額
紙
幣
、
硬
貨
、
小
切
手
（
旅
行
小
切
手
を
含
む
。
）
及
び
約
束
手
形
で
あ
つ
て
、
本
邦
通
貨
又
は
外
国
通
貨
を
も
つ
て
表
示
さ
れ
る
も
の

二
　
証
券
　
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
価
証
券

三
　
貴
金
属
　
金
の
地
金
の
う
ち
当
該
金
の
地
金
の
全
重
量
に
占
め
る
金
の
含
有
量
が
百
分
の
九
十
以
上
の
も
の

２
　
令
第
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
計
算
し
た
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
計
算
し
た
額
と
す
る
。

一
　
支
払
手
段
　
輸
出
し
、
又
は
輸
入
し
よ
う
と
す
る
日
の
外
国
為
替
相
場
（
関
税
定
率
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
大
蔵
省
令
第
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
外
国
為
替
相
場
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
用

い
て
換
算
す
る
方
法
に
よ
り
計
算
し
た
額
（
本
邦
通
貨
を
も
つ
て
表
示
さ
れ
る
支
払
手
段
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
表
示
さ
れ
る
額
）

二
　
証
券
　
時
価
、
帳
簿
価
額
又
は
取
得
価
額
の
い
ず
れ
か
大
き
い
額
（
以
下
「
時
価
等
の
額
」
と
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
二
十
七
条
の
三
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
輸
出
し
、
又
は
輸
入
し
よ
う
と
す
る
日
の
外
国
為
替

相
場
を
用
い
て
換
算
す
る
方
法
に
よ
り
計
算
し
た
額
（
本
邦
通
貨
を
も
つ
て
表
示
さ
れ
る
証
券
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
時
価
等
の
額
）

３
　
居
住
者
又
は
非
居
住
者
が
令
第
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
書
面
に
よ
り
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
居
住
者
又
は
非
居
住
者
は
、
届
出
の
対
象
と
な
る
支
払
手
段
等
（
令
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支
払
手

段
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
輸
出
又
は
輸
入
を
し
よ
う
と
す
る
日
又
は
そ
の
前
日
に
、
別
紙
様
式
第
四
に
よ
る
届
出
書
二
通
を
税
関
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る

輸
出
入
等
関
連
業
務
の
処
理
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第

一
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
と
み
な
さ
れ
る
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
輸
出
入
等
関
連
業
務
の
処
理
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
当
該
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
当
該
居
住
者
又
は
非
居
住
者
は
、
届
出
の
対
象
と
な
る
支
払
手
段
等
の
輸
出
又
は
輸
入
を
し
よ
う
と
す
る
日
の
七
日
前
（
当
該
七
日
前
に
、
外
国
通
貨
を
も
つ
て
表
示
さ
れ
る
支
払
手
段
等
を
輸
出
し
、
又
は
輸
入
し
よ
う
と
す

る
日
の
外
国
為
替
相
場
が
公
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
外
国
為
替
相
場
が
公
示
さ
れ
た
時
）
か
ら
当
該
届
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
税
関
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
当
該
届
出
書
に
そ
の
旨
を
記
入
し
、
そ
の
う
ち
一
通
を
届
出
受
理
証
と
し
て
届
出
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５
　
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
を
し
た
者
が
当
該
届
出
の
内
容
の
変
更
又
は
取
下
げ
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
届
出
を
し
た
者
は
、
届
出
の
対
象
と
な
る
支
払
手
段
等
の
輸
出
又
は
輸
入
を
し

よ
う
と
す
る
日
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
税
関
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
居
住
者
又
は
非
居
住
者
が
、
関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
六
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
支
払
手
段
等
の
輸
出
又
は
輸
入
に
つ
い
て
書
面
に
よ
り
申
告
を
行
い
、
そ
の
許
可
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
当
該
申
告
に

係
る
書
面
を
第
三
項
に
規
定
す
る
届
出
書
と
、
当
該
許
可
に
係
る
書
面
を
第
四
項
に
規
定
す
る
届
出
受
理
証
と
み
な
す
。

（
許
可
を
要
す
る
資
本
取
引
を
指
定
す
る
方
法
）

第
十
一
条
　
令
第
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
適
切
な
方
法
は
、
財
務
省
及
び
日
本
銀
行
に
お
い
て
掲
示
す
る
方
法
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
方
法
そ
の
他
の
方
法
（
第

二
十
八
条
第
五
号
に
お
い
て
「
掲
示
等
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。

２
　
財
務
大
臣
は
、
前
項
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
資
本
取
引
の
指
定
を
し
た
と
き
は
、
銀
行
等
、
金
融
商
品
取
引
業
者
又
は
電
子
決
済
手
段
等
取
引
業
者
等
に
対
し
、
当
該
指
定
を
し
た
旨
及
び
当
該
指
定
を
し
た
資
本
取
引
の
内
容
を

通
知
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
顧
客
に
周
知
す
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
資
本
取
引
の
許
可
の
申
請
手
続
）

第
十
二
条
　
居
住
者
が
令
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
財
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
又
は
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
財
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
る
に
際
し
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
を
併
せ
て
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
居
住
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
資
本
取
引
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
様
式
に
よ
る
許
可
申
請
書
三
通
を
、
日
本
銀
行
を
経
由
し
て
財
務

大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
預
金
契
約
又
は
信
託
契
約
に
基
づ
く
債
権
の
発
生
、
変
更
又
は
消
滅
に
係
る
取
引
（
電
子
決
済
手
段
等
の
移
転
等
を
求
め
る
権
利
の
発
生
、
変
更
又
は
消
滅
に
係
る
取
引
を
含
む
。
以
下
「
債
権
の
発
生
等
に
係
る
取
引
」
と
い

う
。
）
　
別
紙
様
式
第
五

二
　
金
銭
の
貸
借
契
約
又
は
債
務
の
保
証
契
約
（
法
第
二
十
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
電
子
決
済
手
段
等
の
貸
借
契
約
又
は
電
子
決
済
手
段
等
を
移
転
す
る
義
務
の
保
証
契
約
を
含
む
。
）
に
基
づ
く
債
権
の
発
生
等
に
係
る
取
引

（
第
十
一
号
に
掲
げ
る
資
本
取
引
を
除
く
。
）
　
別
紙
様
式
第
五

三
　
対
外
支
払
手
段
又
は
債
権
そ
の
他
の
売
買
契
約
（
法
第
二
十
条
の
二
第
三
号
に
規
定
す
る
電
子
決
済
手
段
等
の
売
買
又
は
他
の
電
子
決
済
手
段
等
と
の
交
換
に
関
す
る
契
約
を
含
む
。
）
に
基
づ
く
債
権
の
発
生
等
に
係
る
取
引
　

別
紙
様
式
第
五

四
　
証
券
の
取
得
又
は
譲
渡
（
法
第
二
十
条
第
五
号
に
規
定
す
る
証
券
の
取
得
又
は
譲
渡
を
い
い
、
第
十
号
に
掲
げ
る
資
本
取
引
を
除
く
。
）
　
別
紙
様
式
第
六

五
　
証
券
の
発
行
又
は
募
集
　
別
紙
様
式
第
七

六
　
金
融
指
標
等
先
物
契
約
に
基
づ
く
債
権
の
発
生
等
に
係
る
取
引
　
別
紙
様
式
第
八

七
　
外
国
に
あ
る
不
動
産
又
は
こ
れ
に
関
す
る
権
利
の
取
得
　
別
紙
様
式
第
九

八
　
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
人
の
本
邦
に
あ
る
事
務
所
と
当
該
法
人
の
外
国
に
あ
る
事
務
所
と
の
間
の
資
金
の
授
受
（
第
十
二
号
に
掲
げ
る
資
本
取
引
を
除
く
。
）
　
別
紙
様
式
第
十

九
　
金
の
地
金
の
売
買
契
約
に
基
づ
く
債
権
の
発
生
等
に
係
る
取
引
　
別
紙
様
式
第
五

十
　
対
外
直
接
投
資
に
係
る
証
券
の
取
得
　
別
紙
様
式
第
十
一

9



十
一
　
対
外
直
接
投
資
に
係
る
金
銭
の
貸
付
契
約
に
基
づ
く
債
権
の
発
生
に
係
る
取
引
　
別
紙
様
式
第
十
二

十
二
　
対
外
直
接
投
資
に
係
る
外
国
に
お
け
る
支
店
、
工
場
そ
の
他
の
事
業
者
（
以
下
「
支
店
等
」
と
い
う
。
）
の
設
置
又
は
拡
張
に
係
る
資
金
の
支
払
　
別
紙
様
式
第
十
三

２
　
非
居
住
者
が
令
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
財
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
又
は
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
財
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
る
に
際
し
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
を
併
せ
て
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
非
居
住
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
資
本
取
引
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
様
式
に
よ
る
許
可
申
請
書
三
通
を
、
日
本
銀
行
を
経
由
し
て
財
務
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
証
券
の
発
行
又
は
募
集
　
別
紙
様
式
第
七

二
　
本
邦
に
あ
る
不
動
産
又
は
こ
れ
に
関
す
る
権
利
の
取
得
　
別
紙
様
式
第
九

３
　
令
第
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
資
本
取
引
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
許
可
を
受
け
る
義
務
を
課
さ
れ
た
者
が
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
財
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
義
務
を
課
さ
れ
た
者
は
、

第
一
項
各
号
又
は
前
項
各
号
に
掲
げ
る
資
本
取
引
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
様
式
に
よ
る
許
可
申
請
書
三
通
を
、
日
本
銀
行
を
経
由
し
て
財
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
財
務
大
臣
は
、
前
三
項
の
申
請
に
基
づ
き
許
可
し
た
と
き
は
、
許
可
申
請
書
に
そ
の
旨
を
記
入
し
、
そ
の
う
ち
一
通
を
許
可
証
と
し
て
申
請
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
信
託
契
約
の
受
益
者
か
ら
除
か
れ
る
者
）

第
十
二
条
の
二
　
令
第
十
一
条
の
四
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
契
約
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
附
則
第
二
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
適
格
退
職
年
金
契
約

二
　
賃
金
の
支
払
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
三
条
又
は
第
五
条
に
規
定
す
る
措
置
と
し
て
行
わ
れ
る
信
託
契
約

三
　
退
職
手
当
等
（
所
得
税
法
第
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
退
職
手
当
等
を
い
う
。
）
の
給
付
に
充
て
る
た
め
有
価
証
券
及
び
金
銭
の
管
理
処
分
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
信
託
契
約

四
　
被
用
者
の
給
与
等
か
ら
控
除
さ
れ
る
金
銭
を
信
託
金
と
す
る
信
託
契
約

五
　
信
託
契
約
で
あ
つ
て
、
当
該
信
託
契
約
に
基
づ
き
株
券
を
取
得
す
る
行
為
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
に
規
定
す
る
定
義
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
五
年
大
蔵
省
令
第
十
四
号
。
次
号
に
お
い
て
「
定
義
府
令
」
と
い
う
。
）
第

十
六
条
第
一
項
第
七
号
の
二
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の

六
　
信
託
契
約
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の

イ
　
発
行
会
社
等
（
株
式
の
発
行
会
社
又
は
そ
の
被
支
配
会
社
等
（
定
義
府
令
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
被
支
配
会
社
等
を
い
う
。
）
若
し
く
は
関
係
会
社
（
定
義
府
令
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
関
係
会
社
を
い
う
。
）
を
い

う
。
ロ
及
び
ハ
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
委
託
者
と
す
る
金
銭
の
信
託
契
約
で
あ
つ
て
、
当
該
信
託
契
約
に
係
る
信
託
の
受
託
者
が
当
該
発
行
会
社
の
株
式
を
取
得
し
、
又
は
買
い
付
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
発
行
会
社
等
の
定
款
の
規
定
、
株
主
総
会
、
社
員
総
会
、
取
締
役
会
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
決
議
若
し
く
は
会
社
法
第
四
百
四
条
第
三
項
の
報
酬
委
員
会
の
決
定
又
は
対
象
従
業
員
（
定
義
府
令
第
十
六
条
第
一
項

第
七
号
の
二
イ
（
１
）
に
規
定
す
る
対
象
従
業
員
を
い
う
。
以
下
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
勤
続
年
数
、
業
績
、
退
職
事
由
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
ら
れ
た
一
定
の
基
準
に
応
じ
て
当
該
信
託
契
約
に
係
る
信
託
の
受
託

者
が
取
得
し
、
若
し
く
は
買
い
付
け
た
当
該
発
行
会
社
の
株
式
若
し
く
は
当
該
株
式
の
売
却
代
金
の
交
付
を
行
う
こ
と
を
定
め
る
規
則
（
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
届
け

出
た
も
の
に
限
る
。
）
に
基
づ
き
、
発
行
会
社
等
の
役
員
（
法
人
税
法
第
二
条
第
十
五
号
に
規
定
す
る
役
員
を
い
う
。
以
下
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
役
員
で
あ
つ
た
者
若
し
く
は
対
象
従
業
員
若
し
く
は
対
象
従
業
員
で

あ
つ
た
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
相
続
人
そ
の
他
の
一
般
承
継
人
に
当
該
株
式
又
は
当
該
売
却
代
金
の
交
付
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
当
該
信
託
契
約
に
基
づ
く
信
託
金
の
払
込
み
に
充
て
ら
れ
る
金
銭
の
全
額
を
発
行
会
社
等
が
拠
出
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
当
該
信
託
契
約
に
係
る
信
託
の
受
託
者
に
新
株
予
約
権
が
付
与
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
新
株
予
約
権
の
全
て
が
発
行
会
社
に
よ
り
付
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

七
　
公
益
信
託
ニ
関
ス
ル
法
律
（
大
正
十
一
年
法
律
第
六
十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
公
益
信
託
に
係
る
信
託
契
約

八
　
存
続
厚
生
年
金
基
金
が
締
結
す
る
平
成
二
十
五
年
厚
生
年
金
等
改
正
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
五
年
厚
生
年
金
等
改
正
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
厚

生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法
」
と
い
う
。
）
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
（
平
成
二
十
五
年
厚
生
年
金
等
改
正
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
三
十
六
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
平
成
二
十
五
年
厚
生
年
金
等
改
正
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
三
十
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
及
び
第
五
号
ヘ
に
規
定
す
る
信
託
の
契
約
、
平
成
二
十
五
年
厚
生
年
金
等
改
正
法
附
則
第
三
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
存

続
連
合
会
が
締
結
す
る
平
成
二
十
五
年
厚
生
年
金
等
改
正
法
附
則
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
五
十
九
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
平
成
二
十

五
年
厚
生
年
金
等
改
正
法
附
則
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
六
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
三
十
六
条
の

三
第
一
項
第
一
号
及
び
第
五
号
ヘ
並
び
に
平
成
二
十
五
年
厚
生
年
金
等
改
正
法
附
則
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
六
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
三
十
六
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
三
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
信
託
の
契
約
、
企
業
年
金
連
合
会
が
締
結
す
る
確
定
給
付
企
業
年
金
法
（
平

成
十
三
年
法
律
第
五
十
号
）
第
九
十
一
条
の
二
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
六
十
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
同
法
第
九
十
一
条
の
二
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
六
条
第

二
項
に
規
定
す
る
信
託
の
契
約
、
国
民
年
金
基
金
が
締
結
す
る
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
百
二
十
八
条
第
三
項
並
び
に
国
民
年
金
基
金
令
（
平
成
二
年
政
令
第
三
百
四
号
）
第
三
十
条
第
一
項
第
一

号
及
び
第
五
号
ヘ
並
び
に
第
二
項
に
規
定
す
る
信
託
の
契
約
、
国
民
年
金
基
金
連
合
会
が
締
結
す
る
国
民
年
金
法
第
百
三
十
七
条
の
十
五
第
四
項
並
び
に
国
民
年
金
基
金
令
第
五
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
三
十

条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
五
号
ヘ
並
び
に
第
二
項
に
規
定
す
る
信
託
の
契
約
並
び
に
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
が
締
結
す
る
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
十
一
条

第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
信
託
の
契
約

（
本
人
確
認
の
対
象
か
ら
除
か
れ
る
行
為
）

第
十
二
条
の
三
　
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
の
う
ち
、
特
定
通
信
手
段
（
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
等
（
電
子
決
済
手
段
等
取
引
業
者
等
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
、
次
号
及
び
第
五
号
並

び
に
第
二
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
で
外
国
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
も
の
（
以
下
「
外
国
金
融
機
関
」
と
い
う
。
）
の
間
で
利
用
さ
れ
る
国
際
的
な
通
信
手
段
で
あ
つ
て
、
当
該
通
信
手
段
に
よ

つ
て
送
信
を
行
う
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
等
及
び
外
国
金
融
機
関
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
財
務
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
を
利
用
す
る
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
等
及

10



び
外
国
金
融
機
関
を
顧
客
等
（
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
顧
客
等
を
い
い
、
法
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
顧
客
と
み
な
さ
れ
る
自
然
人
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

当
該
特
定
通
信
手
段
を
介
し
て
確
認
又
は
決
済
の
指
示
が
行
わ
れ
る
も
の
（
外
国
金
融
機
関
と
の
間
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
財
務
大
臣
が
指
定
す
る
国
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
も
の
と
の
間
の
行
為
を
除
く
。
）

二
　
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
の
う
ち
、
日
本
銀
行
が
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
等
及
び
外
国
金
融
機
関
と
の
間
で
行
う
外
国
為
替
の
売
買
又
は
国
際
金
融
業
務
に
係
る
行
為

三
　
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
の
う
ち
、
日
本
銀
行
が
外
国
政
府
、
外
国
の
政
府
機
関
、
外
国
の
地
方
公
共
団
体
、
外
国
の
中
央
銀
行
等
又
は
国
際
機
関
と
の
間
で
行
う
行
為

四
　
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
行
為
の
う
ち
、
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
が
外
国
政
府
、
外
国
の
政
府
機
関
、
外
国
の
地
方
公
共
団
体
、
外
国
の
中
央
銀
行
等
又
は
国
際
機
関
と
の
間
で
行
う
金
銭
の
貸
借
契
約
（
株

式
会
社
国
際
協
力
銀
行
が
金
銭
の
貸
付
け
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
締
結

五
　
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
の
う
ち
、
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
等
の
間
で
行
わ
れ
る
も
の
で
、
日
本
銀
行
に
お
い
て
振
替
決
済
が
さ
れ
る
も
の

六
　
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
行
為
の
う
ち
、
金
額
が
二
百
万
円
に
相
当
す
る
額
を
超
え
る
無
記
名
の
公
社
債
（
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
公
社
債
を
い
う
。
）
の
本
券
又
は
利
札
を
担
保
に
提

供
す
る
も
の

七
　
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
を
顧
客
等
と
し
、
当
該
行
為
の
任
に
当
た
つ
て
い
る
当
該
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
が
法
令
上
の
権
限
に
基
づ
き
、
か
つ
、
法
令
上
の
手
続
に
従
い
行
う
行
為
で
あ
つ
て
、
当
該
職
員
が
当
該
権

限
を
有
す
る
こ
と
を
当
該
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
証
明
す
る
書
類
又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
が
提
示
又
は
送
付
さ
れ
た
も
の

ロ
　
破
産
管
財
人
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
が
法
令
上
の
権
限
に
基
づ
き
行
う
行
為
で
あ
つ
て
、
そ
の
選
任
を
裁
判
所
が
証
明
す
る
書
類
又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
が
提
示
又
は
送
付
さ
れ
た
も
の

ハ
　
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
等
が
そ
の
子
会
社
等
（
会
社
法
第
二
条
第
三
号
の
二
に
規
定
す
る
子
会
社
等
を
い
う
。
）
を
顧
客
等
と
し
て
行
う
行
為
で
あ
つ
て
、
当
該
顧
客
等
の
代
表
者
等
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

に
よ
り
当
該
顧
客
等
の
た
め
に
当
該
行
為
の
任
に
当
た
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

（１）
　
当
該
代
表
者
等
が
、
当
該
顧
客
等
が
作
成
し
た
委
任
状
そ
の
他
の
当
該
代
表
者
等
が
当
該
顧
客
等
の
た
め
に
当
該
行
為
の
任
に
当
た
つ
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

（２）
　
当
該
代
表
者
等
が
、
当
該
顧
客
等
を
代
表
す
る
権
限
を
有
す
る
役
員
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（３）
　
当
該
顧
客
等
の
主
た
る
事
務
所
等
又
は
営
業
所
に
電
話
を
か
け
る
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
当
該
代
表
者
等
が
当
該
顧
客
等
の
た
め
に
当
該
行
為
の
任
に
当
た
つ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
。

（４）
　
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
等
が
当
該
顧
客
等
と
当
該
代
表
者
等
と
の
関
係
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
当
該
代
表
者
等
が
当
該
顧
客
等
の
た
め

に
当
該
行
為
の
任
に
当
た
つ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

八
　
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
行
為
の
う
ち
、
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
取
引
所
金
融
商
品
市
場
若
し
く
は
同
法
第
六
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
店
頭
売
買
有
価
証
券
市
場
又
は
こ
れ
ら

に
準
ず
る
有
価
証
券
の
売
買
若
し
く
は
外
国
市
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
（
同
法
第
二
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
外
国
市
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
を
い
う
。
）
を
行
う
外
国
（
財
務
大
臣
が
指
定
す
る
国
又
は
地
域
に
限
る
。
）
の
市

場
に
お
い
て
、
当
該
市
場
に
お
け
る
取
引
に
参
加
で
き
る
資
格
に
基
づ
き
、
当
該
市
場
の
取
引
に
参
加
し
て
行
う
も
の

九
　
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
行
為
の
う
ち
、
そ
の
顧
客
で
あ
る
事
業
者
が
法
令
の
規
定
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
事
項
の
い
ず
れ
か
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
（
ロ
に
掲
げ
る
事
項
を
目
的
と
し
て
行
う

も
の
に
あ
つ
て
は
、
受
益
権
（
信
託
財
産
の
交
付
を
受
け
る
権
利
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
が
受
益
者
代
理
人
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
の
み
行
使
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

イ
　
当
該
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
行
政
庁
の
命
令
に
応
じ
て
信
託
財
産
を
保
証
金
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
の
供
託
に
充
て
る
こ
と
。

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
顧
客
が
そ
の
行
う
事
業
を
廃
止
し
た
場
合
そ
の
他
の
当
該
事
業
に
係
る
取
引
の
相
手
方
の
保
護
に
欠
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
当
該
相
手
方
に
返
還
す
べ
き
金
銭
そ
の
他

の
財
産
を
管
理
す
る
こ
と
。

（
顧
客
等
に
つ
い
て
既
に
本
人
確
認
を
行
つ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
方
法
）

第
十
二
条
の
四
　
令
第
十
一
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
顧
客
等
（
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
顧
客
等
を
い
い
、
顧
客
等
が
国
等
（
令
第

七
条
の
三
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
法
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
顧
客
等
と
み
な
さ
れ
る
自
然
人
又
は
当
該
国
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
本
人
確
認
記
録
（
住
所

若
し
く
は
居
所
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
が
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
顧
客
等
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
方
法
と
す
る
。
た

だ
し
、
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
等
（
令
第
十
一
条
の
五
第
二
項
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
規
定
す
る
他
の
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
等
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
顧
客
等
、
代
表
者
等
又
は
法
第
十
八
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
顧
客
等
と
み
な
さ
れ
る
自
然
人
と
面
識
が
あ
る
場
合
そ
の
他
の
顧
客
等
が
本
人
確
認
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
顧
客
等
と
同
一
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
当
該
顧
客
等
が
本
人
確
認
記
録
に
記
録
さ

れ
て
い
る
顧
客
等
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
預
貯
金
通
帳
そ
の
他
の
顧
客
等
が
本
人
確
認
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
顧
客
等
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
示
す
書
類
そ
の
他
の
も
の
の
提
示
又
は
送
付
を
受
け
る
方
法

二
　
顧
客
等
し
か
知
り
得
な
い
事
項
そ
の
他
の
顧
客
等
が
本
人
確
認
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
顧
客
等
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
示
す
事
項
の
申
告
を
受
け
る
方
法

第
十
二
条
の
五
　
削
除

（
資
本
取
引
に
係
る
契
約
締
結
等
行
為
に
係
る
本
人
確
認
記
録
の
保
存
期
間
の
起
算
日
）

第
十
二
条
の
六
　
法
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
法
第
十
八
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
日
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
本
人
確
認
記
録
を
作
成
し
た
行
為
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
日
と
す
る
。

一
　
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
（
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
　
当
該
行
為
が
終
了
し
た
日

イ
　
電
子
決
済
手
段
等
の
売
買
又
は
他
の
電
子
決
済
手
段
等
と
の
交
換
の
媒
介
、
取
次
ぎ
又
は
代
理
を
受
け
る
こ
と
（
こ
れ
ら
の
行
為
を
継
続
的
に
又
は
反
復
し
て
行
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

ロ
　
金
融
指
標
等
先
物
契
約
に
係
る
取
引
の
委
託
を
受
け
、
又
は
そ
の
委
託
の
媒
介
、
取
次
ぎ
若
し
く
は
代
理
を
受
け
る
こ
と

二
　
前
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
並
び
に
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
　
当
該
行
為
が
行
わ
れ
た
日
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２
　
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
で
あ
つ
て
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
本
人
確
認
済
み
の
顧
客
等
と
の
間
の
行
為
に
該
当
す
る
行
為
が
あ
つ
た
場
合
は
、
前
項
の
規
定
中
「
本
人
確
認
記
録
を

作
成
し
た
行
為
」
と
あ
る
の
を
「
本
人
確
認
済
み
の
顧
客
等
と
の
間
の
行
為
」
と
読
み
替
え
て
、
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
両
替
業
務
を
行
う
者
へ
の
準
用
）

第
十
二
条
の
七
　
前
条
の
規
定
は
、
本
邦
に
お
い
て
法
第
二
十
二
条
の
三
に
規
定
す
る
両
替
業
務
を
行
う
者
が
顧
客
と
両
替
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
役
務
取
引
の
許
可
の
申
請
手
続
等
）

第
十
三
条
　
令
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
役
務
取
引
は
、
同
項
に
掲
げ
る
役
務
取
引
の
う
ち
鉱
産
物
の
加
工
又
は
貯
蔵
に
係
る
も
の
（
核
原
料
物
質
及
び
核
燃
料
物
質
の
加
工
又
は
貯
蔵
に
係
る
も
の
を
除
く

。
）
と
す
る
。

２
　
居
住
者
が
令
第
十
八
条
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
財
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
居
住
者
は
、
別
紙
様
式
第
十
四
に
よ
る
許
可
申
請
書
三
通
を
、
日
本
銀
行
を
経
由
し
て
財
務
大
臣
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
令
第
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
役
務
取
引
等
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
許
可
を
受
け
る
義
務
を
課
さ
れ
た
者
が
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
財
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
義
務
を
課
さ
れ
た
者

は
、
別
紙
様
式
第
十
四
に
よ
る
許
可
申
請
書
三
通
を
、
日
本
銀
行
を
経
由
し
て
財
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
財
務
大
臣
は
、
前
二
項
の
申
請
に
基
づ
き
許
可
し
た
と
き
は
、
許
可
申
請
書
に
そ
の
旨
を
記
入
し
、
そ
の
う
ち
一
通
を
許
可
証
と
し
て
申
請
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
許
可
を
受
け
る
義
務
を
課
す
る
通
知
の
送
達
等
）

第
十
四
条
　
令
第
六
条
の
二
第
三
項
、
令
第
十
一
条
の
三
第
一
項
又
は
令
第
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
郵
便
若
し
く
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二

条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
に
よ
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
信
書
便
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
信
書
便
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
送
達
又
は
交
付
送
達
に
よ

り
、
そ
の
送
達
を
受
け
る
べ
き
者
の
住
所
、
居
所
又
は
営
業
所
若
し
く
は
事
務
所
に
当
該
通
知
の
内
容
を
記
載
し
た
文
書
を
送
達
し
て
行
う
。

２
　
通
常
の
取
扱
い
に
よ
る
郵
便
又
は
信
書
便
に
よ
つ
て
前
項
に
規
定
す
る
文
書
を
発
送
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
郵
便
物
又
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
信
書
便
物
は
、
通
常
到
達

す
べ
き
で
あ
つ
た
時
に
送
達
が
あ
つ
た
も
の
と
推
定
す
る
。

３
　
財
務
大
臣
は
、
通
常
の
取
扱
い
に
よ
る
郵
便
又
は
信
書
便
に
よ
つ
て
第
一
項
に
規
定
す
る
文
書
を
発
送
す
る
場
合
に
は
、
当
該
文
書
の
送
達
を
受
け
る
べ
き
者
の
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
）
、
あ
て
先
及
び
当
該
文
書

の
発
送
の
年
月
日
を
確
認
す
る
に
足
り
る
記
録
を
作
成
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
一
項
の
交
付
送
達
は
、
当
該
行
政
機
関
の
職
員
（
令
第
二
十
六
条
第
十
号
の
規
定
に
基
づ
き
第
二
十
八
条
第
五
号
に
掲
げ
る
事
務
に
従
事
す
る
日
本
銀
行
の
職
員
を
含
む
。
）
が
第
一
項
に
規
定
す
る
文
書
を
送
達
す
べ
き
場
所
に

お
い
て
、
そ
の
送
達
を
受
け
る
べ
き
者
に
当
該
文
書
を
交
付
し
て
行
う
。
た
だ
し
、
そ
の
送
達
を
受
け
る
べ
き
者
に
異
議
が
な
い
と
き
は
、
そ
の
他
の
場
所
に
お
い
て
当
該
文
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
第
一
項
の
交
付
送
達
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
に
代
え
、
当
該
各
号
に
定
め
る
行
為
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
送
達
す
べ
き
場
所
に
お
い
て
第
一
項
に
規
定
す
る
文
書
の
送
達
を
受
け
る
べ
き
者
に
出
会
わ
な
い
場
合
　
そ
の
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
又
は
同
居
の
者
で
当
該
文
書
の
受
領
に
つ
い
て
相
当
の
わ
き
ま
え
の
あ
る
も
の
（
次
号

に
お
い
て
「
使
用
人
等
」
と
い
う
。
）
に
当
該
文
書
を
交
付
す
る
こ
と
。

二
　
第
一
項
に
規
定
す
る
文
書
の
送
達
を
受
け
る
べ
き
者
そ
の
他
使
用
人
等
が
送
達
す
べ
き
場
所
に
い
な
い
場
合
又
は
こ
れ
ら
の
者
が
正
当
な
理
由
な
く
当
該
文
書
の
受
領
を
拒
ん
だ
場
合
　
送
達
す
べ
き
場
所
に
当
該
文
書
を
差
し

置
く
こ
と
。

６
　
前
各
項
の
規
定
は
、
財
務
大
臣
が
令
第
六
条
の
二
第
五
項
、
令
第
十
一
条
の
三
第
三
項
又
は
令
第
十
八
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
許
可
の
内
容
の
変
更
手
続
）

第
十
五
条
　
令
第
六
条
第
二
項
、
令
第
十
一
条
第
三
項
又
は
令
第
十
八
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
財
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
が
当
該
許
可
に
係
る
取
引
又
は
行
為
の
内
容
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

当
該
許
可
を
受
け
て
い
る
者
は
、
別
紙
様
式
第
十
五
に
よ
る
変
更
許
可
申
請
書
三
通
を
、
原
許
可
証
を
添
付
し
て
日
本
銀
行
を
経
由
し
て
財
務
大
臣
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
令
第
六
条
の
二
第
四
項
、
令
第
十
一
条
の
三
第
二
項
又
は
令
第
十
八
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
財
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
が
当
該
許
可
に
係
る
取
引
又
は
行
為
の
内
容
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
許

可
を
受
け
て
い
る
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
変
更
許
可
申
請
書
三
通
を
、
原
許
可
証
を
添
付
し
て
日
本
銀
行
を
経
由
し
て
財
務
大
臣
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
令
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
財
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
が
当
該
許
可
に
係
る
取
引
又
は
行
為
の
内
容
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
許
可
を
受
け
て
い
る
者
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
変
更

許
可
申
請
書
二
通
を
、
原
許
可
証
を
添
付
し
て
税
関
長
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
財
務
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
申
請
に
基
づ
き
許
可
し
た
と
き
は
、
変
更
許
可
申
請
書
に
そ
の
旨
を
記
入
し
、
そ
の
う
ち
一
通
を
同
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
原
許
可
証
を
添
付
し
て
、
変
更
許
可
証
と
し
て
申
請
者

に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５
　
税
関
長
は
、
第
三
項
の
申
請
に
基
づ
き
許
可
し
た
と
き
は
、
変
更
許
可
申
請
書
に
そ
の
旨
を
記
入
し
、
そ
の
う
ち
一
通
を
同
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
原
許
可
証
を
添
付
し
て
、
変
更
許
可
証
と
し
て
申
請
者
に
交
付
す
る
も

の
と
す
る
。

（
外
国
為
替
取
引
等
取
扱
業
者
遵
守
基
準
の
対
象
と
な
る
取
引
又
は
行
為
）

第
十
五
条
の
二
　
令
第
十
八
条
の
十
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
令
第
七
条
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
（
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
る
義
務
を
課
さ
れ
て
い
る
同
項
に
規
定
す
る

資
本
取
引
に
当
た
る
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
。

第
三
章
　
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
の
承
認
の
申
請
手
続
等

（
金
融
機
関
の
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
の
開
設
の
承
認
の
申
請
手
続
）

第
十
六
条
　
令
第
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
金
融
機
関
が
法
第
二
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
財
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
金
融
機
関
は
、
別
紙
様
式
第
十
六
に
よ
る
承
認
申
請
書
二
通
を
財
務
大
臣

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
預
金
契
約
の
相
手
方
）

第
十
七
条
　
令
第
十
一
条
の
二
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
政
府
、
政
府
機
関
及
び
地
方
公
共
団
体
並
び
に
国
際
機
関
（
国
際
間
の
取
決
め
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
機
関
の
う
ち
日
本
国
が
構
成
員
と
な
つ

て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
。

２
　
令
第
十
一
条
の
二
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
財
務
大
臣
が
定
め
る
金
額
は
、
一
億
円
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

（
証
券
の
範
囲
）

第
十
八
条
　
令
第
十
一
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
財
務
大
臣
が
定
め
る
証
券
は
、
次
に
掲
げ
る
証
券
を
い
う
。

一
　
外
国
法
令
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
法
人
が
発
行
す
る
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ペ
ー
パ
ー

二
　
外
国
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
法
人
が
発
行
す
る
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
受
益
証
券
の
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
つ
て
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定

資
産
が
外
国
公
社
債
等
（
令
第
十
一
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
外
国
公
社
債
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
み
で
あ
る
も
の
又
は
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
受
益
証

券
の
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
つ
て
投
資
対
象
が
外
国
公
社
債
等
の
み
で
あ
る
も
の

（
国
債
証
券
の
取
得
の
相
手
方
）

第
十
八
条
の
二
　
令
第
十
一
条
の
二
第
五
項
第
七
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
本
邦
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
法
人
と
す
る
。

（
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
）

第
十
八
条
の
三
　
令
第
十
一
条
の
二
第
六
項
第
三
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
二
十
二
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
取
引
（
同
法
第
二
十
八
条
第
八
項
第
四
号

イ
に
掲
げ
る
取
引
に
あ
つ
て
は
差
金
の
授
受
の
み
に
よ
つ
て
決
済
さ
れ
る
も
の
に
限
り
、
同
号
ホ
に
掲
げ
る
取
引
に
あ
つ
て
は
有
価
証
券
を
授
受
す
る
こ
と
を
約
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
契
約
に
基
づ
く
債
権
の
発
生
等
に
係
る

取
引
と
す
る
。

（
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
の
経
理
等
）

第
十
九
条
　
令
第
十
一
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
帳
簿
書
類
は
、
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
（
法
第
二
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
経
理
さ
れ
る
取

引
又
は
行
為
を
借
方
及
び
貸
方
に
仕
訳
す
る
帳
簿
書
類
、
当
該
取
引
又
は
行
為
を
勘
定
科
目
の
種
類
別
に
分
類
し
て
整
理
計
算
す
る
帳
簿
書
類
及
び
当
該
取
引
又
は
行
為
に
係
る
証
券
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
契
約
等
の
明
細
を
記
録
す
る

帳
簿
書
類
と
す
る
。

２
　
令
第
十
一
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
及
び
方
法
と
す
る
。

一
　
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
に
お
い
て
経
理
さ
れ
る
取
引
又
は
行
為
に
係
る
債
権
債
務
の
決
済
は
、
そ
の
他
の
勘
定
を
通
ず
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

二
　
毎
日
の
終
業
時
に
お
け
る
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
と
そ
の
他
の
勘
定
と
の
間
に
お
け
る
資
金
の
振
替
に
係
る
金
額
は
、
毎
日
の
終
業
時
に
お
い
て
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
に
経
理
さ
れ
て
い
る
取
引
又
は
行
為
（
令
第
十
一

条
の
二
第
六
項
第
三
号
に
掲
げ
る
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
を
除
く
。
）
に
係
る
資
金
の
運
用
に
係
る
金
額
と
資
金
の
調
達
に
係
る
金
額
と
の
差
額
と
す
る
。

三
　
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
に
関
す
る
経
理
を
開
始
し
た
日
か
ら
同
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日
ま
で
の
間
は
、
そ
の
他
の
勘
定
に
お
い
て
経
理
さ
れ
て
い
る
法
第
二
十
一
条
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
取
引

又
は
行
為
に
係
る
資
金
の
運
用
又
は
調
達
を
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
に
付
け
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
末
日
に
お
い
て
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
に
付
け
替
え
ら
れ
て
い
る
資
金
の
運
用
に
係
る
金

額
と
資
金
の
調
達
に
係
る
金
額
は
、
同
額
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
財
務
大
臣
が
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
の
経
理
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
定
め
る
基
準
及
び
方
法

３
　
令
第
十
一
条
の
二
第
八
項
第
一
号
に
規
定
す
る
財
務
大
臣
が
定
め
る
金
額
は
、
百
億
円
と
す
る
。

４
　
令
第
十
一
条
の
二
第
八
項
第
一
号
に
規
定
す
る
財
務
大
臣
の
定
め
る
率
は
、
百
分
の
十
と
す
る
。

５
　
令
第
十
一
条
の
二
第
九
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一
　
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
に
お
い
て
経
理
さ
れ
る
法
第
二
十
一
条
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
並
び
に
令
第
十
一
条
の
二
第
五
項
第
一
号
か
ら
第
八
号
（
第
七
号
に
あ
つ
て
は
取
得
の
相
手
方
が

非
居
住
者
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
　
当
該
相
手
方
の
登
記
事
項
証
明
書
又
は
そ
の
写
し
、
当
該
相
手
方
が
所
在
す
る
国
又
は
地
域
の
官
公
署
か
ら
発
行
さ
れ
又
は
発
給
さ
れ
た
書
類
そ
の
他

の
書
類
で
あ
つ
て
、
当
該
相
手
方
が
非
居
住
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
足
り
る
も
の

二
　
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
に
お
い
て
経
理
さ
れ
る
令
第
十
一
条
の
二
第
五
項
第
七
号
（
取
得
の
相
手
方
が
非
居
住
者
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
　
当
該
相
手
方
の
登
記
事
項
証
明
書
又
は
そ
の
写
し
そ
の

他
の
書
類
で
あ
つ
て
、
当
該
相
手
方
が
第
十
八
条
の
二
に
規
定
さ
れ
る
適
格
な
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
足
り
る
も
の

三
　
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
に
お
い
て
経
理
さ
れ
る
令
第
十
一
条
の
二
第
五
項
第
九
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
　
当
該
相
手
方
が
適
格
な
流
動
化
証
券
の
発
行
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
足
り
る
も
の

６
　
令
第
十
一
条
の
二
第
九
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
に
お
い
て
経
理
さ
れ
る
法
第
二
十
一
条
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
並
び
に
令
第
十
一
条
の
二
第

五
項
各
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
の
相
手
方
が
金
融
機
関
、
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
又
は
当
該
取
引
又
は
行
為
の
当
事
者
で
あ
る
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
承
認
金
融
機
関
（
令
第
十
一
条
の
二
第
五
項
第
十
一
号
に
規

定
す
る
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
承
認
金
融
機
関
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
の
間
で
資
本
取
引
を
継
続
的
に
行
つ
て
い
る
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
取
引
又
は
行
為
に
係
る
契
約
書
に
よ
り
確
認
す
る
方
法
そ
の
他

の
方
法
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
相
手
方
で
あ
る
こ
と
の
確
認
が
確
実
に
行
わ
れ
る
方
法
と
す
る
。

一
　
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
に
お
い
て
経
理
さ
れ
る
法
第
二
十
一
条
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
並
び
に
令
第
十
一
条
の
二
第
五
項
第
一
号
か
ら
第
八
号
（
第
七
号
に
あ
つ
て
は
取
得
の
相
手
方
が

非
居
住
者
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
　
非
居
住
者

二
　
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
に
お
い
て
経
理
さ
れ
る
令
第
十
一
条
の
二
第
五
項
第
七
号
（
取
得
の
相
手
方
が
非
居
住
者
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
　
第
十
八
条
の
二
に
規
定
さ
れ
る
適
格
な
者

三
　
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
に
お
い
て
経
理
さ
れ
る
令
第
十
一
条
の
二
第
五
項
第
九
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
　
適
格
な
流
動
化
証
券
の
発
行
者
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７
　
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
承
認
金
融
機
関
は
、
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
に
お
い
て
経
理
さ
れ
る
非
居
住
者
に
対
す
る
金
銭
の
貸
付
け
（
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
他
の
勘
定
か
ら
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
に
付
け
替

え
ら
れ
る
資
金
に
係
る
非
居
住
者
に
対
す
る
金
銭
の
貸
付
け
を
除
く
。
）
に
関
し
、
当
該
貸
付
け
に
係
る
資
金
が
外
国
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
当
該
貸
付
け
の
相
手
方
か
ら
当
該
資
金
の
使
途
そ
の
他
の
事
項
が
記
載

さ
れ
た
書
類
を
徴
し
て
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。

（
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
の
経
理
の
制
限
の
範
囲
等
）

第
二
十
条
　
財
務
大
臣
は
、
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
対
象
外
取
引
等
（
同
項
に
規
定
す
る
対
象
外
取
引
等
を
い
う
。
）
を
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
に
お
い
て
経
理
し
、
又
は
法
第
二
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
く
命

令
の
規
定
に
違
反
し
た
者
に
対
し
、
同
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
取
引
若
し
く
は
行
為
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
に
お
い
て
経
理
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
者
に
対
す
る

通
知
に
よ
り
、
そ
の
禁
止
を
す
る
取
引
若
し
く
は
行
為
を
指
定
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
財
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
二
十
一
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
取
引
若
し
く
は
行
為
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、
特
別
国
際
金
融
取
引
勘
定
に
お
い
て
経
理
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
禁
止

を
す
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
禁
止
を
し
た
者
に
対
す
る
通
知
に
よ
り
、
速
や
か
に
そ
の
禁
止
を
解
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章
　
対
外
直
接
投
資
の
届
出
の
手
続
等

（
届
出
を
要
す
る
対
外
直
接
投
資
に
係
る
業
種
）

第
二
十
一
条
　
令
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
業
種
に
属
す
る
事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
と
す
る
。

一
　
漁
業
（
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
漁
業
の
う
ち
水
産
動
植
物
の
採
捕
の
事
業
を
い
う
。
）

二
　
皮
革
又
は
皮
革
製
品
（
商
品
の
名
称
及
び
分
類
に
つ
い
て
の
統
一
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際
条
約
の
品
目
表
の
四
一
〇
一
か
ら
四
一
〇
三
ま
で
に
該
当
す
る
原
皮
の
う
ち
な
め
し
過
程
中
の
も
の
、
同
品
目
表
の
四
一
〇
四
か
ら

四
一
〇
六
ま
で
に
該
当
す
る
な
め
し
た
皮
、
同
品
目
表
の
四
一
〇
七
又
は
四
一
一
二
か
ら
四
一
一
四
ま
で
に
該
当
す
る
革
、
同
品
目
表
の
四
二
〇
二
、
四
二
〇
三
又
は
四
二
〇
五
に
該
当
す
る
革
製
品
並
び
に
同
品
目
表
の
六
四
〇

三
か
ら
六
四
〇
六
ま
で
又
は
九
一
一
三
に
該
当
す
る
製
品
の
う
ち
革
製
の
も
の
を
い
う
。
）
の
製
造
業

三
　
武
器
（
輸
出
貿
易
管
理
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
三
百
七
十
八
号
）
別
表
第
一
の
一
の
項
の
中
欄
に
掲
げ
る
も
の
（
（
十
五
）
及
び
（
十
六
）
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
軍
隊
が
使
用
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
直
接
戦

闘
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
の
製
造
業

四
　
武
器
製
造
関
連
設
備
（
輸
出
貿
易
管
理
令
別
表
第
一
の
一
の
項
の
中
欄
の
（
十
五
）
及
び
（
十
六
）
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
）
の
製
造
業

五
　
麻
薬
等
（
大
麻
取
締
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
大
麻
、
覚
醒
剤
取
締
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
覚
醒
剤
、
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法

（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
十
四
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
麻
薬
、
同
条
第
四
号
に
規
定
す
る
麻
薬
原
料
植
物
及
び
同
条
第
五
号
に
規
定
す
る
家
庭
麻
薬
並
び
に
あ
へ
ん
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
三
条
第
一

号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
規
定
す
る
け
し
、
あ
へ
ん
及
び
け
し
が
ら
を
い
う
。
）
の
製
造
業

（
対
外
直
接
投
資
の
届
出
の
手
続
等
）

第
二
十
二
条
　
居
住
者
が
令
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
居
住
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
様
式
に
よ
る
届
出
書
三
通
を
、
日
本

銀
行
を
経
由
し
て
財
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
対
外
直
接
投
資
に
係
る
証
券
の
取
得
　
別
紙
様
式
第
十
七

二
　
対
外
直
接
投
資
に
係
る
金
銭
の
貸
付
契
約
に
基
づ
く
債
権
の
発
生
に
係
る
取
引
（
既
に
届
出
を
し
た
と
こ
ろ
に
従
い
、
当
該
届
出
に
係
る
金
銭
の
貸
付
契
約
の
履
行
と
し
て
行
う
債
権
の
発
生
に
係
る
取
引
を
除
く
。
）
　
別
紙
様

式
第
十
八

三
　
対
外
直
接
投
資
に
係
る
外
国
に
お
け
る
支
店
等
の
設
置
又
は
拡
張
に
係
る
資
金
の
支
払
　
別
紙
様
式
第
十
九

２
　
財
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
当
該
届
出
書
に
そ
の
旨
を
記
入
し
、
そ
の
う
ち
一
通
を
届
出
受
理
証
と
し
て
届
出
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
対
外
直
接
投
資
の
範
囲
）

第
二
十
三
条
　
令
第
十
二
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
証
券
の
取
得
を
し
よ
う
と
す
る
居
住
者
に
よ
り
所
有
さ
れ
る
外
国
法
令
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
法
人
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
外
国
法
人
」

と
い
う
。
）
の
株
式
の
数
又
は
出
資
の
金
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
株
式
等
」
と
い
う
。
）
と
次
に
掲
げ
る
者
に
よ
り
所
有
さ
れ
る
当
該
外
国
法
人
の
株
式
等
と
を
合
計
し
た
株
式
等
の
当
該
外
国
法
人
の
発
行
済
株
式
の
総
数
又

は
出
資
の
金
額
の
総
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
発
行
済
株
式
等
」
と
い
う
。
）
に
占
め
る
割
合
が
百
分
の
十
以
上
と
な
る
場
合
と
す
る
。

一
　
当
該
居
住
者
に
よ
り
発
行
済
株
式
等
の
全
部
を
直
接
に
所
有
さ
れ
て
い
る
者

二
　
前
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
当
該
居
住
者
と
共
同
し
て
当
該
外
国
法
人
の
経
営
に
参
加
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
当
該
外
国
法
人
の
株
式
等
を
所
有
す
る
者

２
　
令
第
十
二
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
外
国
法
人
は
、
証
券
の
取
得
又
は
金
銭
の
貸
付
け
を
し
よ
う
と
す
る
居
住
者
に
よ
り
所
有
さ
れ
る
外
国
法
人
の
株
式
等
と
当
該
居
住
者
と
前
項
各
号
に
定
め
る
関
係

に
あ
る
者
に
よ
り
所
有
さ
れ
る
当
該
外
国
法
人
の
株
式
等
と
を
合
計
し
た
株
式
等
の
当
該
外
国
法
人
の
発
行
済
株
式
等
に
占
め
る
割
合
が
百
分
の
十
以
上
で
あ
る
外
国
法
人
と
す
る
。

３
　
令
第
十
二
条
第
四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
永
続
的
な
関
係
は
、
次
に
掲
げ
る
関
係
と
す
る
。

一
　
役
員
の
派
遣

二
　
長
期
に
わ
た
る
原
材
料
の
供
給
又
は
製
品
の
売
買

三
　
重
要
な
製
造
技
術
の
提
供

（
対
外
直
接
投
資
の
届
出
の
内
容
の
変
更
手
続
等
）

第
二
十
四
条
　
令
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
届
出
を
し
た
者
が
当
該
届
出
に
係
る
対
外
直
接
投
資
の
実
行
前
に
当
該
対
外
直
接
投
資
の
内
容
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
届
出
を
し
た
者
は
、
同
項
に
規
定
す
る
期

間
内
に
、
別
紙
様
式
第
二
十
に
よ
る
変
更
届
出
書
三
通
を
、
原
届
出
受
理
証
を
添
付
し
て
日
本
銀
行
を
経
由
し
て
財
務
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
を
も
つ
て
、
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
。
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２
　
財
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
届
出
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
当
該
変
更
届
出
書
に
そ
の
旨
を
記
入
し
、
そ
の
う
ち
一
通
を
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
原
届
出
受
理
証
を
添
付
し
て
、
変
更
届
出
受
理
証
と
し
て

届
出
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
令
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
届
出
を
し
た
者
が
当
該
届
出
に
係
る
対
外
直
接
投
資
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
届
出
を
し
た
者
は
、
当
該
事
由
に
つ
い
て
、
報
告
省
令
第
十
条
第
三
項
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
日
本
銀
行
を
経
由
し
て
財
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
対
外
直
接
投
資
と
し
て
取
得
し
た
証
券
の
非
居
住
者
に
対
す
る
譲
渡

二
　
対
外
直
接
投
資
と
し
て
行
つ
た
金
銭
の
貸
付
契
約
に
基
づ
く
債
権
の
変
更
又
は
消
滅
に
係
る
取
引

三
　
対
外
直
接
投
資
と
し
て
の
資
金
の
支
払
に
よ
り
設
置
又
は
拡
張
さ
れ
た
支
店
等
の
廃
止
に
伴
う
当
該
支
店
等
か
ら
の
資
金
の
受
領

（
期
間
の
短
縮
に
関
す
る
通
知
）

第
二
十
五
条
　
財
務
大
臣
は
、
法
第
二
十
三
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
対
外
直
接
投
資
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
期
間
を
短
縮
す
る
と
き
は
、
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
届
出
受
理
証
若
し
く
は
前
条
第
二
項
に
規
定
す

る
変
更
届
出
受
理
証
に
短
縮
の
期
間
を
記
入
し
て
当
該
受
理
証
を
届
出
者
に
交
付
す
る
方
法
又
は
短
縮
の
期
間
を
記
載
し
た
通
知
書
を
届
出
者
に
交
付
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
勧
告
の
応
諾
に
関
す
る
通
知
の
手
続
）

第
二
十
六
条
　
令
第
十
三
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
法
第
二
十
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
紙
様
式
第
二
十
一
に
よ
る
通
知
書
一
通
を
財
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
日
本
銀
行
を
経
由
し
て
勧
告
の
内
容
を
記
載
し
た
文
書
を
送
達
さ
れ
た
者
は
、
当
該
通
知
書
一
通
を
、
日
本
銀
行
を
経
由
し
て
財
務
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章
　
雑
則

（
換
算
の
方
法
）

第
二
十
七
条
　
令
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
本
邦
通
貨
と
外
国
通
貨
と
の
間
の
換
算
（
令
及
び
こ
の
省
令
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
取
引
、
行
為
又
は
支
払
等
の
額
に
つ
い
て
換
算
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
係
る
財
務
省
令
で
定
め
る
方

法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
換
算
す
る
方
法
と
す
る
。

一
　
令
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
支
払
等
の
う
ち
外
国
通
貨
に
よ
り
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
当
該
支
払
等
に
つ
い
て
本
邦
通
貨
と
外
国
通
貨
と
の
売
買
を
伴
う
も
の
　
当
該
本
邦
通
貨
と
外
国
通
貨
と
の
売
買
に
お
い
て
適

用
さ
れ
る
実
勢
外
国
為
替
相
場
を
用
い
て
換
算
す
る
方
法

二
　
令
第
七
条
の
二
に
規
定
す
る
支
払
又
は
支
払
等
の
う
ち
外
国
通
貨
に
よ
り
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
当
該
支
払
又
は
支
払
等
に
つ
い
て
銀
行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
と
の
間
で
本
邦
通
貨
と
の
売
買
を
伴
う
も
の
　
当
該
本
邦
通

貨
と
外
国
通
貨
と
の
売
買
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
実
勢
外
国
為
替
相
場
を
用
い
て
換
算
す
る
方
法

三
　
令
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
現
金
、
持
参
人
払
式
小
切
手
、
自
己
宛
小
切
手
、
旅
行
小
切
手
又
は
無
記
名
の
公
社
債
の
本
券
若
し
く
は
利
札
の
受
払
い
を
す
る
行
為
で
あ
つ
て
、
そ
の
金
額
が
二
百
万
円
に
相

当
す
る
額
を
超
え
る
も
の
の
う
ち
銀
行
等
そ
の
他
の
金
融
機
関
等
と
の
間
で
本
邦
通
貨
と
外
国
通
貨
と
の
売
買
を
伴
う
も
の
　
当
該
本
邦
通
貨
と
外
国
通
貨
と
の
売
買
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
実
勢
外
国
為
替
相
場
を
用
い
て
換
算

す
る
方
法

四
　
令
第
十
一
条
の
六
に
規
定
す
る
両
替
の
う
ち
本
邦
通
貨
と
外
国
通
貨
と
の
売
買
に
係
る
も
の
　
当
該
本
邦
通
貨
と
外
国
通
貨
と
の
売
買
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
実
勢
外
国
為
替
相
場
を
用
い
て
換
算
す
る
方
法

第
二
十
七
条
の
二
　
令
第
六
条
第
一
項
、
令
第
六
条
の
二
第
三
項
若
し
く
は
令
第
七
条
の
二
に
規
定
す
る
支
払
等
若
し
く
は
令
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
令
第
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
資
本
取
引
に
係
る
支
払
等
の
う
ち
電

子
決
済
手
段
等
に
よ
り
さ
れ
る
も
の
、
当
該
資
本
取
引
の
う
ち
法
第
二
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
資
本
取
引
と
み
な
さ
れ
る
取
引
又
は
令
第
十
一
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
第
一
号
、
第
四
号
若

し
く
は
第
五
号
に
掲
げ
る
行
為
で
あ
つ
て
、
当
該
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
本
邦
通
貨
と
電
子
決
済
手
段
等
と
の
間
又
は
異
種
の
電
子
決
済
手
段
等
相
互
間
の
換
算
は
、
当
該
規
定
に
お
い
て
そ
の
額
に
つ
い
て
当
該
換
算
を

す
べ
き
支
払
等
、
取
引
又
は
行
為
が
行
わ
れ
る
日
の
属
す
る
月
の
前
月
の
末
日
の
当
該
支
払
等
、
取
引
又
は
行
為
の
対
象
と
な
る
電
子
決
済
手
段
等
の
相
場
を
用
い
る
方
法
そ
の
他
の
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の

と
す
る
。

２
　
令
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
支
払
等
の
う
ち
電
子
決
済
手
段
等
に
よ
り
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
当
該
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
本
邦
通
貨
と
電
子
決
済
手
段
等
と
の
間
又
は
異
種
の
電
子
決
済
手
段
等
相
互
間
の

換
算
は
、
当
該
規
定
に
お
い
て
そ
の
額
に
つ
い
て
当
該
換
算
を
す
べ
き
支
払
等
が
行
わ
れ
る
日
に
お
け
る
当
該
支
払
等
の
対
象
と
な
る
電
子
決
済
手
段
等
の
相
場
を
用
い
る
方
法
そ
の
他
の
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
行
う

も
の
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
三
　
令
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支
払
等
の
う
ち
外
国
通
貨
又
は
電
子
決
済
手
段
等
以
外
の
そ
の
他
の
財
産
的
価
値
（
動
産
及
び
不
動
産
を
含
む
。
以
下
「
そ
の
他
の
財
産
的
価
値
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
さ
れ
る
も
の

で
あ
つ
て
、
当
該
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
本
邦
通
貨
と
そ
の
他
の
財
産
的
価
値
と
の
間
の
換
算
は
、
当
該
規
定
に
お
い
て
そ
の
額
に
つ
い
て
当
該
換
算
を
す
べ
き
支
払
等
が
行
わ
れ
る
日
の
属
す
る
月
の
前
月
の
末
日
の
当

該
支
払
等
の
対
象
と
な
る
そ
の
他
の
財
産
的
価
値
の
時
価
等
の
額
を
用
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
令
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
支
払
等
の
う
ち
そ
の
他
の
財
産
的
価
値
に
よ
り
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
当
該
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
本
邦
通
貨
と
そ
の
他
の
財
産
的
価
値
と
の
間
の
換
算
は
、
当
該
規
定
に
お
い

て
そ
の
額
に
つ
い
て
当
該
換
算
を
す
べ
き
支
払
等
が
行
わ
れ
る
日
に
お
け
る
当
該
支
払
等
の
対
象
と
な
る
そ
の
他
の
財
産
的
価
値
の
時
価
等
の
額
を
用
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
事
務
の
委
任
）

第
二
十
八
条
　
令
第
二
十
六
条
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
日
本
銀
行
に
取
り
扱
わ
せ
る
事
務
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
に
あ
つ
て
は
、
財

務
大
臣
が
別
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。

一
　
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
掲
示
等
に
関
す
る
事
務

二
　
第
五
条
第
一
項
、
第
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
十
三
条
第
二
項
又
は
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
許
可
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
許
可
申
請
書
又
は
変
更
許
可
申
請
書
の
受
理
に
関
す
る
事
務

三
　
第
五
条
第
三
項
、
第
十
二
条
第
三
項
、
第
十
三
条
第
三
項
又
は
第
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
許
可
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
許
可
申
請
書
又
は
変
更
許
可
申
請
書
の
受
理
に
関
す
る
事
務

四
　
第
五
条
第
四
項
、
第
十
二
条
第
四
項
、
第
十
三
条
第
四
項
又
は
第
十
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
許
可
証
又
は
変
更
許
可
証
の
交
付
に
関
す
る
事
務

五
　
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
掲
示
等
に
関
す
る
事
務
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
通
知
に
関
す
る
事
務

六
　
第
十
四
条
第
一
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
通
知
の
交
付
に
関
す
る
事
務
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七
　
第
二
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
届
出
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
届
出
書
又
は
変
更
届
出
書
の
受
理
に
関
す
る
事
務

八
　
第
二
十
二
条
第
二
項
又
は
第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
届
出
受
理
証
又
は
変
更
届
出
受
理
証
の
交
付
に
関
す
る
事
務

九
　
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
期
間
の
短
縮
の
通
知
に
関
す
る
事
務

十
　
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
勧
告
の
応
諾
に
関
す
る
通
知
書
の
受
理
に
関
す
る
事
務

十
一
　
令
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
勧
告
又
は
命
令
の
内
容
を
記
載
し
た
文
書
の
送
付
に
関
す
る
事
務

十
二
　
前
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
ほ
か
、
令
及
び
こ
の
省
令
の
施
行
の
た
め
必
要
な
事
務
の
う
ち
財
務
大
臣
が
定
め
る
事
務

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
貿
易
外
取
引
の
管
理
に
関
す
る
省
令
等
の
廃
止
）

第
二
条
　
次
に
掲
げ
る
省
令
は
、
廃
止
す
る
。

一
　
外
国
人
財
産
取
得
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
外
資
委
員
会
規
則
第
一
号
）

二
　
非
居
住
者
自
由
円
勘
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
五
年
大
蔵
省
令
第
二
十
四
号
）

三
　
貿
易
外
取
引
の
管
理
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
八
年
大
蔵
省
令
第
五
十
八
号
）

（
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
。
次
条
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十

二
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
又
は
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
許
可
の
申
請
に
係
る
取
引
又
は
行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
廃
止
前
の
貿
易
外
取
引
の
管
理
に
関
す
る
省
令
第
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び

に
第
六
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
、
な
お
効
力
を
有
す
る
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
法
に
よ
る
廃
止
前
の
外
国
人
の
財
産
取
得
に
関
す
る
政
令
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
申
請
に
係
る
取
引
及
び
当
該
取
引
に
係
る
報
告
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
廃

止
前
の
外
国
人
の
財
産
取
得
規
則
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
、
な
お
効
力
を
有
す
る
。

（
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の
特
例
）

第
十
二
条
　
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
際
し
災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
が
適
用
さ
れ
た
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
区
域
に
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
顧
客
又
は

代
表
者
等
で
あ
つ
て
、
第
八
条
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
本
人
確
認
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
係
る
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
第
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同

条
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
本
人
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
ま
で
の
暫
定
的
な
措
置
と
し
て
、
当
分
の
間
、
当
該
顧
客
又
は
代
表
者
等
か
ら
申
告
を
受
け
る
方
法
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
銀
行
等
は
、
当

該
顧
客
又
は
代
表
者
等
に
つ
い
て
、
同
条
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
本
人
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
つ
た
後
、
遅
滞
な
く
、
同
条
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
本
人
確
認
を
行
う
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
一
一
月
二
八
日
大
蔵
省
令
第
四
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
五
月
二
八
日
大
蔵
省
令
第
二
六
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
前
の
別
紙
様
式
第
二
十
一
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
九
月
二
九
日
大
蔵
省
令
第
四
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
一
〇
月
二
八
日
大
蔵
省
令
第
五
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
四
月
二
八
日
大
蔵
省
令
第
二
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
七
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
七
月
二
四
日
大
蔵
省
令
第
四
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
七
年
八
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
三
月
二
二
日
大
蔵
省
令
第
六
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
六
月
一
九
日
大
蔵
省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
調
和
あ
る
対
外
経
済
関
係
の
形
成
を
図
る
た
め
の
国
際
通
貨
基
金
及
び
国
際
復
興
開
発
銀
行
へ
の
加
盟
に
伴
う
措
置
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
五
条
の
規
定
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
九
年
七

月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
五
月
一
日
大
蔵
省
令
第
二
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
一
〇
月
一
八
日
大
蔵
省
令
第
五
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
年
十
月
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
七
月
一
九
日
大
蔵
省
令
第
四
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
五
月
二
一
日
大
蔵
省
令
第
二
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
五
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
七
月
一
三
日
大
蔵
省
令
第
三
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
一
一
月
一
九
日
大
蔵
省
令
第
六
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
八
月
一
一
日
大
蔵
省
令
第
三
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
三
年
八
月
二
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
三
月
一
七
日
大
蔵
省
令
第
一
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
元
年
三
月
二
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
別
紙
様
式
第
一
か
ら
別
紙
様
式
第
二
十
六
ま
で
は
、
当
分
の
間
、
取
り
繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
三
月
二
九
日
大
蔵
省
令
第
二
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
六
月
二
六
日
大
蔵
省
令
第
五
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
元
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
九
月
一
六
日
大
蔵
省
令
第
六
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
七
月
一
八
日
大
蔵
省
令
第
二
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
年
七
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
八
月
一
〇
日
大
蔵
省
令
第
三
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
八
月
一
五
日
大
蔵
省
令
第
三
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
年
八
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
三
月
二
五
日
大
蔵
省
令
第
一
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
外
国
為
替
の
管
理
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

４
　
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
年
法
律
第
六
十
四
号
）
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
新
株
の
発
行
に
際
し
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
外
国
為
替
の
管
理
に
関
す
る
省

令
別
表
第
二
第
二
号
ホ
及
び
第
三
号
ロ
に
規
定
す
る
株
式
を
取
得
す
る
場
合
並
び
に
同
法
附
則
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
利
益
の
処
分
に
よ
り
同
表
第
二
号
ヘ
及
び
第
三
号
ハ
に
規
定
す
る
株

式
を
取
得
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
五
月
一
八
日
大
蔵
省
令
第
二
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
四
年
五
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
前
の
別
紙
様
式
第
四
及
び
第
二
十
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
六
年
一
月
三
一
日
大
蔵
省
令
第
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
一
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
二
月
二
五
日
大
蔵
省
令
第
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
一
二
月
二
六
日
大
蔵
省
令
第
一
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
三
月
三
〇
日
大
蔵
省
令
第
一
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
三
月
二
九
日
大
蔵
省
令
第
一
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
八
月
二
六
日
大
蔵
省
令
第
四
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
九
月
二
七
日
大
蔵
省
令
第
五
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
二
月
六
日
大
蔵
省
令
第
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
前
の
別
紙
様
式
第
十
五
、
第
十
六
及
び
第
十
七
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
一
九
日
大
蔵
省
令
第
二
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
外
国
為
替
公
認
銀
行
及
び
両
替
商
の
認
可
申
請
手
続
等
に
関
す
る
省
令
等
の
廃
止
）

第
二
条
　
次
に
掲
げ
る
省
令
は
、
廃
止
す
る
。

一
　
外
国
為
替
公
認
銀
行
及
び
両
替
商
の
認
可
申
請
手
続
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
二
十
四
年
大
蔵
省
令
第
百
二
号
）

二
　
特
殊
決
済
方
法
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
五
年
大
蔵
省
令
第
四
十
八
号
）

三
　
通
商
産
業
大
臣
の
承
認
を
要
し
な
い
代
金
の
支
払
の
方
法
に
関
す
る
省
令
（
平
成
六
年
大
蔵
省
令
第
百
二
十
四
号
）

（
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
別
紙
様
式
第
一
か
ら
第
三
ま
で
、
第
五
か
ら
第
十
ま
で
又
は
第
十
四
か
ら
第
二
十
一
ま
で
に
よ
る
申
請
書
等
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
外
国
為
替
の
管
理
に
関
す
る
省
令
の
別
紙

様
式
第
一
、
第
二
、
第
四
か
ら
第
十
ま
で
、
第
十
五
か
ら
第
十
七
ま
で
、
第
二
十
、
第
二
十
一
、
第
二
十
三
又
は
第
二
十
四
に
よ
る
申
請
書
等
を
取
り
繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
一
月
三
〇
日
大
蔵
省
令
第
一
五
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
改
革
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
一
日
大
蔵
省
令
第
二
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
新
省
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
号
ヘ
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
す
る
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
第
十
八
条
第
一
項
に
基
づ
く

確
認
（
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
「
確
認
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
す
る
確
認
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
施
行
日
か
ら
平
成
十

二
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
す
る
確
認
に
係
る
新
省
令
別
表
第
一
号
ヘ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
「
外
国
人
登
録
原
票
の
記
載
事
項
証
明
書
」
と
あ
る
の
は
、
「
外
国
人
登
録
原
票
の
記
載
事
項
証
明
書
（
外
国
為
替
に
関
す
る

省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
二
年
大
蔵
省
令
第
二
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
別
表
第
一
号
ヘ
に
規
定
す
る
外
国
人
登
録
済
証
明
書
を
含
む
。
）
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
大
蔵
省
令
第
五
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
二
六
日
大
蔵
省
令
第
五
九
号
）
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こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
八
月
二
一
日
大
蔵
省
令
第
六
九
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
一
月
三
〇
日
大
蔵
省
令
第
八
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
一
条
中
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
第
四
条
第
二
項
及
び
第
二
条
中
外
国
為
替
の
取
引
等
の
報
告
に
関
す
る
省
令
第
十
五
条
第
一
項
の
改
正
規
定
　
平
成
十
二
年
十
二
月
一
日

二
　
第
一
条
中
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
第
二
条
第
二
項
及
び
第
二
条
中
外
国
為
替
の
取
引
等
の
報
告
に
関
す
る
省
令
第
二
十
二
条
第
五
項
の
改
正
規
定
　
平
成
十
三
年
一
月
六
日

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
二
月
二
七
日
大
蔵
省
令
第
八
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

４
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
の
別
紙
様
式
第
四
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
一
二
月
二
八
日
財
務
省
令
第
六
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
二
八
日
財
務
省
令
第
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
中
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
別
紙
様
式
第
七
に
よ
る
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
前
の
別
紙
様
式
第
七
に
よ
る
申
請
書
を
取
り
繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
八
月
一
六
日
財
務
省
令
第
四
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
三
十
四
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
二
月
二
七
日
財
務
省
令
第
七
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
二
月
三
日
財
務
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
二
七
日
財
務
省
令
第
一
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
及
び
二
　
略

三
　
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
以
外
の
改
正
規
定
　
平
成
十
五
年
四
月
一
日

（
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
の
別
紙
様
式
第
二
及
び
別
紙
様
式
第
五
か
ら
別
紙
様
式
第
十
四
ま
で
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
六
月
三
〇
日
財
務
省
令
第
六
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
八
月
二
五
日
財
務
省
令
第
七
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
九
月
一
一
日
財
務
省
令
第
八
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
一
九
日
財
務
省
令
第
一
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
第
十
条
の
改
正
規
定
は
同
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
、
第
一
条
中
第
四
条
の
改
正
規
定
並
び
に
第
二
条
の
規
定
は
同
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
二
月
一
日
財
務
省
令
第
七
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
規
定
は
同
年
七
月
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
二
月
二
七
日
財
務
省
令
第
七
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
六
年
十
二
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
二
月
二
八
日
財
務
省
令
第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
三
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
六
月
二
〇
日
財
務
省
令
第
五
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
九
月
三
〇
日
財
務
省
令
第
七
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
一
〇
月
七
日
財
務
省
令
第
七
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
十
月
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
三
月
二
四
日
財
務
省
令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
四
月
二
八
日
財
務
省
令
第
四
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
九
月
七
日
財
務
省
令
第
四
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
九
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
九
月
一
四
日
財
務
省
令
第
四
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
信
託
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
九
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
九
月
一
四
日
財
務
省
令
第
四
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
証
券
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
二
月
一
日
財
務
省
令
第
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
五
月
二
三
日
財
務
省
令
第
三
八
号
）

こ
の
省
令
は
平
成
二
十
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
九
月
三
〇
日
財
務
省
令
第
六
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
二
月
五
日
財
務
省
令
第
八
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
七
月
一
〇
日
財
務
省
令
第
五
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
〇
月
一
日
財
務
省
令
第
六
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
一
月
二
六
日
財
務
省
令
第
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
三
月
一
日
財
務
省
令
第
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
第
二
条
第
二
項
第
三
号
の
改
正
規
定
並
び
に
第
二
条
中
外
国
為
替
の
取
引
等
の
報
告
に
関
す
る
省
令
第
十
四
条
第

一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
五
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
五
条
第
二
号
並
び
に
第
三
十
八
条
第
一
号
の
改
正
規
定
並
び
に
同
令
別
紙
様
式
第
三
十
及
び
第
四
十
四
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
別
紙
様
式
第
二
及
び
第
五
か
ら
第
十
四
ま
で
に
よ
る
申
請
書
並
び
に
改
正
後
の
外
国
為
替
の
取
引
等
の
報
告
に
関
す
る
省
令
別
紙
様
式
第
一
か
ら
第
四
ま
で
に
よ
る
報

告
書
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
前
の
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
別
紙
様
式
第
二
及
び
第
五
か
ら
第
十
四
ま
で
に
よ
る
申
請
書
並
び
に
改
正
前
の
外
国
為
替
の
取
引
等
の
報
告
に
関
す
る
省
令
別
紙
様
式
第
一
か
ら
第
四
ま
で
に

よ
る
報
告
書
を
取
り
繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
六
月
一
〇
日
財
務
省
令
第
四
〇
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
一
二
月
一
〇
日
財
務
省
令
第
六
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
三
月
二
五
日
財
務
省
令
第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
六
月
三
〇
日
財
務
省
令
第
四
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
三
〇
日
財
務
省
令
第
二
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
一
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
十
二
条
の
二
の
改
正
規
定
　
公
布
の
日

二
　
別
表
第
一
号
ホ
の
改
正
規
定
（
「
運
転
免
許
証
（
」
を
「
運
転
免
許
証
等
（
」
に
、
「
運
転
免
許
証
を
い
う
」
を
「
運
転
免
許
証
及
び
同
法
第
百
四
条
の
四
第
五
項
に
規
定
す
る
運
転
経
歴
証
明
書
を
い
う
」
に
改
め
る
部
分
に
限

る
。
）
及
び
附
則
第
十
二
条
を
削
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条
の
規
定
　
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

三
　
別
表
第
一
号
ロ
及
び
ホ
の
改
正
規
定
（
「
運
転
免
許
証
（
」
を
「
運
転
免
許
証
等
（
」
に
、
「
運
転
免
許
証
を
い
う
」
を
「
運
転
免
許
証
及
び
同
法
第
百
四
条
の
四
第
五
項
に
規
定
す
る
運
転
経
歴
証
明
書
を
い
う
」
に
改
め
る
部

分
を
除
く
。
）
並
び
に
附
則
第
二
条
の
規
定
　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十

一
年
法
律
第
七
十
九
号
。
附
則
第
二
条
に
お
い
て
「
入
管
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
）

（
外
国
人
登
録
原
票
の
写
し
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
新
省
令
」
と
い
う
。
）
別
表
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
登
録
原
票
の
写
し
及
び
外
国
人
登
録
原
票
の
記
載
事
項
証
明
書
（
地
方
公
共
団
体
の
長
の

外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
た
事
項
を
証
す
る
書
類
を
い
う
。
）
は
、
入
管
法
等
改
正
法
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
同
表
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
書
類
と
み
な
す
。

２
　
新
省
令
別
表
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
中
長
期
在
留
者
（
入
管
法
等
改
正
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
中
長
期

在
留
者
を
い
う
。
）
が
所
持
す
る
外
国
人
登
録
証
明
書
又
は
特
別
永
住
者
（
入
管
法
等
改
正
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法

（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
を
い
う
。
）
が
所
持
す
る
外
国
人
登
録
証
明
書
は
、
入
管
法
等
改
正
法
附
則
第
十
五
条
第
二
項
各
号
に
定
め
る
期
間
又
は
入
管
法
等
改
正
法
附
則
第
二
十
八
条
第
二
項
各
号

に
定
め
る
期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
第
一
号
ホ
に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
又
は
特
別
永
住
者
証
明
書
と
み
な
す
。

（
運
転
経
歴
証
明
書
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
前
に
交
付
さ
れ
た
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
百
四
条
の
四
第
五
項
に
規
定
す
る
運
転
経
歴
証
明
書
に
対
す
る
新
省
令
別
表
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
三
〇
日
財
務
省
令
第
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
三
月
二
九
日
財
務
省
令
第
一
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
二
月
一
二
日
財
務
省
令
第
六
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
三
月
一
一
日
財
務
省
令
第
一
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
八
条
の
七
第
二
号
及
び
第
十
二
条
の
二
第
八
号
の
改
正
規
定
は
、
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
三
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
二
月
一
日
財
務
省
令
第
九
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
九
月
一
八
日
財
務
省
令
第
七
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
。
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
八
条
第
二
項
第
四
号
及
び
別
表
第
一
号
ト
の
改
正
規
定
（
「
ヘ
」
を
「
ニ
」
に
改
め
、
同
号
ト
を
同
号
ホ
と
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
改
正
規
定
　
公
布
の
日

二
　
第
八
条
第
一
項
第
一
号
ト
の
改
正
規
定
（
同
号
ト
を
同
号
リ
と
す
る
部
分
を
除
く
。
）
、
同
号
ヘ
の
改
正
規
定
（
同
号
ヘ
を
同
号
チ
と
す
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
別
表
第
一
号
ホ
の
改
正
規
定
（
「
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
の

下
に
「
又
は
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
療
育
手
帳
若
し
く
は
戦
傷
病
者
手
帳
（
当
該
自
然
人
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日
の
記
載
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
号
ホ
を
同
号
イ
と
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す
る
部
分
を
除
く
。
）
並
び
に
次
項
及
び
次
条
の
規
定
　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十

八
号
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
番
号
利
用
法
整
備
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
）

２
　
前
項
第
二
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
は
、
こ
の
省
令
（
同
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
第
八
条
第
一
項
第
一
号
ヘ
中
「
チ
及
び
リ
」
と
あ
る
の
は
「
ヘ
及
び

ト
」
と
し
、
同
省
令
別
表
第
一
号
ホ
中
「
若
し
く
は
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
」
と
す
る
。

（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
別
表
第
一
号
イ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
番
号
利
用
法
整
備
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
住
民
基
本
台
帳
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
条
の
四
十
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日
の
記
載
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
番
号
利

用
法
整
備
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
旧
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
四
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
効
力
を
失
う
時
又
は
当
該
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た

者
が
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
時
の
い
ず
れ
か
早
い
時
ま

で
の
間
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
と
み
な
す
。

２
　
前
条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
別
表
第
一
号
イ
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
一
号
ホ
」
と
す
る
。

（
平
成
二
十
四
年
改
正
省
令
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
施
行
日
以
後
に
お
け
る
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
四
年
財
務
省
令
第
二
十
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
省
令
附
則
第
二
条
第
二
項
中
「
第
一
号
ホ
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
イ
」
と
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
四
月
二
二
日
財
務
省
令
第
四
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
二
七
日
財
務
省
令
第
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
八
月
二
五
日
財
務
省
令
第
五
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
五
月
一
八
日
財
務
省
令
第
四
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
別
紙
様
式
第
二
に
よ
る
申
請
書
並
び
に
改
正
後
の
外
国
為
替
の
取
引
等
の
報
告
に
関
す
る
省
令
別
紙
様
式
第
一
及
び
第
二
に
よ
る
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、

改
正
前
の
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
別
紙
様
式
第
二
に
よ
る
申
請
書
並
び
に
改
正
前
の
外
国
為
替
の
取
引
等
の
報
告
に
関
す
る
省
令
別
紙
様
式
第
一
及
び
第
二
に
よ
る
報
告
書
を
取
り
繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
七
月
一
三
日
財
務
省
令
第
五
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
九
月
一
四
日
財
務
省
令
第
六
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
三
〇
日
財
務
省
令
第
六
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
表
の
規
定
は
、
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
四
日
財
務
省
令
第
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
改
正
前
の
様
式
又
は
書
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
〇
月
一
八
日
財
務
省
令
第
二
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
一
月
八
日
財
務
省
令
第
三
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
二
十
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第

四
号
並
び
に
第
八
条
の
二
の
二
第
一
号
の
改
正
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
一
三
日
財
務
省
令
第
三
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
一
九
日
財
務
省
令
第
八
号
）
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こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
四
月
一
日
財
務
省
令
第
三
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
四
条
（
覚
せヽ
いヽ
剤
取
締
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
五
十

二
号
）
第
九
条
第
一
項
第
二
号
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
の
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
四
月
三
日
財
務
省
令
第
三
九
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
進
展
に
伴
う
金
融
取
引
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
の
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
五
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
別
紙
様
式
第
二
に
よ
る
申
請
書
並
び
に
改
正
後
の
外
国
為
替
の
取
引
等
の
報
告
に
関
す
る
省
令
別
紙
様
式
第
一
及
び
第
二
に
よ
る
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、

改
正
前
の
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
別
紙
様
式
第
二
に
よ
る
申
請
書
並
び
に
改
正
前
の
外
国
為
替
の
取
引
等
の
報
告
に
関
す
る
省
令
別
紙
様
式
第
一
及
び
第
二
に
よ
る
報
告
書
を
取
り
繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
四
月
三
〇
日
財
務
省
令
第
四
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
五
月
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
七
月
一
〇
日
財
務
省
令
第
六
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
〇
月
三
〇
日
財
務
省
令
第
六
八
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
財
務
省
令
第
九
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
八
日
財
務
省
令
第
九
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
五
月
二
〇
日
財
務
省
令
第
四
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
災
害
対
策
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
五
月
二
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
七
月
一
六
日
財
務
省
令
第
五
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
七
月
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
九
月
一
日
財
務
省
令
第
六
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
一
一
月
一
〇
日
財
務
省
令
第
七
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
よ
る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
金
融
の
機
能
の
強
化
及
び
安
定
の
確
保
を
図
る
た
め
の
銀
行
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
十
一

月
二
十
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
三
一
日
財
務
省
令
第
一
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
年
金
制
度
の
機
能
強
化
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十

二
条
の
二
第
八
号
の
改
正
規
定
は
、
改
正
法
附
則
第
一
条
第
七
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
五
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
省
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
号
ハ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
国
民
年
金
手
帳
（
改
正
法

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
民
年
金
手
帳
を
い
い
、
当
該
国
民
年
金
手
帳
に
自
然
人
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日
の
記
載

が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
年
金
制
度
の
機
能
強
化
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
（
令
和
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
五
号
）
附
則
第
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
令
に
よ
る
改
正
後
の
省
令
に
規
定
す
る
基
礎
年
金
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
と
み
な
さ
れ
る
間
は
、
新
省
令
別
表
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
書
類
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
五
月
九
日
財
務
省
令
第
四
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
五
月
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）
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３
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
別
紙
様
式
第
二
及
び
第
五
か
ら
第
十
四
ま
で
の
様
式
に
よ
る
申
請
書
並
び
に
新
報
告
省
令
別
紙
様
式
第
三
及
び
第
四
の
様
式
に
よ
る
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
改

正
前
の
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
別
紙
様
式
第
二
及
び
第
五
か
ら
第
十
四
ま
で
の
様
式
に
よ
る
申
請
書
並
び
に
改
正
前
の
外
国
為
替
の
取
引
等
の
報
告
に
関
す
る
省
令
別
紙
様
式
第
三
及
び
第
四
の
様
式
に
よ
る
報
告
書
を
取
り
繕
い

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
二
月
一
日
財
務
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
五
月
一
一
日
財
務
省
令
第
三
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
五
月
二
六
日
財
務
省
令
第
三
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
目
次
の
改
正
規
定
及
び
第
二
章
中
第
十
五
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
第
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中

「
、
第
十
七
条
の
四
第
一
項
及
び
第
五
十
五
条
の
九
の
四
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
第
十
七
条
の
四
第
一
項
」
と
す
る
。

３
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
別
紙
様
式
第
二
及
び
第
五
か
ら
第
十
四
ま
で
の
様
式
に
よ
る
申
請
書
並
び
に
改
正
後
の
外
国
為
替
の
取
引
等
の
報
告
に
関
す
る
省
令
別
紙
様
式
第
一
、
第
二
、
第
二
十
三
及

び
第
二
十
四
の
様
式
に
よ
る
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
前
の
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
別
紙
様
式
第
二
及
び
第
五
か
ら
第
十
四
ま
で
の
様
式
に
よ
る
申
請
書
並
び
に
改
正
前
の
外
国
為
替
の
取
引
等
の
報
告
に
関
す
る

省
令
別
紙
様
式
第
一
、
第
二
、
第
二
十
三
及
び
第
二
十
四
の
様
式
に
よ
る
報
告
書
を
取
り
繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
一
月
一
一
日
財
務
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
六
月
二
五
日
財
務
省
令
第
四
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
五
年
政
令
第
三
百
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
六
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
（
第
八
条
関
係
）

一
　
自
然
人
で
あ
る
顧
客
又
は
代
表
者
等
（
次
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
本
人
確
認
書
類

イ
　
運
転
免
許
証
等
（
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
九
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
運
転
免
許
証
及
び
同
法
第
百
四
条
の
四
第
五
項
（
同
法
第
百
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定

す
る
運
転
経
歴
証
明
書
を
い
う
。
）
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三

年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
証
明
書
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
第
八
条
の

二
の
二
に
規
定
す
る
旅
券
等
若
し
く
は
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
四
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
船
舶
観
光
上
陸
許
可
書
（
そ
の
交
付
に
際
し
て
当
該
交
付
を
受
け
る
者
の
同
法
第
二
条
第
五
号
に
掲
げ
る
旅
券
の
写

し
が
貼
り
付
け
ら
れ
た
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
単
に
「
船
舶
観
光
上
陸
許
可
書
」
と
い
う
。
）
又
は
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
療
育
手
帳
若
し
く
は
戦
傷
病
者
手
帳
（
当
該
自
然
人
の
氏
名
、
住

所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日
の
記
載
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
で
、
銀
行
等
が
提
示
又
は
送
付
を
受
け
る
日
に
お
い
て
有
効
な
も
の

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
官
公
庁
か
ら
発
行
さ
れ
、
又
は
発
給
さ
れ
た
書
類
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
、
当
該
自
然
人
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日
の
記
載
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
官
公
庁
が
当
該
自
然

人
の
写
真
を
貼
り
付
け
た
も
の
（
銀
行
等
が
提
示
又
は
送
付
を
受
け
る
日
前
六
月
以
内
に
作
成
さ
れ
た
も
の
（
有
効
期
間
又
は
有
効
期
限
の
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
銀
行
等
が
提
示
又
は
送
付
を
受
け
る
日
に
お
い
て
有
効
な

も
の
）
に
限
る
。
）

ハ
　
国
民
健
康
保
険
、
健
康
保
険
、
船
員
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
若
し
く
は
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
、
健
康
保
険
日
雇
特
例
被
保
険
者
手
帳
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
若
し
く
は
地
方
公
務
員
共
済
組
合
の
組
合
員
証
、
私
立

学
校
教
職
員
共
済
制
度
の
加
入
者
証
、
児
童
扶
養
手
当
証
書
若
し
く
は
母
子
健
康
手
帳
（
当
該
自
然
人
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日
の
記
載
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
で
、
銀
行
等
が
提
示
若
し
く
は
送
付
を
受
け
る

日
に
お
い
て
有
効
な
も
の
又
は
特
定
為
替
取
引
若
し
く
は
資
本
取
引
に
係
る
契
約
締
結
等
行
為
を
行
う
た
め
の
申
込
み
若
し
く
は
承
諾
に
係
る
書
類
に
顧
客
が
押
印
し
た
印
鑑
に
係
る
印
鑑
登
録
証
明
書
で
、
銀
行
等
が
提
示
若

し
く
は
送
付
を
受
け
る
日
前
六
月
以
内
に
作
成
さ
れ
た
も
の

ニ
　
印
鑑
登
録
証
明
書
（
ハ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
、
戸
籍
の
附
票
の
写
し
、
住
民
票
の
写
し
又
は
住
民
票
の
記
載
事
項
証
明
書
（
地
方
公
共
団
体
の
長
の
住
民
基
本
台
帳
の
氏
名
、
住
所
そ
の
他
の
事
項
を
証
す
る
書
類
を
い

う
。
）
で
、
銀
行
等
が
提
示
又
は
送
付
を
受
け
る
日
前
六
月
以
内
に
作
成
さ
れ
た
も
の

ホ
　
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
官
公
庁
か
ら
発
行
さ
れ
、
又
は
発
給
さ
れ
た
書
類
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
、
当
該
自
然
人
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日
の
記
載
が
あ
る
も
の
（
銀
行
等
が
提
示

又
は
送
付
を
受
け
る
日
前
六
月
以
内
に
作
成
さ
れ
た
も
の
（
有
効
期
間
又
は
有
効
期
限
の
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
銀
行
等
が
提
示
又
は
送
付
を
受
け
る
日
に
お
い
て
有
効
な
も
の
）
に
限
る
。
）
（
財
務
大
臣
が
指
定
す
る
も
の

を
除
く
。
）

二
　
第
八
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
本
人
確
認
書
類
　
第
八
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
旅
券
等
又
は
船
舶
観
光
上
陸
許
可
書

三
　
法
人
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
本
人
確
認
書
類

イ
　
当
該
法
人
の
設
立
の
登
記
に
係
る
登
記
事
項
証
明
書
（
当
該
法
人
が
設
立
の
登
記
を
し
て
い
な
い
と
き
は
、
当
該
法
人
を
所
轄
す
る
行
政
機
関
の
長
の
当
該
法
人
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
証
す
る
書
類
）
又

は
印
鑑
登
録
証
明
書
で
、
当
該
法
人
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
記
載
が
あ
る
も
の
（
銀
行
等
が
提
示
又
は
送
付
を
受
け
る
日
前
六
月
以
内
に
作
成
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
官
公
庁
か
ら
発
行
さ
れ
、
又
は
発
給
さ
れ
た
書
類
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
、
当
該
法
人
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
記
載
が
あ
る
も
の
（
銀
行
等
が
提
示
又
は
送
付
を
受
け

る
日
前
六
月
以
内
に
作
成
さ
れ
た
も
の
（
有
効
期
間
又
は
有
効
期
限
の
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
銀
行
等
が
提
示
又
は
送
付
を
受
け
る
日
に
お
い
て
有
効
な
も
の
）
に
限
る
。
）

四
　
外
国
人
（
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
自
然
人
を
い
い
、
本
邦
に
在
留
し
て
い
る
者
（
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国

軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
第
九
条
第
一
項
又
は
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
日
本
国
に
入
国
し
た
者
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）
及
び
外
国
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す
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る
法
人
に
係
る
本
人
確
認
書
類
　
第
一
号
又
は
第
三
号
に
定
め
る
も
の
（
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
号
中
「
旅
券
等
」
と
あ
る
の
は
「
旅
券
等
（
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
の
二
の
二
中
「
当
該
自
然
人
」
と
あ
る
の
は
、

「
当
該
外
国
人
」
と
す
る
。
）
」
と
、
「
当
該
自
然
人
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
外
国
人
」
と
、
第
三
号
中
「
当
該
法
人
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
外
国
に
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
法
人
」
と
す
る
。
）
の
ほ
か
、
日
本
国
政
府
の

承
認
し
た
外
国
政
府
又
は
権
限
あ
る
国
際
機
関
が
発
行
し
た
書
類
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
、
第
一
号
又
は
第
三
号
に
準
ず
る
も
の
（
当
該
顧
客
が
自
然
人
の
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日

の
記
載
が
あ
る
も
の
に
、
法
人
の
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
記
載
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
で
、
銀
行
等
が
提
示
又
は
送
付
を
受
け
る
日
前
六
月
以
内
に
作
成
さ
れ
た
も
の
（
有
効
期
間
又
は
有

効
期
限
の
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
銀
行
等
が
提
示
又
は
送
付
を
受
け
る
日
に
お
い
て
有
効
な
も
の
に
限
る
。
）
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別
紙
様
式
第
一

別紙様式第一（平10蔵令28・全改、平12蔵令69・平16財令13・令元財令9・令2財令68・一部改正）根拠法規：外国為替に関する省令主務官庁：財務省居住性の認定申請書財務大臣殿申請年月日申請者：氏名又は名称及び代表者の氏名国籍住所又は所在地職業又は業種本邦内における住所、担当者所在地又は連絡先電話下記のとおり申請します。1申請の理由4所得の主な源泉5家族同伴の有無（家族の同伴があ2滞在の目的る場合はその氏名）6その他の事項3滞在期間上記申請については、申請者をと認定する。記名押印認定年月日認定番号（日本産業規格A4）（裏面）（記入要領）1「1申請の理由」欄には、「入国後6カ月を超える見込みであるが、引き続き本邦滞在期間中非居住者として取り扱われることを希望するため」等、認定を必要とする理由を具体的に記入すること。2入国後6カ月を超える見込みである場合において、引き続き非居住者として取り扱われることを希望するため本申請書を申請する場合には、「3滞在期間」欄には、本邦への入国年月日、本邦からの出国予定年月日及び滞在日数を、「4所得の主な源泉」欄には、「本国にある〇〇からの外貨送金による」等、滞在費の調達の源泉を具体的に記入すること。
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別
紙
様
式
第
二

別紙様式第二 

根拠法規：外国為替に関する省令 

主務官庁：財 務 省      

 

 支 払 

支 払 の 受 領 許 可 申 請 書 

 

 
 財 務 大 臣 殿 

   (日本銀行経由) 申請年月日                      

申請者： 

氏名又は名称及び

代 表 者 の 氏 名 

 

                  

国 籍       

居住者 (該当分に○) 
非居住者        

住所又は所在地                   
 

職 業 又 は 業 種       
担当者 
電 話         

 

 下記のとおり申請します。 

1 許可を受ける

義務が課された

法律上の根拠(該

当する条項すべて

に○) 

 外国為替及び外国貿易法(昭和24年法律第228号) 

第16条第1項 

 同 法 第16条第2項 

 同 法 第16条第3項 

 同 法 第16条の2  

2 支払(又は支払

の受領)の相手方 

(1) 氏名又は名称  

(2) 住所又は所在地  

(3) 職業又は業種  

3 支払(又は支払の受領)の金額 5 支払(又は支払の受領)の理由 

4 支払(又は支払の受領)の時期 6 その他の事項 

 上記申請は、 

記名押印             

 許 可 年 月 日  

許 可 番 号  

許可の有効期間  

 (日本産業規格A4) 
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 (裏面) 

 

 (記入要領) 

   1 本申請書は、支払又は支払の受領の別に記入すること。この場合において、支払

にあつては様式中「支払の受領」及び「(又は支払の受領)」の字句を、支払の受領

にあつては、様式中「支払」の字句を消すこと。 

   2 「1 許可を受ける義務が課された法律上の根拠」欄は、許可を受ける義務が課

された支払又は支払の受領の根拠規定として該当する条項に○印を付すこと。 

     なお、二以上の規定に基づき許可を受ける義務が課された支払又は支払の受領

について許可の申請を行う場合には、該当する条項すべてに○印を付すこと。 

   3 「2 支払(又は支払の受領)の相手方」欄中「(2) 住所又は所在地」欄には、国

又は地域名も記入すること。 

   4 「3 支払(又は支払の受領)の金額」欄は、決済通貨により記入すること。この

場合において、決済通貨が外国通貨又は電子決済手段等(外国為替及び外国貿易法

第6条第1項第9号に規定する電子決済手段等をいう。以下同じ。)の場合には、本邦

通貨に換算した金額も記入すること(例：○○米ドル 本邦通貨に換算した金額：

○○円)。また、支払又は支払の受領が外国通貨又は電子決済手段等以外のその他

の財産的価値(動産及び不動産を含む。以下「その他の財産的価値」という。)であ

る場合には、当該その他の財産的価値及び当該その他の財産的価値を本邦通貨に換

算した金額を記入すること。なお、当該その他の財産的価値が複数あるときは、そ

の他の財産的価値毎に記入すること(例：宝石：○○円、自動車：○○円)。 

   5 「4 支払(又は支払の受領)の時期」欄には、例えば、「許可あり次第」、「○

○年○○月及び○○年○○月に半額ずつ分割送金」等と記入すること。 

   6 「5 支払(又は支払の受領)の理由」欄には、その理由を簡潔に記入し、詳細に

ついて説明する必要がある場合には、別紙として理由書又は説明書を添付すること。 

   7 外国為替及び外国貿易法第16条の2の規定に基づき許可を受ける義務が課された

支払又は支払の受領に係る許可の申請を行う場合には、「6 その他の事項」欄

に、当該支払又は支払の受領を指定した通知の番号及び通知年月日を記入すること。 

   8 上記様式に記入することができない場合は、日本産業規格A4の用紙により上記事

項の順序に従つて記入するか、別紙を添付して差し支えない。 

   9 本申請書は、日本語により作成すること。 
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  銀行等、資金移動業者又は電子決済手段等取引業者等の記入欄 

 為替取引又は電子決済

手段等の移転等を行つ

た年月日 

金 額 

銀行等、資金移動業者又は

電子決済手段等取引業者

等確認欄 
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別
紙
様
式
第
三

別紙様式第三（平10蔵令28・全改、平12蔵令69・平15財令81・令元財令9・令2財令68・一部改正）根拠法規：外国為替に関する省令主務官庁：財務省輸出支払手段等の許可申請書輸入税関長殿申請年月日申請者：氏名又は名称及び代表者の氏名居住者（該当分に〇）国籍非居住者住所又は所在地担当者職業又は業種電話下記のとおり申請します。1輸出（又は輸入）しようとする3輸出（又は輸入）の方法支払手段等支払手段等の種類4輸出（又は輸入）の時期数量5輸出（又は輸入）の理由金額2輸出（若しくは輸入）の相手方6その他の事項又は仕向地（若しくは積出地）上記申請は、記名押印許可年月日許可番号許可の有効期間（日本産業規格A4）（裏面）（記入要領）1本申請書は、支払手段等の輸出又は輸入の別に記入すること。この場合において、輸出にあつては様式中「輸入」、「（又は輸入）」、「（若しくは輸入）」及び「（若しくは積出地）」の字句を、輸入にあつては様式中「輸出」及び「仕向地」の字句を消すこと。2本申請書において支払手段等とは、外国為替及び外国貿易法第19条第1項に規定する支払手段又は同法第6条第1項第11号に規定する証券若しくは同条第1項第10号に規定する貴金属をいう。3「1輸出（又は輸入）しようとする支払手段等」欄中「支払手段等の種類」欄には、支払手段等の具体的名称（アメリカ合衆国〇〇米ドル紙幣、第〇〇回米国財務省証券等）を記入すること。4「2輸出（若しくは輸入）の相手方又は仕向地（若しくは積出地）」欄には、輸出又は輸入した後に引き渡しを行う相手方の氏名若しくは名称、住所若しくは所在地（国、又は地域名を含む。）並びに職業若しくは業種を、またこれ以外の場合にあつては、輸出（若しくは輸入）の仕向地（若しくは積出地）を記入すること。5「3輸出（又は輸入）の方法」欄には、携帯、国際郵便又は一般の通関手続等、具体的な輸出（又は輸入）の方法を記入すること。6「5輸出（又は輸入）の理由」欄には、その理由を簡潔に記載し、詳細について説明する必要がある場合には、別紙として理由書又は説明書を添付すること。7上記様式に記入することができない場合は、日本産業規格A4の用紙により上記事項の順序に従つて記入するか、別紙用紙を添付して差し支えない。8本申請書は、日本語により作成すること。〇以下の方は本届出書を提出して下さい。携帯して現金などの支払手段等を輸出（国外への持出し）又は輸入（国内への持込み）しようとする際に、下記1のの合計金額が100万円（＊）相当額を超える方、又は下記1のの合計重量が1キログラムを超える方、又は両方に該当する方は本届出書を提出してください。＊北朝鮮を仕向地とする輸出の場合は10万円〇本届出書の記入に当たっては、裏面の記入要領等を御参照下さい。
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別
紙
様
式
第
四
（
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
に
基
づ
く
届
出
用
）

別紙様式第四（外国為替及び外国貿易法に基づく届出用）（令2財令68・全改）根拠法規：外国為替に関する省令主務官庁：財務省□輸出支払手段等の携帯届出書□輸入税関長殿届出年月日年月日氏名（漢字）（ローマ字）届住所出生年月日者国籍旅券番号以下のとおり届出します。1輸出（又は輸入）しようとする支払手段等の種類、金額等支払手段又は証券□現金（原通貨で記入）□小切手（旅行小切手を含む。）□約束手形□証券（有価証券に限る。）合計金額（100万円（＊）未満切捨て）万円＊北朝鮮を仕向地とする輸出の場合は10万円□貴金属（金の地金で純度90％以上のものに限る。）合計重量（1キログラム未満切捨て）キログラム2仕向地（又は積出地）の名称□輸出しようとする場合［搭乗機（船舶）名：］［降機（船）地名：］□輸入しようとする場合［搭乗機（船舶）名：］［乗機（船）地名：］3輸出（又は輸入）の実行の日□届出の日□届出の日の翌日署名税関記入欄届出受理年月日（裏面）［記入要領］1様式中の□の該当欄にチェックをして下さい。2氏名は楷書で丁寧に御記入下さい。3支払手段又は証券の金額は、以下のようにして下さい。支払手段（現金、小切手（旅行小切手を含みます。）及び約束手形をいいます。）の額は、その表示される額証券（金融商品取引法（昭和23年法律第25号）第2条第1項に規定する有価証券（国債、株券等）に限ります。）の額は、届出しようとする日の時価、帳簿価額又は取得価額のいずれか大きい額現金、小切手（旅行小切手を含みます。）、約束手形又は有価証券の欄は原通貨又は表示通貨で記入して下さい。なお、枠内に記入できない場合には、下記の「その他の事項」欄に記入して下さい。合計金額は、100万円未満を切り捨てた上で、記入して下さい。＊北朝鮮を仕向地とする輸出の場合は10万円外国通貨から本邦通貨に換算する場合に使用する換算相場は、関税定率法施行規則（昭和44年大蔵省令第16号）第1条に規定する外国為替相場を用いて下さい。4貴金属の合計重量はキログラム未満を切り捨てた上で、記入して下さい。5「3輸出（又は輸入）の実行の日」欄中「届出の日の翌日」とは、出国の際に利用する航空機又は船舶の出港予定日が本届出書の税関への提出の日の翌日となっているものをいいます。6作成に当たって御不明な点は税関職員にお尋ね下さい。（その他の事項）［留意事項］携帯して、100万円相当額を超える現金（通貨の種類を問いません。）、小切手（旅行小切手を含みます。）、約束手形、有価証券又は1キログラムを超える金の地金を輸出又は輸入しようとする場合には、外国為替及び外国貿易法（昭和24年法律第228号）第19条第3項の規定に基づき、この様式による届出書を作成の上、輸出（国外への持出し）又は輸入（国内への持込み）の当日ないし前日に、出入国する空港又は港を管轄する税関に届け出る必要があります（届出をしないで又は虚偽の届出をして輸出又は輸入をした場合には同法違反として罰則が科されることがあります。）。＊北朝鮮を仕向地とする輸出の場合は10万円（備考）本届出書は、外国語により作成して差し支えない。
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別
紙
様
式
第
五

別紙様式第五 

根拠法規：外国為替に関する省令 

主務官庁：財 務 省      

 

預 金 

信 託 

金 銭 の 貸 借 

債 務 の 保 証 

支払手段又は債権の売買 

金 の 地 金 の 売 買 

そ の 他 の 売 買 

契約に基づく債権の発生等に係る取引許可申請書 

 
 財 務 大 臣 殿 

  (日本銀行経由) 申請年月日                      

申請者： 

氏名又は名称及び

代 表 者 の 氏 名 

 

                  

国 籍       

居住者 
    (該当分に○) 
非居住者        

住所又は所在地                   

 

職 業 又 は 業 種       

担当者 

電 話         

 下記のとおり申請します。 

1 許可を受ける
義務が課された
法律上の根拠 
(該当する条項す
べてに○) 

 外国為替及び外国貿易法(昭和24年法律第228号) 
第21条第1項 

      同 法 第21条第2項 

      同 法 第22条第1項 

2 

取 引の

相 手方 

(1) 氏名又は名称  

(2) 国 籍 居住者    非居住者    (該当分に○) 

(3) 住所又は所在地  

(4) 職業又は業種  

3 取 引 の 内 容  

4 金 額  

5 取 引 の 時 期  

6 取引を行おうとする理由  

7 そ の 他 の 事 項  

 上記申請は、 

記名押印           

 許 可 年 月 日  

許 可 番 号  

許可の有効期間  

 (日本産業規格A4) 
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 (裏面) 

 (記入要領) 

   1 本申請書は、行おうとする取引の別に記入すること。この場合において、様式中

行おうとする取引以外の取引の字句を消すこと。(なお、同一の取引の相手方との

間において、二以上の取引を同時に行おうとする場合には同一の様式により記入し

て差し支えない。) 

   2 「1 許可を受ける義務が課された法律上の根拠」欄には、許可を受ける義務が

課された取引の根拠規定として該当する条項に○印を付すこと。 

     なお、二以上の規定に基づき許可を受ける義務が課された取引について許可の

申請を行う場合には、該当する条項すべてに○印を付すこと。 

   3 「2 取引の相手方」欄中「(3) 住所又は所在地」欄には、国又は地域名も記入

すること。 

   4 「3 取引の内容」欄には、例えば「上記相手方に外貨預金勘定を開設するこ

と」、「上記相手方に本邦通貨を売却しアメリカ合衆国通貨を買い入れること」等、

取引の内容を具体的に記入すること。なお、同一の取引の相手方との間において二

以上の規定の取引を同時に行おうとする場合には、その旨を明らかにすること。 

   5 支払手段又は債権の売買契約に基づく債権の発生等に係る取引について許可の申

請を行う場合には、その売買契約の対価の金額を、また、金の地金の売買契約に基

づく債権の発生等に係る取引について許可の申請を行う場合には、その売買契約の

対象となる金の地金の重量を「4 金額」欄に併せて記入すること。なお、外国為

替及び外国貿易法第20条の2の規定により資本取引とみなされる電子決済手段等取

引についての許可の申請を行う場合には、その取引の対象となる電子決済手段等の

数量及び本邦通貨に換算した金額(対価が金銭である場合等その財産的価値が金銭

で確定されている場合にはその金銭の額)を同欄に記入すること(例：○○ビットコ

イン(BTC)、本邦通貨に換算した金額：○○円)。 

   6 「6 取引を行おうとする理由」欄には、その理由を簡潔に記入し、詳細につい

て説明する必要がある場合には、別紙として理由書又は説明書を添付すること。 

   7 金銭の貸借契約に基づく債権の発生等に係る取引について許可の申請を行う場合

には、当該契約の条件(金利、期間、返済方法)を、また、外国為替及び外国貿易法

第22条第1項の規定に基づき許可を受ける義務が課された取引に係る許可の申請を

行う場合には、当該取引を指定した通知の番号及び通知年月日を「7 その他の事

項」欄に記入すること。 

   8 上記様式に記入することができない場合には、日本産業規格A4の用紙により上記

事項に従つて記入するか、別紙を添付して差し支えない。 

   9 本申請書は、日本語により作成すること。 

 

  銀行等、資金移動業者又は電子決済手段等取引業者等の記入欄 

為替取引又は電子決済手段

等の移転等を行つた年月日 
金 額 

銀行等、資金移動業者又は電子
決済手段等取引業者等確認欄 
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別
紙
様
式
第
六

別紙様式第六 

根拠法規：外国為替に関する省令 

主務官庁：財 務 省      

 証券の 
取 得 

譲 渡 
許可申請書  

 財 務 大 臣 殿 

  (日本銀行経由) 

 申請年月日                      

申請者： 

氏名又は名称及び

代 表 者 の 氏 名 

 

                  

住所又は所在地                   

 

職 業 又 は 業 種       

担当者 

電 話         

 下記のとおり申請します。 

1 許可を受ける
義務が課された
法律上の根拠 
(該当する条項
すべてに○) 

 外国為替及び外国貿易法(昭和24年法律第228号) 
第21条第1項 

 
     同 法 第21条第2項 

 
     同 法 第22条第1項 

２

取
引
の
相
手
方 

(1) 氏名又は名称  

(2) 国 籍  

(3) 住所又は所在地  

(4) 職業又は業種  

３ 

証

券

の

内

容 
証 券 の 種 類 

(該当分に○) 

イ 公債 ロ 社債(普通・転換、国内発行・海外発行) 
ハ 株式 ニ 持分 ホ その他(具体的に記入するこ
と。) 

銘 柄 
表示

通貨 
数量 

額面

金額 

取 得
(又 は
譲 渡)
総 額 

株式又は持分の場合は
申請時に所有する同一
銘柄の株式又は持分の
数量及び額面金額 

      

債券の場合は償還時
期 

 

4 取得(又は譲渡)の態様 

  (該当分に○) 

イ 市場経由(取得又は譲渡の市場を記入すること。) 

ロ その他(具体的に記入すること。) 

5 取得(又は譲渡)の時期  

6 支払(又は支払の受領)

の時期 
 

 (日本産業規格A4) 
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 (裏面) 

7 取得(又は譲渡)をしようと

する理由 
 

8 そ の 他 の 事 項  

 上記申請は、 

記名押印           

 許 可 年 月 日  

許 可 番 号  

許可の有効期間  

 

 (記入要領) 

   1 本申請書は、取得又は譲渡の別に記入すること。この場合において、取得の場合

にあつては様式中「譲渡」、「(又は譲渡)」及び「(又は支払の受領)」の字句を、

譲渡の場合にあつては様式中「取得」及び「支払」の字句を消すこと。 

   2 本申請書において証券とは、外国為替及び外国貿易法第6条第1項第11号に規定す

る証券をいう。 

   3 「1 許可を受ける義務が課された法律上の根拠」欄には、許可を受ける義務が

課された証券の取得又は譲渡の根拠規定として該当する条項に○印を付すこと。 

     なお、二以上の規定に基づき許可を受ける義務が課された証券の取得又は譲渡

について許可の申請を行う場合には、該当する条項すべてに○印を付すこと。 

   4 「2 取引の相手方」欄中「(3) 住所又は所在地」欄には、国又は地域名も記入

すること。 

   5 「7 取得(又は譲渡)をしようとする理由」欄には、その理由を簡潔に記入し、

詳細について説明する必要がある場合には、別紙として理由書又は説明書を添付す

ること。 

   6 外国為替及び外国貿易法第22条第1項の規定に基づき許可を受ける義務が課され

た証券の取得又は譲渡に係る許可の申請を行う場合には、「8 その他の事項」欄

に、当該証券の取得又は譲渡を指定した通知の番号及び通知年月日を記入すること。 

   7 上記様式に記入することができない場合は、日本産業規格A4の用紙により上記事

項の順序に従つて記入するか、別紙を添付して差し支えない。 

   8 本申請書は、日本語により作成すること。 

 

  銀行等、資金移動業者又は電子決済手段等取引業者等の記入欄 

為替取引又は電子決済手段

等の移転等を行つた年月日 
金 額 

銀行等、資金移動業者又は電子
決済手段等取引業者等確認欄 
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別
紙
様
式
第
七

別紙様式第七 

根拠法規：外国為替に関する省令 

主務官庁：財 務 省      

証券の発行又は募集許可申請書 

 財 務 大 臣 殿 

  (日本銀行経由) 

 申請年月日                      

申請者： 

氏名又は名称及び

代 表 者 の 氏 名 

 

                  

国 籍       

居住者 
    (該当分に○) 
非居住者       

住所又は所在地                   

 

職 業 又 は 業 種       

担当者 

電 話        

 下記のとおり申請します。 

1 許可を受ける義務が
課された法律上の根拠 
(該当する条項すべて
に○) 

 外国為替及び外国貿易法(昭和24年法律第228号) 
第21条第1項 

      同 法 第21条第2項 

      同 法 第22条第1項 

２ 

発
行
又
は
募
集
の
内
容
及
び
時
期 

(1) 
イ 種 類  (5) 発行又は募集の方法 

集
す
る
証
券 

発
行
又
は
募 

ロ 数 量  

 

発
行
又
は
募
集
の
条
件 

イ 利 率 等  ハ 額面金額及び
総額 

 

(2) 引受契約又は買取契
約締結の時期及び場所 

 
ロ 果実の支払

方法 
 

(3) 発行又は募集の時期
及び場所 

 
ハ 元本の償還

方法 
 

(4) 上場の有無及び上場
する場所 

 ニ そ の 他  

3 発行又は募集の関係者の氏

名(又は名称)、住所(又は所在

地)及び職業(又は業種) 

(1) 引受人又は買取人 

(2) 財務代理人(又は受託者)及び支払代理人 

4 発行又は募集をしようとす

る理由 
 

5 そ の 他 の 事 項 

(1) 担保又は保証 (3) その他 

(2) 準拠法及び裁判管轄権 

 上記申請は、 

記名押印           

 許 可 年 月 日  

許 可 番 号  

許可の有効期間  

 (日本産業規格A4) 
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 (裏面) 

 (記入要領) 

   1 本申請書において証券とは、外国為替及び外国貿易法第6条第1項第11号に規定す

る証券をいう。 

   2 非居住者の本申請について代理人がいる場合には、申請者の欄の下に、その代理

人の氏名(又は名称)、住所(又は所在地)、職業(又は業種)及び担当者の氏名(電話

番号)についても記入すること。 

   3 「1 許可を受ける義務が課された法律上の根拠」欄には、許可を受ける義務が

課された証券の発行又は募集の根拠規定として該当する条項に○印を付すこと。 

     なお、二以上の規定に基づき許可を受ける義務が課された証券の発行又は募集

について許可の申請を行う場合には、該当する条項すべてに○印を付すこと。 

   4 「2 発行又は募集の内容及び時期」欄中「(1) 発行又は募集する証券」欄の

「イ 種類」欄には、普通株式、優先株式、普通社債、劣後債、転換社債、新株引

受権付社債、新株予約権付社債等の証券の種類のほか、商品性(固定利付債、変動

利付債、二重通貨建債等)についても記入すること。 

   5 「2 発行又は募集の内容及び時期」欄中「(6) 発行又は募集の条件」欄の「イ

 利率等」欄には、利率、発行価格、応募者利回り、償還価格、利子の支払時期を

記入し、二重通貨建債の場合には、償還時の通貨及び為替相場を記入すること。 

     また、「ハ 元本の償還方法」欄には、元本の償還方法を記入するとともに、

当該証券の最終償還時期(年限を内書すること)についても記入し、当該証券に期限

前償還条項が付されている場合は、当該償還条件(期限前償還の時期、償還価格等)

についても記入すること。 

    「ニ その他」欄には、転換社債、新株引受権付社債又は新株予約権付社債等の

場合には、その転換等の条件(転換又は行使期限、為替相場、転換又は行使価格等)

について記入すること。 

   6 「4 発行又は募集をしようとする理由」欄には、資金使途についても記入し、

詳細について説明する必要がある場合には、別紙として理由書又は説明書を添付す

ること。 

   7 格付けを取得している場合には、その取得をしている格付けを、また、外国為替

及び外国貿易法第22条第1項の規定に基づき許可を受ける義務が課された証券の発

行又は募集に係る許可の申請を行う場合には、当該証券の発行又は募集を指定した

通知の番号及び通知年月日を「5 その他の事項」欄中「(3) その他」欄に記入す

ること。 

   8 上記様式に記入することができない場合は、日本産業規格A4の用紙により上記事

項の順序に従つて記入するか、別紙を添付して差し支えない。 

   9 本申請書は、日本語により作成すること。 

 

  銀行等、資金移動業者又は電子決済手段等取引業者等の記入欄 

為替取引又は電子決済手段

等の移転等を行つた年月日 
金 額 

銀行等、資金移動業者又は電子
決済手段等取引業者等確認欄 
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別
紙
様
式
第
八

別紙様式第八 

根拠法規：外国為替に関する省令 

主務官庁：財 務 省      

金融指標等先物契約に基づく債権の発生等に係る取引許可申請書 

 財 務 大 臣 殿 

  (日本銀行経由) 
 申請年月日                      

申請者： 

氏名又は名称及び

代 表 者 の 氏 名 

 

                  

国 籍       

居住者 
    (該当分に○) 
非居住者       

住所又は所在地                   

 

職 業 又 は 業 種       

担当者 

電 話        

 下記のとおり申請します。 

1 許可を受ける
義務が課された
法律上の根拠 
(該当する条項
すべてに○) 

 外国為替及び外国貿易法(昭和24年法律第228号) 
第21条第1項 

      同 法 第21条第2項 

      同 法 第22条第1項 

２
取
引
の
相
手
方 

(1) 氏名又は名称  

(2) 国 籍 居住者    非居住者    (該当分に○) 

(3) 住所又は所在地  

(4) 職業又は業種  

３ 

先
物
契
約
の
内
容 

(1) 対 象 商 品  (5) 最終取引日  

(2) 取 引 価 額  (6) 最終決済日  

(3) 取 引 の 別  (7) 証 拠 金 
当初証拠金 

維持証拠金 

(4) 限 月  (8) そ の 他  

4 先 物 契 約 の 時 期  

5 支 払 の 時 期  

6 契約しようとする理由  

7 そ の 他 の 事 項  

 上記申請は、 
記名押印           

 許 可 年 月 日  

許 可 番 号  

許可の有効期間  

 (日本産業規格A4) 
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 (裏面) 

 (記入要領) 

   1 本申請書において金融指標等先物契約とは、外国為替及び外国貿易法第6条第1項

第14号に規定する契約をいう。 

   2 「1 許可を受ける義務が課された法律上の根拠」欄には、許可を受ける義務が

課された取引の根拠規定として該当する条項に○印を付すこと。 

     なお、二以上の規定に基づき許可を受ける義務が課された取引について許可の

申請を行う場合には、該当する条項すべてに○印を付すこと。 

   3 「2 取引の相手方」欄中「(3) 住所又は所在地」欄には、国又は地域名も記入

すること。 

   4 「3 先物契約の内容」欄中「(3) 取引の別」欄には、現実指数若しくは現実数

値が約定指数若しくは約定数値を上回つた場合に金銭を支払う立場の当事者とな

るか又は当該金銭を受領する立場の当事者となるかの別を記入すること。 

   5 「6 契約しようとする理由」欄には、その理由を簡潔に記入し、詳細について

説明する必要がある場合には、別紙として理由書又は説明書を添付すること。 

   6 外国為替及び外国貿易法第22条第1項の規定に基づき許可を受ける義務が課され

た取引に係る許可の申請を行う場合には、「7 その他の事項」欄に、当該取引を

指定した通知の番号及び通知年月日を記入すること。 

   7 上記様式に記入することができない場合は、日本産業規格A4の用紙により上記事

項の順序に従つて記入するか、別紙を添付して差し支えない。 

   8 本申請書は、日本語により作成すること。 

 

  銀行等、資金移動業者又は電子決済手段等取引業者等の記入欄 

為替取引又は電子決済手段

等の移転等を行つた年月日 
金 額 

銀行等、資金移動業者又は電子
決済手段等取引業者等確認欄 
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別
紙
様
式
第
九

別紙様式第九 

 根拠法規：外国為替に関する省令 

主務官庁：財 務 省 
 
 外国 

本邦 
にある不動産又はこれに関する権利の取得許可申請書  

 
  財 務 大 臣 殿 

  (日本銀行経由) 

申請年月日                    

申請者： 

氏名又は名称及び

代 表 者 の 氏 名                 

国 籍    

居住者 

非居住者 
(該当分に○) 

住所又は所在地                 

 

職 業 又 は 業 種         

担当者

電 話      

  下記のとおり申請します。 

1 許可を受ける

義務が課された

法律上の根拠 

 (該当する条項

すべてに○) 

 外国為替及び外国貿易法(昭和24年法律第228号) 
第21条第1項 

       同     法     第21条第2項 

       同     法     第22条第1項 

２
取
得
の
相
手
方 

(1) 氏名又は名称  

(2) 国 籍 居住者  非居住者(該当分に○) 

(3) 住所又は所在地  

(4) 職業又は業種  

3 取 得 の 態 様 

(該当分に○) 

イ 購入 ロ 抵当権設定 ハ 賃借 

ニ その他(具体的に記入すること。) 

始期 

終期 

4 不 動 産 の 内 容  

5 不 動 産 の 所 在 地  

６
用
途 

区 分 

(該当分に○) 

イ 店舗 ロ 工場 ハ 倉庫 ニ 居住用 

ホ その他(具体的に記入すること。) 

使 用 計 画  

7 取 得 の 時 期  

8 取 得 の 対 価  

9 支 払 の 時 期  

10 取得をしようとする

理由 
 

11 そ の 他 の 事 項  

  上記申請は、 

記名押印               

 許 可 年 月 日  

許 可 番 号  

許可の有効期間  

 (日本産業規格A4) 
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 (裏面) 

 

 (記入要領) 

   1 本申請書は、取得する不動産又はこれに関する権利について、外国又は本邦の別

に記入すること。この場合において、外国にあつては様式中「本邦」の字句を、本

邦にあつては様式中「外国」の字句を消すこと。 

   2 非居住者の本申請について代理人がいる場合には、申請者の欄の下に、代理人の

氏名(又は名称)、住所(又は所在地)、職業(又は業種)及び担当者の氏名(電話番号)

についても記入すること。 

   3 「1 許可を受ける義務が課された法律上の根拠」欄には、許可を受ける義務が

課された不動産又はこれに関する権利の取得の根拠規定として該当する条項に○

印を付すこと。 

     なお、二以上の規定に基づき許可を受ける義務が課された不動産又はこれに関す

る権利の取得について許可の申請を行う場合には、該当する条項すべてに○印を付

すこと。 

   4 「2 取得の相手方」欄中「(3) 住所又は所在地」欄には、国又は地域名も記入

すること。 

   5 「4 不動産の内容」欄には、不動産の種類、構造、面積等を具体的に記入する

こと。 

   6 「8 取得の対価」欄には実際の取引通貨をもつて記入することとし、「3 取得

の態様」欄において「ロ 抵当権設定」に該当する場合には抵当権設定により担保

される金額を、「ハ 賃借」に該当する場合には一定期間における賃借料及び当該

期間をそれぞれ例にならつてかつこ書すること。 

    (例：(担保される債権の額 100万米ドル)、(賃借料 100万円／月)) 

   7 「10 取得をしようとする理由」欄には、その理由を簡潔に記入し、詳細につい

て説明する必要がある場合には、別紙として理由書又は説明書を添付すること。 

   8 外国為替及び外国貿易法第22条第1項の規定に基づき許可を受ける義務が課され

た不動産又はこれに関する権利の取得に係る許可の申請を行う場合には、「11 そ

の他の事項」欄に、当該不動産又はこれに関する権利の取得を指定した通知の番号

及び通知年月日を記入すること。 

   9 上記様式に記入することができない場合は、日本産業規格A4の用紙により上記事

項の順序に従つて記入するか、別紙を添付して差し支えない。 

   10 本申請書は、日本語により作成すること。 

 

  銀行等、資金移動業者又は電子決済手段等取引業者等の記入欄 

為替取引又は電子決済手段等

の移転等を行つた年月日 
金 額 

銀行等、資金移動業者又は電

子決済手段等取引業者等確

認欄 
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別
紙
様
式
第
十

別紙様式第十 

 根拠法規：外国為替に関する省令 

主務官庁：財 務 省 

本邦にある事務所と外国にある事務所との間の資金の授受許可申請書 

  財 務 大 臣 殿 

  (日本銀行経由) 

 申請年月日                    

申請者： 

名 称 及 び

代 表 者 の 氏 名                 

国 籍    

居住者 

非居住者 
(該当分に○) 

住所又は所在地                 

 

職 業 又 は 業 種         

担当者

電 話      

  下記のとおり申請します。 

1 許可を受ける

義務が課された

法律上の根拠 

 (該当する条項

すべてに○) 

 外国為替及び外国貿易法(昭和24年法律第228号) 
第21条第1項 

       同     法     第21条第2項 

       同     法     第22条第1項 

２
取
引
の
相
手
方 

(1) 氏名又は名称  

(2) 国 籍  

(3) 住所又は所在地  

(4) 職業又は業種  

3 資金の授受の金額 6 資金の授受を行おうとする理由 

4 資金の授受の時期 

7 その他の事項 

5 資金の授受の別(該当分に○) 

 イ 支払 

 ロ 支払の受領 

  上記申請は、 

記名押印            

 許 可 年 月 日  

許 可 番 号  

許可の有効期間  

 (日本産業規格A4) 
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 (裏面) 

 

 (記入要領) 

   1 「1 許可を受ける義務が課された法律上の根拠」欄には、許可を受ける義務が

課された資金の授受の根拠規定として該当する条項に○印を付すこと。 

     なお、二以上の規定に基づき許可を受ける義務が課された資金の授受について許

可の申請を行う場合には、該当する条項すべてに○印を付すこと。 

   2 「2 取引の相手方」欄中「(3) 住所又は所在地」欄には、国又は地域名も記入

すること。 

   3 「6 資金の授受を行おうとする理由」欄には、その理由を簡潔に記入し、詳細

について説明する必要がある場合には、別紙として理由書又は説明書を添付するこ

と。 

   4 外国為替及び外国貿易法第22条第1項の規定に基づき許可を受ける義務が課され

た取引に係る許可の申請を行う場合には、「7 その他の事項」欄に、当該取引を

指定した通知の番号及び通知年月日を記入すること。 

   5 上記様式に記入することができない場合は、日本産業規格A4の用紙により上記事

項の順序に従つて記入するか、別紙を添付して差し支えない。 

   6 本申請書は、日本語により作成すること。 

 

  銀行等、資金移動業者又は電子決済手段等取引業者等の記入欄 

為替取引又は電子決済手段等

の移転等を行つた年月日 
金 額 

銀行等、資金移動業者又は電

子決済手段等取引業者等確

認欄 
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別
紙
様
式
第
十
一

別紙様式第十一 

 根拠法規：外国為替に関する省令 

主務官庁：財 務 省 

対外直接投資に係る証券の取得に関する許可申請書 

  財 務 大 臣 殿 

  (日本銀行経由) 

 申請年月日                  

申請者： 

氏名又は名称及び

代 表 者 の 氏 名               

住所又は所在地               

 

職 業 又 は 業 種       

担当者

電 話     

  下記のとおり申請します。 

1 許可を受ける

義務が課された

法律上の根拠 

 (該当する条項

すべてに○) 

 外国為替及び外国貿易法(昭和24年法律第228号) 
第21条第1項 

       同      法      第21条第2項 

       同      法      第22条第1項 

２ 

取
引
の
相
手
方 

(1) 氏名又は名称 
 

(2) 国 籍 
 

(3) 住所又は所在地 
 

３ 

投
資
先
の
概
要 

(1) 名称及び所在地 

  (該当分に○) 
イ 上記2に同じ ロ その他(具体的に記入すること。) 

(2) 国 籍 
 

(3) 設 立 年 月 日 
 

(4) 資 本 金

(取 得 後) 

 

(5) 事 業 内 容 
 

(6) 申請者との関係 

    取 得 後

該当分に○ 

イ 申 請 者 の 出 資 比 率              ％ 

ロ 共同投資者の出資比率              ％ 

ハ 役 員 を 派 遣 

ニ 長期にわたる原材料の供給又は製品の売買 

ホ 重要な製造技術の提供 

 (日本産業規格A4) 
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(裏面) 

 

４ 

取
得
の
時
期
等 

 

取
得
す
る
証
券 

取 得 の 対 価  

種 類 

(該当分に○) 

イ 株式・出資の持分 ・設立・増資・発行済 

ロ 社債(普通・転換) 

ハ その他(具体的に記入すること。) 

(2) 取 得 の 時 期  

(3) 支 払 の 時 期  

5 取得をしようとする理

由 
 

 
 
(

取
得
後) 

６ 

投
資
残
高 

 出 資 貸 付 け 社 債 等 

申 請 者 
   

共 同 投 資 者 

(うち居住者分) 
(      ) (      ) (      ) 

7 そ の 他 の 事 項  

  上記申請は、 

記名押印             

 許 可 年 月 日  

許 可 番 号  

許可の有効期間  

 (記入要領) 

   1 「1 許可を受ける義務が課された法律上の根拠」欄には、許可を受ける義務が

課された対外直接投資に係る証券の取得(以下、資本取引という。)の根拠規定とし

て該当する条項に○印を付すこと。 

     なお、二以上の規定に基づき許可を受ける義務が課された資本取引について許可

の申請を行う場合には、該当する条項すべてに○印を付すこと。 

   2 「2 取引の相手方」欄中「(3) 住所又は所在地」欄には、国又は地域名も記入

すること。 

   3 「3 投資先の概要」欄中、「(1) 名称及び所在地」欄の所在地には国又は地域

名も記入し、「(4) 資本金」欄には原通貨をもつて記入し、「(5) 事業内容」欄

には定款に従つて主要事業内容を簡潔に記入すること。 

     また、「(6) 申請者との関係」欄中「ロ 共同投資者の出資比率」欄には、申

請者の100％出資の子会社及び共同投資者(申請者と共同して当該外国法人の経営

に参加する者)の合計出資比率を記入すること。 
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   4 「4 取得の時期等」欄中「取得の対価」欄には、実際の取引通貨をもつて記入

すること。 

   5 「5 取得をしようとする理由」欄は次の例にならつて記入し、詳細について説

明する必要がある場合には、別紙として理由書又は説明書を添付すること。 

    (例：投資先が○○国○地区で○○工場を増設することとなり、その建設資金の調

達を目的とする増資に応募するため。) 

   6 「6 投資残高」欄には、当該投資先に対して払い込んだ金額の残高を、実際の

取引通貨をもつて記入すること。 

   7 「7 その他の事項」欄には、資金使途が再投資資金の場合は、再投資先の①名

称、②国籍、③出資比率(投資先→再投資先)及び④事業内容を記入すること。 

     なお、投資先の業種が、外国為替に関する省令第21条に規定する業種である場合

には、投資先の事業計画として、①設備完成(予定)年月、②操業開始(予定)年月又

は生産開始(予定)年月、③生産能力、④設立後3年間の年間販売計画として、商品

名、並びに商品名ごとの販売先及び販売数量又は金額(国内・輸出の別。なお輸出

にあつては輸出先国別。)を記入すること。 

     また、外国為替及び外国貿易法第22条第1項の規定に基づき許可を受ける義務が

課された資本取引に係る許可の申請を行う場合には、当該資本取引を指定した通知

の番号及び通知年月日を記入すること。 

   8 上記様式に記入することができない場合は、日本産業規格A4の用紙により上記事

項の順序に従つて記入するか、別紙を添付して差し支えない。 

   9 本申請書は、日本語により作成すること。 

 

  銀行等、資金移動業者又は電子決済手段等取引業者等の記入欄 

為替取引又は電子決済手段

等の移転等を行つた年月日 
金 額 

銀行等、資金移動業者又は電

子決済手段等取引業者等確

認欄 
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別
紙
様
式
第
十
二

別紙様式第十二 

 根拠法規：外国為替に関する省令 

主務官庁：財 務 省 

対外直接投資に係る金銭の貸付契約に関する許可申請書 

  財 務 大 臣 殿 

  (日本銀行経由) 

 申請年月日                  

申請者： 

氏名又は名称及び

代 表 者 の 氏 名               

住所又は所在地               

 

職 業 又 は 業 種       

担当者

電 話     

  下記のとおり申請します。 

1 許可を受ける

義務が課された

法律上の根拠 

 (該当する条項

すべてに○) 

 外国為替及び外国貿易法(昭和24年法律第228号) 
第21条第1項 

       同      法      第21条第2項 

       同      法      第22条第1項 

２ 

投
資
先
の
概
要 

 

取
引
の
相
手
方 

名 称 
 

国 籍 
 

所 在 地 
 

資 本 金 
 

設 立 年 月 日 
 

事 業 内 容 
 

申請者との関係 

(該当分に○) 

イ 申 請 者 の 出 資 比 率              ％ 

ロ 共同投資者の出資比率              ％ 

ハ 役 員 を 派 遣 

ニ 長期にわたる原材料の供給又は製品の売買 

ホ 重要な製造技術の提供 

 
 

 (

貸
付
後) 

 

投
資
残
高 

 出 資 貸 付 け 社 債 等 

申 請 者 
   

共 同 投 資 者 

(うち居住者分) 
(      ) (      ) (      ) 

 (日本産業規格A4) 
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(裏面) 

３ 

取
引
の
内
容
・
実
行
時
期
等 

(1) 金 額 
 

(2) 契 約 時 期  

(3) 貸 付 時 期  

(4) 金 利  

(5) 貸 付 期 間  

(6) 元本回収方法

(該当分に○) 

イ 期日一括 ロ 分割(具体的に記入すること。) 

4 取引を行おうとする理

由 

 

5 そ の 他 の 事 項 
 

  上記申請は、 

記名押印             

 許 可 年 月 日  

許 可 番 号  

許可の有効期間  

 (記入要領) 

   1 「1 許可を受ける義務が課された法律上の根拠」欄には、許可を受ける義務が

課された対外直接投資に係る金銭の貸付契約に基づく債権の発生に係る取引(以下、

資本取引という。)の根拠規定として該当する条項に○印を付すこと。 

     なお、二以上の規定に基づき許可を受ける義務が課された資本取引について許可

の申請を行う場合には、該当する条項すべてに○印を付すこと。 

   2 「2 投資先の概要」欄中、「(1) 取引の相手方」欄の「所在地」欄には国又は

地域名も記入し、「資本金」欄には原通貨をもつて記入し、「事業内容」欄には定

款に従つて主要事業内容を簡潔に記入し、「申請者との関係」欄の「ロ 共同投資

者の出資比率」欄には、申請者の100％出資の子会社及び共同投資者(申請者と共同

して当該外国法人の経営に参加する者)の合計出資比率を記入すること。 

     また、「(2) 投資残高」欄には、当該投資先に対して払い込んだ金額の残高を、

実際の取引通貨をもつて記入すること。 

   3 「3 取引の内容・実行時期等」欄中、「(1) 金額」欄には実際の取引通貨をも

つて記入し、「(6) 元本回収方法」欄は「ロ 分割」により回収する場合には、

その回収方法を具体的に記入すること。 

    (例：○年○月を第1回とし、以降1年ごとに○年○月まで○回○○円ずつ回収) 

   4 「4 取引を行おうとする理由」欄は次の例にならつて記入し、詳細について説
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明する必要がある場合には、別紙として理由書又は説明書を添付すること。 

    (例：投資先が○○国○地区で○○工場を増設することとなり、その建設資金を貸

し付けるため。) 

   5 「5 その他の事項」欄には、資金使途が再投資資金の場合は、再投資先の①名

称、②国籍、③出資比率(投資先→再投資先)及び④事業内容を記入すること。 

     なお、投資先の業種が、外国為替に関する省令第21条に規定する業種である場合

には、投資先の事業計画として、①設備完成(予定)年月、②操業開始(予定)年月又

は生産開始(予定)年月、③生産能力、④設立後3年間の年間販売計画として、商品

名、並びに商品名ごとの販売先及び販売数量又は金額(国内・輸出の別。なお輸出

にあつては輸出先国別。)を記入すること。 

     また、外国為替及び外国貿易法第22条第1項の規定に基づき許可を受ける義務が

課された資本取引に係る許可の申請を行う場合には、当該資本取引を指定した通知

の番号及び通知年月日を記入すること。 

   6 上記様式に記入することができない場合は、日本産業規格A4の用紙により上記事

項の順序に従つて記入するか、別紙を添付して差し支えない。 

   7 本申請書は、日本語により作成すること。 

 

  銀行等、資金移動業者又は電子決済手段等取引業者等の記入欄 

為替取引又は電子決済手段

等の移転等を行つた年月日 
金 額 

銀行等、資金移動業者又は電

子決済手段等取引業者等確

認欄 
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別
紙
様
式
第
十
三

別紙様式第十三 

 根拠法規：外国為替に関する省令 

主務官庁：財 務 省 
 
 

対外直接投資に係る外国における支店等の 
設置 

拡張 
 

に係る資金の支払に関する許可申請書  

  財 務 大 臣 殿 

  (日本銀行経由) 

 申請年月日                  

申請者： 

氏名又は名称及

び代表者の氏名                

住所又は所在地                

 

職業又は業種       

担当者

電 話      

  下記のとおり申請します。 

1 許可を受ける

義務が課された

法律上の根拠 

 (該当する条項

すべてに○) 

 外国為替及び外国貿易法(昭和24年法律第228号) 
                第21条第1項 

       同     法   第21条第2項 

       同     法   第22条第1項 

２ 

支
店
等
の
概
要 

(1) 支店等の名称  設置年月日  

(2) 所 在 地  

(3) 事 業 内 容  

3 金 額  

4 支 払 の 時 期  

5 取引を行おうとする

理由 

 

6 そ の 他 の 事 項  

  上記申請は、 

記名押印               

 許 可 年 月 日  

許 可 番 号  

許可の有効期間  

 (日本産業規格A4) 
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(裏面) 

(記入要領) 

  1 本申請書は、対外直接投資に係る外国における支店等の設置又は拡張の別に記入す

ること。この場合において、設置にあつては様式中「拡張」の字句を、拡張にあつて

は様式中「設置」の字句を消すこと。 

  2 「1 許可を受ける義務が課された法律上の根拠」欄には、許可を受ける義務が課

された対外直接投資に係る外国における支店、工場その他の事業所の設置又は拡張に

係る資金の支払(以下、資本取引という。)の根拠規定として該当する条項に○印を付

すこと。 

    なお、二以上の規定に基づき許可を受ける義務が課された資本取引について許可

の申請を行う場合には、該当する条項すべてに○印を付すこと。 

  3 「2 支店等の概要」欄中、「(1) 支店等の名称」欄には外国における支店、工場

その他の事業所について記入し、「(2) 所在地」欄には国又は地域名も記入し、

「(3) 事業内容」欄には主要事業内容を具体的に記入すること。 

  4 「3 金額」欄には、実際の取引通貨をもつて記入すること。 

  5 「5 取引を行おうとする理由」欄は次の例にならつて記入し、詳細について説明

する必要がある場合には、別紙として理由書又は説明書を添付すること。 

   (例：○○国○地区で○○を販売するため、○○市に支店を開設するもの。) 

  6 「6 その他の事項」欄には、投資先の業種が外国為替に関する省令第21条に規定

する業種である場合は、投資先の事業計画として、①設備完成(予定)年月、②操業開

始(予定)年月又は生産開始(予定)年月、③生産能力、④設置後3年間の年間販売計画

として、商品名、並びに商品名ごとの販売先及び販売数量又は金額(国内・輸出の別。

なお輸出にあつては輸出先国別。)を記入すること。 

    また、外国為替及び外国貿易法第22条第1項の規定に基づき許可を受ける義務が課

された資本取引に係る許可の申請を行う場合には、当該資本取引を指定した通知の番

号及び通知年月日を記入すること。 

  7 上記様式に記入することができない場合は、日本産業規格A4の用紙により上記事項

の順序に従つて記入するか、別紙を添付して差し支えない。 

  8 本申請書は、日本語により作成すること。 

 

  銀行等、資金移動業者又は電子決済手段等取引業者等の記入欄 

為替取引又は電子決済手段

等の移転等を行つた年月日 
金 額 

銀行等、資金移動業者又は電

子決済手段等取引業者等確

認欄 
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別
紙
様
式
第
十
四

別紙様式第十四 

 根拠法規：外国為替に関する省令 

主務官庁：財 務 省 

役務取引に関する許可申請書 

  財 務 大 臣 殿 

  (日本銀行経由) 

 申請年月日                  

申請者： 

氏名又は名称及

び代表者の氏名                

住所又は所在地                

 

職業又は業種       

担当者

電 話      

  下記のとおり申請します。 

1 許可を受ける

義務が課された

法律上の根拠 

 (該当する条項

すべてに○) 

 外国為替及び外国貿易法(昭和24年法律第228号) 
              第25条第5項 

    同     法    第25条第6項 

    同     法    第25条の2第4項 

２ 

取
引
の
相
手
方 

(1) 氏名又は名称  

(2) 国 籍  

(3) 住所又は所在地  

(4) 職業又は業種  

3 取 引 の 内 容  

4 取 引 の 期 間  

5 取 引 の 対 価  

6 支払(又は支払の受領)

の時期 

 

7 取引を行おうとする

理由 

 

8 そ の 他 の 事 項  

  上記申請は、 

記名押印               

 許 可 年 月 日  

許 可 番 号  

許可の有効期間  

 (日本産業規格A4) 
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(裏面) 

(記入要領) 

  1 「1 許可を受ける義務が課された法律上の根拠」欄には、許可を受ける義務が課

された役務取引の根拠規定として該当する条項に○印を付すこと。 

    なお、二以上の規定に基づき許可を受ける義務が課された役務取引について許可の

申請を行う場合には、該当する条項すべてに○印を付すこと。 

  2 「2 取引の相手方」欄中「(3) 住所又は所在地」欄には、国又は地域名も記入す

ること。 

  3 「3 取引の内容」欄には、取引の概要を具体的に記入すること。 

  4 「5 取引の対価」欄には、実際の取引通貨をもつて記入すること。 

  5 「6 支払(又は支払の受領)の時期」欄は、支払にあつては欄中「(又は支払の受

領)」の字句を、支払の受領にあつては欄中「支払」の字句を消すこと。 

  6 「7 取引を行おうとする理由」欄には、その理由を簡潔に記入し、詳細について

説明する必要がある場合には、別紙として理由書又は説明書を添付すること。 

  7 外国為替及び外国貿易法第25条の2第4項の規定に基づき許可を受ける義務が課され

た役務取引に係る許可の申請を行う場合には、「8 その他の事項」欄に、当該役務

取引を指定した通知の番号及び通知年月日を記入すること。 

  8 上記様式に記入することができない場合は、日本産業規格A4の用紙により上記事項

の順序に従つて記入するか、別紙を添付して差し支えない。 

  9 本申請書は、日本語により作成すること。 

 

  銀行等、資金移動業者又は電子決済手段等取引業者等の記入欄 

為替取引又は電子決済手段

等の移転等を行つた年月日 
金 額 

銀行等、資金移動業者又は電

子決済手段等取引業者等確

認欄 
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別
紙
様
式
第
十
五

別紙様式第十五（平10蔵令28・全改、平12蔵令69・平15財令81・令元財令9・令2財令68・一部改正）根拠法規：外国為替に関する省令主務官庁：財務省許可内容の変更申請書財務大臣（日本銀行経由）殿税関長申請年月日申請者：氏名又は名称及び代表者の氏名居住者該当分に〇国籍非居住者住所又は所在地担当者職業又は業種電話下記のとおり申請します。1原許可許可年月日許可番号許可の有効期間の内容許可を受けた取引、行為又は支払等の内容2変更の内容変更前変更後3変更を必要とする理由4その他の事項上記申請は、記名押印許可年月日許可番号許可の有効期間（日本産業規格A4）（裏面）（記入要領）1非居住者の本申請について代理人がいる場合には、申請者の欄の下に、代理人の氏名（又は名称）、住所（又は所在地）、職業（又は業種）及び担当者の氏名（電話番号）についても記入すること。2「1原許可の内容」欄中「許可を受けた取引、行為又は支払等の内容」欄には、具体的な内容を簡潔に記入すること。3「2変更の内容」欄は、「変更前」欄には変更項目ごとに元となる許可証（変更許可証も含む）に記入した事項を記入し、「変更後」欄には「変更前」欄に記入した内容に対応する変更事項を記入すること。なお、変更事項が欄内に記入できない場合には、「変更前」欄に「別紙1のとおり」、「変更後」欄に「別紙2のとおり」と記入し、それぞれの内容を別紙1及び別紙2に記入し添付すること。4「3変更を必要とする理由」欄には、その理由を簡潔に記入し、詳細について説明する必要がある場合には、別紙として理由書又は説明書を添付すること。5本申請書の提出に当たつては、原許可証（本申請に際し既に交付を受けている変更許可証がある場合にはこれを含む。）を添付すること。6上記様式に記入することができない場合は、日本産業規格A4の用紙により上記事項の順序に従つて記入するか、別紙を添付して差し支えない。7本申請書は、日本語により作成すること。
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別
紙
様
式
第
十
六

別紙様式第十六（平10蔵令28・全改、平12蔵令69・令元財令9・令2財令68・一部改正）根拠法規：外国為替に関する省令主務官庁：財務省特別国際金融取引勘定開設承認申請書財務大臣殿申請年月日（申請者）金融機関名代表者氏名所在地担当者電話下記のとおり申請します。記1特別国際金融取引勘定に係る取引又は行為を行おうとする営業所の名称、所在地及び取引又は行為の開始の時期営業所名所在地及び電話番号開始時期2過去一年間の対非居住者取引実績及び将来一年間の取引予想金額3承認を受けようとする理由4その他参考となる事項（日本産業規格A4）（裏面）（記入要領）1「2過去一年間の対非居住者取引実績及び将来一年間の取引予想金額」欄には、貸付金、預け金、借入金又は預り金等の区分に従つて具体的に記入すること。2「3承認を受けようとする理由」欄には、特別国際金融取引勘定の開設を行う主な理由を具体的に記入すること。3「4その他参考となる事項」欄には、特別国際金融取引勘定に使用する勘定科目、特別国際金融取引勘定に使用する仮換算相場の種類又は移管予定額等について具体的に記入すること。4上記様式に記入することができない場合は、日本産業規格A4の用紙により上記事項の順序に従つて記入するか、別紙を添付して差し支えない。
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別紙様式第十七（平10蔵令28・全改、平12蔵令69・令元財令9・令2財令68・一部改正）根拠法規：外国為替に関する省令主務官庁：財務省対外直接投資に係る証券の取得に関する届出書財務大臣殿（日本銀行経由）届出年月日：届出者：氏名又は名称及び代表者の氏名住所又は所在地担当者職業又は業種電話下記のとおり届出します。1氏名又は名称住所又は所在地取引の相手方2名称及び所在地イ上記1に同じロその他（具体的に記入す（該当分に〇）ること。）設立年月日資本金投資先の要（取得後）事業内容届出者との関係イ届出者の出資比率％取得後ロ共同投資者の出資比率％該当分に〇ハ役員を派遣ニ長期にわたる原材料の供給又は製品の売買ホ重要な製造技術の提供3取得の対価種類イ株式・出資の持分・設立・増資・発行済取得する証券（該当分に〇）ロ社債（普通・転換）取得の時期等ハその他（具体的に記入すること。）取得の時期支払の時期4取得をしようとする理由（日本産業規格A4）（裏面）出資貸付け社債等届出者投資残高（取得後）共同投資者5投資先への出資状況等（うち居住者分）（）（）（）直近の届出受理年月日及び受理番号（届出者分）6その他の事項届出受理年月日届出受理番号財務大臣の記入欄事項年月日及び記名押印本届出に係る取引は、年月日から行うことができる。（記入要領）1「1取引の相手方」欄中「住所又は所在地」欄には、国又は地域名も記入すること。2「2投資先の要」欄中、「名称及び所在地」欄の所在地には国又は地域名も記入し、「資本金」欄には原通貨をもつて記入し、「事業内容」欄には定款に従つて主要事業内容を簡潔に記入すること。また、「届出者との関係」欄中「ロ共同投資者の出資比率」欄には、届出者の100％出資の子会社及び共同投資者（届出者と共同して当該外国法人の経営に参加する者）の合計出資比率を記入すること。3「3取得の時期等」欄中「取得の対価」欄には、実際の取引通貨をもつて記入すること。4「4取得をしようとする理由」欄は、次の例にならつて記入すること。（例：投資先が〇〇国〇地区で〇〇工場を増設することとなり、その建設資金の調達を目的とする増資に応募するため。）5「5投資先への出資状況等」欄中「投資残高」欄には、当該投資先に対して払い込んだ金額の残高を、実際の取引通貨をもつて記入すること。6「6その他の事項」欄には、資金使途が再投資資金の場合は、再投資先の①名称、②国籍、③出資比率（投資先→再投資先）及び④事業内容を記入すること。更に、投資先の事業計画として、①設備完成（予定）年月、②操業開始（予定）年月又は生産開始（予定）年月、③生産能力として、漁業の場合は漁船数及びトン数、漁法、平均月当たり水揚量、製造業の場合は個別商品ごとに平均月当たり製造数量、④設立後3年間の年間販売計画として、商品名（魚種を含む）、並びに商品名ごとの販売先及び販売数量又は金額（国内・輸出の別。なお輸出にあつては輸出先国別。）を記入すること。7上記様式に記入することができない場合は、日本産業規格A4の用紙により上記事項の順序に従つて記入するか、別紙を添付して差し支えない。
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別紙様式第十八（平10蔵令28・全改、平12蔵令69・令元財令9・令2財令68・一部改正）根拠法規：外国為替に関する省令主務官庁：財務省対外直接投資に係る金銭の貸付契約に関する届出書財務大臣殿（日本銀行経由）届出年月日：届出者：氏名又は名称及び代表者の氏名住所又は所在地担当者職業又は業種電話下記のとおり届出します。名称所在地1投資先の要取引の相手方資本金設立年月日事業内容届出者との関係イ届出者の出資比率％（該当分に〇）ロ共同投資者の出資比率％ハ役員を派遣ニ長期にわたる原材料の供給又は製品の売買ホ重要な製造技術の提供出資貸付け社債等届出者投資残高（貸付後）共同投資者（うち居住者分）（）（）（）直近の届出受理年月日及び受理番号（届出者分）金額契約時期貸付時期2取引の内容・実行時期等金利貸付期間元本回収方法イ期日一括ロ分割（具体的に記入するこ（該当分に〇）と。）（日本産業規格A4）（裏面）3取引を行おうとする理由4その他の事項届出受理年月日届出受理番号財務大臣の記入欄事項年月日及び記名押印本届出に係る取引は、年月日から行うことができる。（記入要領）1「1投資先の要」欄中、「取引の相手方」欄の「所在地」欄には国又は地域名も記入し、「資本金」欄には原通貨をもつて記入し、「事業内容」欄には定款に従つて主要事業内容を簡潔に記入し、「届出者との関係」欄の「ロ共同投資者の出資比率」欄には、届出者の100％出資の子会社及び共同投資者（届出者と共同して当該外国法人の経営に参加する者）の合計出資比率を記入すること。また、「投資残高」欄には、当該投資先に対して払い込んだ金額の残高を、実際の取引通貨をもつて記入すること。2「2取引の内容・実行時期等」欄中、「金額」欄には実際の取引通貨をもつて記入し、「元本回収方法」欄は「ロ分割」により回収する場合には、その回収方法を具体的に記入すること。（例：〇年〇月を第1回とし、以降1年ごとに〇年〇月まで〇回〇〇円ずつ回収。）3「3取引を行おうとする理由」欄は、次の例にならつて記入すること。（例：投資先が〇〇国〇地区で〇〇工場を増設することとなり、その建設資金を貸し付けるため。）4「4その他の事項」欄には、資金使途が再投資資金の場合は、再投資先の①名称、②国籍、③出資比率（投資先→再投資先）及び④事業内容を記入すること。なお、投資先の事業計画として、①設備完成（予定）年月、②操業開始（予定）年月又は生産開始（予定）年月、③生産能力として、漁業の場合は漁船数及びトン数、漁法、平均月当たり水揚量、製造業の場合は個別商品ごとに平均月当たり製造数量、④設立後3年間の年間販売計画として、商品名（魚種を含む）、並びに商品名ごとの販売先及び販売数量又は金額（国内・輸出の別。なお輸出にあつては輸出先国別。）を記入すること。5上記様式に記入することができない場合は、日本産業規格A4の用紙により上記事項の順序に従つて記入するか、別紙を添付して差し支えない。
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別紙様式第十九（平10蔵令28・全改、平12蔵令69・令元財令9・令2財令68・一部改正）根拠法規：外国為替に関する省令主務官庁：財務省対外直接投資に係る外国における支店等の設置拡張に係る資金の支払に関する届出書財務大臣殿（日本銀行経由）届出年月日：届出者：氏名又は名称及び代表者の氏名住所又は所在地担当者職業又は業種電話下記のとおり届出します。支店等の名称設置年月日所在地1支店等の要事業内容2金額3支払の時期4取引を行おうとする理由5直近の届出年月日及び受理番号6その他の事項届出受理年月日届出受理番号（日本産業規格A4）（裏面）財務大臣の記入欄事項年月日及び記名押印本届出に係る取引は、年月日から行うことができる。（記入要領）1本届出書は、対外直接投資に係る外国における支店等の設置又は拡張の別に記入すること。この場合において、設置にあつては様式中「拡張」の字句を、拡張にあつては様式中「設置」の字句を消すこと。2「1支店等の要」欄中、「支店等の名称」欄には外国における支店、工場その他の事業所について記入し、「所在地」欄には国又は地域名も記入し、「事業内容」欄には主要事業内容を具体的に記入すること。3「2金額」欄には、実際の取引通貨をもつて記入すること。4「4取引を行おうとする理由」欄は、次の例にならつて記入すること。（例：〇〇国〇地区で〇〇を販売するため、〇〇市に支店を開設するもの。）5「6その他の事項」欄には、投資先の事業計画として、①設備完成（予定）年月、②操業開始（予定）年月又は生産開始（予定）年月、③生産能力として、漁業の場合は漁船数及びトン数、漁法、平均月当たり水揚量、製造業の場合は個別商品ごとに平均月当たり製造数量、④設置後3年間の年間販売計画として、商品名（魚種を含む）、並びに商品名ごとの販売先及び販売数量又は金額（国内・輸出の別。なお輸出にあつては輸出先国別。）を記入すること。6上記様式に記入することができない場合は、日本産業規格A4の用紙により上記事項の順序に従つて記入するか、別紙を添付して差し支えない。

68



 

69



別
紙
様
式
第
二
十

別紙様式第二十（平10蔵令28・全改、平12蔵令69・令元財令9・令2財令68・一部改正）根拠法規：外国為替に関する省令主務官庁：財務省対外直接投資に係る変更届出書財務大臣殿（日本銀行経由）届出年月日：届出者：氏名又は名称及び代表者の氏名住所又は所在地担当者職業又は業種電話下記のとおり届出します。1原届出届出受理届出受理の内容年月日番号イ証券の取得ロ金銭の貸付け（該当分に〇）ハ支店等の設置又は拡張2変更の内容変更前変更後3変更を必要とする理由4変更の時期5その他の事項届出受理年月日届出受理番号（日本産業規格A4）（裏面）財務大臣の記入欄事項年月日及び記名押印本届出に係る取引は、年月日から行うことができる。（記入要領）1「2変更の内容」欄は、次の例にならつて記入すること。（例：変更前貸付期間4年／変更後貸付期間3年）なお、変更事項が欄内に記入できない場合には、「変更前」欄に「別紙1のとおり」、「変更後」欄に「別紙2のとおり」と記入し、それぞれの内容を別紙1及び別紙2に記入し添付すること。2「3変更を必要とする理由」欄には、変更に至つた事情を含め具体的に記入すること。3本届出書の提出に当たつては、原届出受理証（本届出に際し既に交付を受けている変更届出受理証がある場合にはこれを含む。）を添付すること。4届出後取引実行前までの間における変更以外は、本届出書の対象とならない。5上記様式に記入することができない場合は、日本産業規格A4の用紙により上記事項の順序に従つて記入するか、別紙を添付して差し支えない。
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別紙様式第二十一（平10蔵令28・全改、平12蔵令69・令元財令9・令2財令68・一部改正）根拠法規：外国為替に関する省令主務官庁：財務省勧告の応諾に関する通知書財務大臣殿通知年月日氏名又は名称及び代表者の氏名住所又は所在地担当者職業又は業種電話外国為替及び外国貿易法第23条第6項の規定により、年月日付第号をもつて送達された対外直接投資の内容変更中止の勧告について、下記のとおり通知します。記1諾否の別（該当分に〇）応諾する。応諾しない。2対外直接投資の内容3届出受理年月日4届出受理番号（記入要領）1本通知書は、内容変更又は中止の別に記入すること。この場合において、内容変更にあつては様式中「中止」の字句を、中止にあつては様式中「内容変更」の字句を消すこと。（日本産業規格A4）  
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